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は
じ
め
に
（
研
究
の
概
要
と
目
的
）（
担
当
：
大
岩
）�

　

成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所
に
お
け
る
近
江
学
研
究
「
里
山
～

水
と
暮
ら
し
」
が
始
ま
っ
た
の
は
二
〇
一
〇
年
度
で
あ
る
。
本
研
究
は
、

そ
の
第
一
期
「
水
系
か
ら
み
る
集
落
の
空
間
構
成
・
景
観
要
素
に
関
す
る

研
究
と
聞
き
取
り
調
査
―
大
津
市
仰
木
地
区
―
」
の
成
果
を
受
け
、
第
三

期
「
仰
木
八
王
寺
山
“
地
域
交
流
拠
点
”
自
力
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関

す
る
研
究
」
と
し
て
二
〇
一
二
～
一
三
年
度
に
か
け
て
実
施
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

近
年
、仰
木
地
区
〔
註
１
〕
で
は
一
部
地
域
住
民
に
よ
る
棚
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
け
入
れ
や
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
等
の
保
全
活
動
が
進
み
、
近
郊
都

市
か
ら
の
参
加
が
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
学
と
連
携
し
た
研
究
活
動

や
里
山
保
全
活
動
、
地
場
産
野
菜
の
販
売
に
よ
る
地
域
へ
の
発
信
の
試
み

も
始
ま
っ
て
お
り
、
地
元
で
の
活
動
を
広
げ
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

創
造
す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
本
研
究
は
こ
れ

を
受
け
、
上
仰
木
地
区
の
「
八
王
寺
組
」（
第
一
章
一-

一
参
照
）
が
進
め

て
い
る
地
域
活
性
化
活
動
「
仰
木
自
然
文
化
庭
園
構
想
」
の
一
環
と
し
て

の
小
屋
（
拠
点
）
づ
く
り
に
協
力
す
る
か
た
ち
で
行
っ
た
。

　

研
究
の
内
容
は
「
地
域
の
素
材
研
究
、
及
び
そ
の
成
果
を
生
か
し
た
建

里
山
環
境
の
再
生
モ
デ
ル
と
し
て
の
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
・
ハ
ウ
ス
の
可
能
性

�

～
仰
木
八
王
寺
山
農
業
小
屋
（
交
流
施
設
）
の
自
力
建
設
を
通
し
て
～

�

大
岩
剛
一
・
大
原
　
歩

•••••••••••••••••••••••••••••••
Title :

The Potential of Straw-Bale Houses as a Model in the Regenera-
tion of the Environment of“Satoyama”

Summary : 
Here I will report on my work in the rural community of Kamiogi 
in Otsu City, Shiga Prefecture. The theme of my work is the con-
necting of people, nature and region through the construction of 
straw-bale houses by the residents themselves.
•••••••••••••••••••••••••••••••
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築
・
景
観
計
画
の
提
案
と
建
設
の
監
修
」、
そ
し
て
八
王
寺
組
が
主
体
と

な
っ
て
進
め
る
「
自
力
建
設
の
報
告
と
そ
の
成
果
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
近

江
学
研
究
第
一
期
、二
期
の
研
究
成
果
で
あ
る「
暮
ら
し
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
か
た
ち
」
の
具
現
化
で
あ
り
、
大
学
（
本
研
究
所
と
学
生
）
と
地
域
住

民
が
一
体
と
な
っ
て
行
う
、
地
域
に
根
ざ
し
た
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創

出
の
た
め
の
実
践
的
な
研
究
活
動
で
あ
る
。
同
時
に
、
私
が
一
九
九
九
年

来
研
究
を
続
け
て
い
る
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
・
ハ
ウ
ス
（straw

-bale 
house

）
が
、
温
熱
環
境
面
の
み
な
ら
ず
、
人
と
自
然
と
地
域
を
つ
な
ぐ

里
山
再
生
の
建
築
モ
デ
ル
と
し
て
有
効
で
あ
る
か
を
問
う
研
究
で
も
あ
る
。

　

ま
た
本
研
究
は
、
二
〇
一
二
年
度
に
担
当
し
た
本
学
学
生
対
象
の
半
期

ご
と
の
授
業
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
実
習
Ａ
３
」（
前
期
）
お
よ
び
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
実
習
Ａ
４
」（
後
期
）
と
し
て
行
い
、
二
〇
一
三
年
度

は
永
江
弘
之
准
教
授
担
当
の
同
実
習
に
特
別
講
師
と
し
て
協
力
し
た
。

〔
註
１
〕
大
津
市
北
部
、
比
叡
山
か
ら
琵
琶
湖
の
西
岸
へ
と
伸
び
る
雄
大

な
山
麓
の
中
間
に
位
置
す
る
仰
木
は
、
階
段
状
の
棚
田
が
取
り
巻
く
、

世
帯
数
八
〇
一
戸
、人
口
二
、三
三
五
人（
平
成
二
五
年
四
月
一
日
現
在
）

の
、
上
仰
木
、
平
尾
、
辻
ヶ
下
、
下
仰
木
の
四
つ
の
字
か
ら
成
る
大
き

な
農
村
集
落
で
あ
る
。
仰
木
の
集
落
形
成
の
歴
史
は
約
一
二
〇
〇
年
前

に
遡
る
と
言
わ
れ
、
大
津
と
北
陸
を
結
ぶ
西
近
江
路
（
国
道
１
６
１
号

線
）
か
ら
西
へ
分
岐
し
、
若
狭
街
道
、
い
わ
ゆ
る
鯖
街
道
へ
と
抜
け
る

間
道
「
仰
木
道
」
の
途
中
に
発
達
し
た
。
東
塔
、
西
塔
と
並
ぶ
比
叡
山

三
塔
の
ひ
と
つ
、
横よ

川か
わ

へ
の
登
り
口
に
当
た
る

P

辻ヶ下

下仰木

仰木の里

仰木の里東

奥比叡ド
ライブウ

ェイ

奥比叡ド
ライブウ

ェイ

●おごと温泉駅●おごと温泉駅

●雄琴 I.C●雄琴 I.C

成安
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文
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文
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）
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）

至 大津

J
R
湖
西
線

J
R
湖
西
線

国
道
1
6
1
号
線

国
道
1
6
1
号
線

N

県道 (雄琴道
）

県道 (雄琴道
）

湖
西
バ
イ
パ
ス

湖
西
バ
イ
パ
ス

比叡山

棚田桜

桜公園

仰木小
仰木市民センター

仰木太鼓会館

天神川

至 比叡山延暦寺

大倉川

大倉橋

豊川橋

千坊橋

明川橋

御呂戸川

雄琴川

落合橋

馬蹄形の棚田

至 堅田至 堅田

仰木
大津市

地図作成　大原 歩

棚田桜

桜公園

仰木小
仰木市民センター

仰木太鼓会館

天神川至 仰木峠
　・大原

至 比叡山延暦寺

大倉川

大倉橋

豊川橋

千坊橋

明川橋

御呂戸川

雄琴川

落合橋

馬蹄形の棚田

小椋神社

滝壷神社

平尾

小屋建設場所小屋建設場所

小字「八王寺」

上仰木

小字「八王寺」

図１：建設地と仰木全体地図（大原作図）
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動
の
あ
り
方
を
模
索
し
始
め
て
い
る
。

〔
註
２
〕
上
仰
木
土
地
改
良
区
に
よ
る
基
盤
整
備
促
進
事
業
（
ほ
場
整
備
）

／
二
〇
〇
二
年
に
認
可
を
受
け
て
ほ
場
の
整
備
事
業
を
開
始
し
、
二
〇 

一
〇
年
に
竣
工
し
た
。
整
備
実
施
面
積
は
四
五
・
七
ha
。
急
峻
な
傾
斜

地
に
つ
く
ら
れ
た
棚
田
は
整
備
か
ら
は
ず
さ
れ
た
が
、
今
回
の
建
設
地

で
あ
る
小
字
八
王
寺
の
一
画
は
そ
の
一
部
に
当
た
る

〔
註
３
〕
八
王
寺
組
の
組
織
構
成
：
会
長
一
名
、副
会
長
二
名
、事
務
局
（
幹

事
一
一
名
、
相
談
役
、
監
事
、
指
導
員
各
二
名
）、
顧
問
（
仰
木
学
区

自
治
連
合
会
長
・
上
仰
木
自
治
会
長
・
上
仰
木
農
業
組
合
長
・
辻
ヶ
下

自
治
会
長
・
辻
ヶ
下
農
業
組
合
長
）

参
考
文
献
・
資
料

　

・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
仰
木
自
然
文
化
庭
園
構
想 

八
王
寺
組
」http://

kam
iogi.jp/

　

・「
中
山
間
地
稲
作
経
営
へ
の
模
索
―
仰
木
自
然
文
化
庭
園
構
想
八
王

寺
組
の
活
動
に
つ
い
て
」（「
近
江
米
情
報
」
第
44
巻
第
４
号
～
通
巻

２
２
２
号
、
近
江
米
振
興
協
会
発
行　

http://w
w

w
.ohm

im
ai.jp/

new
s/koho_file/222.pdf

）

一-
二　

ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
・
ハ
ウ
ス
と
八
王
寺
組
（
担
当
：
大
岩
）

　

ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
（straw

-bale

）
と
は
直
方
体
に
圧
縮
し
た
藁
の
ブ

ロ
ッ
ク
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
ん
で
壁
を
つ
く
り
、
土
を

第
一
章
　
上
仰
木
地
区
に
お
け
る
里
山
再
生
の
試
み 

一-
一　

仰
木
の
里
山
と
八
王
寺
組
（
担
当
：
大
原
）

　

仰
木
地
区
を
構
成
す
る
四
つ
の
字
の
中
で
、
比
叡
山
に
最
も
近
く
標
高

が
高
い
位
置
に
あ
る
上
仰
木
。
二
〇
〇
二
年
か
ら
八
年
か
け
て
棚
田
の
約

七
割
が
ほ
場
整
備
さ
れ
た
が
、
急
峻
な
山
間
地
に
あ
る
一
部
の
棚
田
は
対

象
外
と
さ
れ
た
た
め
一
部
残
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
研
究
対
象
で
あ
る
八

王
寺
山
周
辺
も
昔
な
が
ら
の
棚
田
が
残
さ
れ
た
地
区
で
あ
る
〔
註
２
〕。

　
「
仰
木
自
然
文
化
庭
園
構
想
八
王
寺
組
（
以
下
八
王
寺
組
／
会
長
：
上

坂
雅
彦
）」
は
、
農
業
組
合
員
と
農
業
組
合
Ｏ
Ｂ
が
集
ま
り
、
荒
れ
た
耕

地
に
公
園
や
果
樹
園
を
つ
く
る
な
ど
自
分
た
ち
が
思
い
描
く
田
ん
ぼ
の
あ

り
方
を
話
し
合
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
構
想
が
練
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、

そ
の
提
案
を
受
け
た
上
仰
木
・
辻
ヶ
下
地
区
が
地
域
ぐ
る
み
で
農
村
活
性

化
委
員
会
を
組
織
、
二
〇
〇
七
年
二
月
に
発
足
し
、
活
動
の
中
心
地
で
あ

る
字
名
か
ら
「
八
王
寺
組
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
構
成
員
は
三
五
名
。
中

心
メ
ン
バ
ー
は
四
〇
～
五
〇
歳
代
で
、
農
業
従
事
者
と
し
て
は
若
手
に
当

た
る
〔
註
３
〕。

　

当
初
は
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
た
め
の
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
た
が
、
滋
賀
県
が
取
り
組
む
棚
田
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
事

業
の
一
つ
で
あ
る
「
棚
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
受
入
れ
（
平
成
二
一
年
度

～
）
と
「
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
」
を
軸
に
活
動
を
開
始
（
平
成
二
二
年
度

～
）
し
た
。
生
産
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
生
活
の
場
と
し
て
の
棚
田
を
取

り
戻
す
活
動
と
し
て
、
都
市
住
民
の
協
力
を
得
た
持
続
的
な
棚
田
保
全
活
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稲藁のストローベイル

塗
っ
た
建
築
が
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
・
ハ
ウ
ス
（straw

-bale house

）
で
、

十
九
世
紀
後
半
に
森
林
の
少
な
い
北
米
の
牧
草
地
帯
に
移
住
し
た
入
植
者

が
、
不
足
す
る
材
木
の
代
わ
り
に
最
も
身
近
な
素
材
で
あ
る
麦
藁
や
干
草

を
ブ
ロ
ッ
ク
に
し
て
家
を
建
て
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
お
よ
そ
二
五
年

ほ
ど
前
か
ら
そ
の
価
値
が
見
直
さ
れ
、
今
や
環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
持

続
可
能
な
建
築
（
二-
二-

三
参
照
）
の
代
表
格
と
し
て
、
北
米
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
を
始
め
、
ア
ジ
ア
、
ロ
シ
ア
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
至
る
世
界
各

地
に
広
が
っ
て
い
る
。
私
は
一
九
九
九
年
よ
り
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
・
ハ
ウ

ス
の
研
究
を
始
め
、
国
内
で
の
普
及
を
め
ざ
し
て
全
国
各
地
で
講
演
活
動

や
建
設
に
向
け
た
一
般
参
加
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
て
き
た
。

　

地
元
で
の
活
動
を
広
げ
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
造
す
る
た
め
の

体
制
づ
く
り
を
進
め
る
八
王
寺
組
に
と
っ
て
、
交
流
拠
点
の
建
設
は
大
き

な
目
標
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
七
年
、
発
足
直
後
の
八
王
寺
組
か

ら
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
・
ハ
ウ
ス
に
関
す
る
講
演
依
頼
が
き
た
。
同
年
十
一

月
に
上
仰
木
自
治
会
館
で
行
っ
た
「
八
王
寺
山
を
考
え
よ
う
～
藁
の
家
で

ま
ち
興
し
～
」（「
上
仰
木
農
業
組
合
お
は
な
し
会
」
仰
木
自
然
文
化
庭
園

構
想
八
王
寺
組
主
催
）
と
題
す
る
講
演
会
を
き
っ
か
け
に
、
二
〇
一
二
年

の
着
工
と
自
力
建
設
に
向
け
た
準
備
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
。
建
設

用
地
も
決
ま
り
、
八
王
寺
組
と
の
具
体
的
な
打
合
せ
と
現
地
調
査
が
始

ま
っ
た
の
は
二
〇
一
二
年
三
月
で
あ
る
。
同
年
四
月
か
ら
小
屋
の
計
画
案

作
成
に
取
り
か
か
っ
た
。

ベイラー（圧縮梱包機）付きトラクターで広いほ場を
走ってストローベイルを作る

ストローベイル・ハウス（大岩設計、2004、山梨）ストローベイル・カフェ（大岩設計、2001、東京）
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仰木道から八王寺山を望む。円内が建設地右手小さな社の手前の山桜と手前の公衆便所との間の
スペースが建築予定地

敷地の南端からの雄大な眺め。眼下に棚田。遠く琵琶
湖を望む

建設地での地鎮祭。中央に八王寺組会長の上坂雅彦氏、
後方が棟梁の暉彦氏（雅彦氏父）

第
二
章
　
施
設
概
要
（
担
当
：
大
岩
） 

二-
一　

建
設
地
と
建
物
の
配
置　

　

建
設
地
は
、
元が

ん

三ざ
ん

大だ
い

師し

の
石
造
道
標
が
あ
る
京
都
大
原
に
至
る
仰
木
道

と
横よ

川か
わ

へ
の
登
り
口
と
の
分
岐
点
〔
註
１
参
照
〕
の
南
側
の
、
ひ
と
き
わ
目
立

つ
小
山
の
よ
う
な
高
台
に
位
置
し
て
い
る
。
標
高
約
二
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
、

南
縁
を
桜
に
縁
取
ら
れ
た
東
西
に
細
長
い
敷
地
は
、
八
王
寺
山
の
森
を
北

に
控
え
、
眺
望
が
南
に
大
き
く
開
け
て
い
る
。
急
峻
な
崖
に
接
し
た
敷
地

の
南
縁
か
ら
は
、
眼
下
に
昔
な
が
ら
の
小
さ
な
棚
田
が
重
な
る
よ
う
に
広

が
り
、
そ
の
先
に
遠
く
琵
琶
湖
か
ら
対
岸
ま
で
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

施
設
の
配
置
計
画
は
、
以
前
よ
り
敷
地
内
に
あ
っ
た
公
衆
便
所
と
ご
神

体
の
な
い
社
、
敷
地
の
ほ
ぼ
中
央
の
一
本
の
山
桜
の
位
置
を
考
慮
し
、
雄

大
な
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
と
敷
地
形
状
を
生
か
し
た
、
南
に
開
い
た
建
築
と

し
て
構
想
し
た
。
住
所
は
滋
賀
県
大
津
市
仰
木
二
丁
目
字
八
王
寺

一
一
六
二
番
（
地
目
は
田
）。
地
籍
一
、一
七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
（
水
路
部

分
九
・
九
一
平
方
メ
ー
ト
ル
含
む
）
の
う
ち
、
建
物
を
含
む
一
八
六
・
三
平

方
メ
ー
ト
ル
の
エ
リ
ア
を
対
象
に
大
津
市
農
林
水
産
課
に
用
途
変
更
届
を

提
出
、「
農
業
用
倉
庫
」
と
し
て
申
請
し
た
。
認
可
が
下
り
た
の
は

二
〇
一
二
年
九
月
。
九
月
二
二
日
に
地
鎮
祭
を
行
い
、
十
月
に
着
工
し
た
。
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二-

二　

建
築
の
目
的
と
概
要

二-
二-
一　

施
設
の
目
的

　

八
王
寺
組
は
、
棚
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
や
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制

度
等
の
保
全
活
動
を
精
力
的
に
推
進
し
て
き
た
が
、
そ
の
結
果
、
大
津
市

内
を
中
心
に
京
都
、
大
阪
等
の
都
市
部
か
ら
の
参
加
が
増
加
し
、
里
山
保

全
活
動
を
通
じ
た
地
域
交
流
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
本
施
設
は
法
的
に

は
農
業
小
屋
で
あ
る
が
、
単
に
棚
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の
休
憩
場
所

や
農
具
等
の
収
納
場
所
と
し
て
の
機
能
を
越
え
た
、
地
域
交
流
の
拠
点
と

し
て
の
多
様
な
機
能
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
地
域
住
民
の
た
め
の
お
月
見
会
や
映
画
上
映
会
、
餅
つ
き
、

縄
縫
い
教
室
（
注
連
縄
づ
く
り
）
を
始
め
、
草
刈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
参

加
す
る
代
わ
り
に
学
生
た
ち
に
場
を
提
供
す
る
貸
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
さ
ら
に

は
地
域
住
民
と
都
市
住
民
、
学
生
に
よ
る
交
流
会
等
の
様
々
な
利
用
が
考

え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
り
な
が
ら
地

域
の
活
動
を
活
性
化
さ
せ
て
い
く
た
め
の
多
目
的
な
機
能
で
あ
る
。
棚
田

の
消
失
に
歯
止
め
を
か
け
る
手
立
て
と
し
て
有
効
で
あ
り
、
同
時
に
今
後

の
農
業
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
不
可
欠
な
文
化
的
機
能
で
あ
る
と
い
え

る
。

二-

二-

二　

建
築
概
要

　

建
物
の
構
造
は
在
来
木
造
軸
組
構
造
平
屋
建
て
で
、間
口
五
間（
九
メ
ー

ト
ル
）
×
奥
行
二
間
（
三
・
六
メ
ー
ト
ル
）
の
東
西
に
長
い
長
方
形
平
面

を
も
つ
。
屋
根
は
眼
下
に
広
が
る
南
の
眺
望
を
意
識
し
、
北
か
ら
南
に
下

が
る
片
流
れ
と
し
た
。
南
面
に
は
間
口
五
間
、
奥
行
四
尺
ほ
ど
の
広
い
庇

ひ
さ
し

下
の
外
部
空
間
を
設
け
た
。
こ
こ
は
山
桜
の
根
元
に
設
け
た
デ
ッ
キ
と
共

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
想
定
し
た
縁
の
ス

ペ
ー
ス
で
あ
る
。

　

室
内
は
、
予
測
さ
れ
る
多
様
な
機
能
に
対
応
で
き
る
広
い
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
と
農
機
具
等
を
収
納
す
る
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
が
、
一
続
き
の
三た

和た

土き

で
連
結
し
て
い
る
。
入
っ
て
正
面
の
壁
は
土
で
仕
上
げ
た
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ

ル
で
、上
部
に
は
北
側
の
森
が
望
め
る
通
風
用
の
高
窓
が
あ
る
。ス
ト
ロ
ー

ベ
イ
ル
の
壁
は
そ
の
厚
み
（
四
七
セ
ン
チ
）
を
利
用
し
て
二
つ
の
ニ
ッ
チ

を
設
け
、
ベ
ン
チ
に
し
た
。

　

建
築
面
積
―
四
三
・
二
〇 

平
方
メ
ー
ト
ル
（
一
三
・
一
坪
）

　

延
床
面
積
―
三
二
・
四
〇 

平
方
メ
ー
ト
ル
（
九
・
八
坪
）

　

最
高
高
さ
―
三
・
二
三 

メ
ー
ト
ル

　

外
部
仕
上
―
屋
根
：
小
波
鉄
板
葺
き
／
軒
裏
：
野
地
板
杉
（
厚
一
五
）

現
し
／
外
壁
：
焼
杉
板
竪
張
り
／
基
礎
立
ち
上
が
り
：
コ

ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
（
※
単
位
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

　

内
部
仕
上
―
床
：
三
和
土
／
壁
：
杉
板
（
厚
一
五
）
竪
張
り
、
一
部
稲

藁
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
（
幅
七
〇
〇
×
奥
行
四
二
〇
×
高
さ

三
一
〇
）
を
シ
ュ
ロ
縄
で
固
定
の
上
、
土
塗
（
厚
五
〇
）

／
天
井
：
野
地
板
杉
（
厚
一
五
）
現
し
／
間
仕
切
壁
：
杉

皮
葺
き　
（
※
単
位
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

　

開
口
部
―
木
製
建
具
／
高
窓
：
ポ
リ
カ
（
小
波
、
透
明
）
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図２：平面配置図

図３：南立面図

図４：断面詳細図図２、３、４：水野和子作図
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二-

二-

三　

ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
建
築
を
つ
く
る
意
義

１
．
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
循
環
型
の
建
築

　

ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
に
は
、
毎
年
必
ず
収
穫
さ
れ
る
稲
藁
や
萱
、
干
草

な
ど
、
身
近
な
場
所
に
生
育
す
る
植
物
を
使
用
す
る
た
め
、
材
料
の
調

達
か
ら
運
搬
、
製
造
、
加
工
の
全
過
程
を
通
じ
て
多
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
化
石
燃
料
等
）
を
使
わ
ず
に
建
設
で
き
る
資
源
効
率
に
優
れ
た
素
材

で
あ
る
。
ま
た
、
藁
は
古
く
か
ら
日
本
の
生
活
文
化
の
リ
サ
イ
ク
ル
素

材
の
主
役
と
し
て
、
本
来
的
に
廃
棄
と
は
無
縁
の
、
最
後
は
大
地
に
還

る
循
環
型
の
持
続
可
能
な
素
材
で
あ
る
。

２
．
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
建
築

　

藁
と
土
で
で
き
た
厚
い
壁
に
は
高
い
断
熱
性
と
蓄
熱
性
が
あ
り
、
熱

効
率
に
優
れ
て
い
る
。
ま
た
合
板
や
ボ
ー
ド
類
を
使
わ
な
い
こ
の
壁
は

調
湿
性
に
も
優
れ
、壁
が
湿
気
調
節
を
す
る
。太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ

て
室
内
の
温
熱
環
境
を
調
節
す
る
の
で
エ
ア
コ
ン
へ
の
依
存
を
減
ら
し
、

木
質
系
燃
料
（
バ
イ
オ
マ
ス
）
に
よ
る
暖
房
へ
の
道
を
開
く
。

３
．
健
康
に
よ
い
建
築

　

優
れ
た
調
湿
性
は
室
内
環
境
を
良
好
に
保
つ
の
で
健
康
に
も
良
い
。

有
害
な
化
学
物
質
を
使
わ
な
い
の
で
身
体
へ
の
負
荷
が
小
さ
い
。
遮
音

性
も
高
く
、
室
内
は
清
浄
な
空
気
と
静
け
さ
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。

４
．
人
と
人
を
つ
な
ぐ
建
築

　

ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
・
ハ
ウ
ス
は
建
主
が
率
先
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
企
画
す
る
。
中
で
も
藁
積
み
と
土
塗
り
の
工
程
は
、
大
人
や
子
供
、

地
域
住
民
や
素
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
自
主
的
に
施
工
に
参
加
す
る
こ

図５：小屋伏図図５：水野和子作図
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と
が
で
き
る
。
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
生
み
、
建
物
へ
の
愛
着
を
育
み
、

も
の
づ
く
り
の
喜
び
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
地
域
住
民
に
愛
さ

れ
る
、
地
域
に
根
ざ
し
た
建
築
を
可
能
に
す
る
。

５
．
人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
建
築

　

ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
・
ハ
ウ
ス
は
材
木
と
稲
藁
を
中
心
に
、
土
、
石
、
竹
、

ヨ
シ
、
萱
な
ど
の
、
地
域
に
固
有
の
素
材
を
組
み
合
わ
せ
、
地
元
の
職

人
た
ち
の
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
知
恵
と
伝
統
的
な
技
術
を
取
り
入
れ
て
つ

く
る
。
地
域
を
見
つ
め
直
す
建
築
と
し
て
、
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し

と
地
場
産
業
の
創
出
、
地
域
活
性
化
へ
の
道
を
開
く
。

図６：室内展開図（北面）

図７：ストローベイル壁のつくり方

図７：水野和子作図

図６：大岩作図
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P

辻ヶ下

下仰木

仰木の里

仰木の里東

奥比叡ド
ライブウ

ェイ

奥比叡ド
ライブウ

ェイ

●おごと温泉駅●おごと温泉駅

●雄琴 I.C●雄琴 I.C

成安
造形
大学

文

文

文

文

文
小椋神社

滝壷神社

伊
香
立
・
浜
大
津
線

伊
香
立
・
浜
大
津
線

明川橋

県道 (
仰木道

）
県道 (

仰木道
）

至 大津

J
R
湖
西
線

J
R
湖
西
線

国
道
1
6
1
号
線

国
道
1
6
1
号
線

N

県道 (雄琴道
）

県道 (雄琴道
）

湖
西
バ
イ
パ
ス

湖
西
バ
イ
パ
ス

比叡山

棚田桜

桜公園

仰木小
仰木市民センター

仰木太鼓会館

天神川

至 比叡山延暦寺

大倉川

大倉橋

豊川橋

千坊橋

明川橋

御呂戸川

雄琴川

落合橋

馬蹄形の棚田

至 堅田至 堅田

仰木
大津市

地図作成　大原 歩

棚田桜

桜公園

仰木小
仰木市民センター

仰木太鼓会館

天神川至 仰木峠
　・大原

至 比叡山延暦寺

大倉川

大倉橋

豊川橋

千坊橋

明川橋

御呂戸川

雄琴川

落合橋

馬蹄形の棚田

小椋神社

滝壷神社

平  尾

小屋建設場所小屋建設場所 上仰木

←

土

竹

藁

木

図８：素材採集地（大原作図）

第
三
章
　
施
設
の
素
材
（
担
当
：
大
岩
） 

三-
一　

里
山
の
素
材�

　

日
本
は
森
林
国
で
あ
る
が
、
相
当
量
の
木
材
が
余
っ
て
い
る
の
に
ほ
と

ん
ど
使
わ
ず
、
必
要
な
建
設
用
木
材
の
大
部
分
を
海
外
か
ら
輸
入
し
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
間
伐
も
さ
れ
ず
、
放
置
さ
れ
た
ま
ま
荒
廃
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
里
山
の
自
然
環
境
が
あ
る
。
建
築
用
建
材
が
地
域
の
田
ん

ぼ
や
雑
木
林
、
竹
藪
や
水
辺
と
の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
す
こ
と
は
、
景
観

も
含
め
た
里
山
環
境
の
再
生
に
欠
か
せ
な
い
。
本
研
究
で
は
森
の
間
伐
材
、

棚
田
の
稲
藁
、
放
置
状
態
に
あ
る
竹
、
土
な
ど
の
地
元
の
素
材
を
建
材
と

し
て
活
用
し
、
伝
統
技
術
に
精
通
す
る
地
域
住
民
と
協
力
し
て
つ
く
る
こ

と
を
重
点
課
題
に
し
た
。

地域の素材（土、木、藁）でできている仰木の旧家
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三-

二　

素
材
の
採
取
と
加
工

三-

二-

一　

土

採
取
場
所
：
上
仰
木
小
字
北
谷
の
休
耕
田

　

二
〇
一
二
年
六
月
二
四
日
に
八
王
寺
組
と
成
安
造
形
大
学
学
生
、
大
岩
、

大
原
が
共
同
で
荒
土
を
つ
く
っ
た
。

三-

二-

二　

稲
藁
と
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル

収
穫
場
所
：
平
尾
地
区
、
上
坂
暉
彦
氏
の
ほ
場

　
　
　
　
　

上
仰
木
地
区
八
王
寺
、
棚
田
オ
ー
ナ
ー
の
ほ
場

　

二
〇
一
二
年
九
月
一
日
に
八
王
寺
組
、
成
安
造
形
大
学
学
生
、
大
岩
、

大
原
が
共
同
で
稲
刈
を
し
た
。
収
穫
後
、
同
ほ
場
に
て
稲は

架さ

を
組
み
、
稲

架
掛
け
に
よ
る
天
日
乾
燥
を
行
っ
た
。
後
日
、
八
王
寺
組
が
収
穫
し
た
稲

藁
を
ト
ラ
ッ
ク
で
愛
知
県
弥
富
市
に
運
び
、
ベ
イ
ラ
ー
（
干
草
用
圧
縮
梱

土を採取する八王寺組のメンバー

土に藁スサを混ぜて荒土作り

１／稲刈３／稲架掛け

２／稲架作り４／干した藁は乾燥後ストローベイルにする
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包
機
）
を
借
り
て
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
を
製
造
し
た
。
今
回
施
設
に
使
用
し

た
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
は
計
四
三
個
で
あ
っ
た
。

三-
二-
三　

木

伐
採
地
：「
上
仰
木
辻
ヶ
下
生
産
森
林
組
合
」
が
管
理
す
る
小
字
大
久
保

の
共
有
林
／
伐
採
者
：
八
王
寺
組

　

上
仰
木
と
辻
ヶ
下
に
よ
っ
て
共
同
運
営
さ
れ
る
「
上
仰
木
辻
ヶ
下
生
産

森
林
組
合
」
が
、
山
の
健
全
な
育
成
を
目
的
に
管
理
し
て
い
る
共
有
林
の

杉
と
ヒ
ノ
キ
を
使
用
し
た
。
土
台
と
柱
に
は
ヒ
ノ
キ
を
、
筋す

じ

違か
い

、
間
柱
、

垂
木
に
は
杉
を
使
用
。
梁
、
桁
、
母
屋
に
つ
い
て
は
予
算
の
都
合
上
や
む

な
く
輸
入
材
（
米
松
）
を
使
用
し
た
。
二
〇
一
二
年
十
二
月
九
日
と
一
五

日
の
両
日
、
棟
梁
（
上
坂
暉
彦
氏
）
と
八
王
寺
組
会
長
（
上
坂
雅
彦
氏
）

の
指
導
の
下
、
成
安
造
形
大
学
学
生
、
大
岩
、
大
原
、
外
部
参
加
者
に
よ

り
、
構
造
材
の
刻
み
作
業
（
ホ
ゾ
穴
加
工
）
を
行
っ
た
。
二
〇
一
三
年
一

月
二
七
日
に
建
設
地
へ
の
資
材
搬
入
作
業
を
合
同
で
行
い
、
上
棟
を
迎
え

た
。

材木を伐り出した共有林（円内）

八王寺組会長より鑿の使い方についての指導を受ける

鑿でホゾ穴を掘る棟梁
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１／建設地への道が狭くて大型重機が入らないため、
人力で資材搬入

２／上棟は八王寺組のメンバーで

３／無事に上棟を終え、全貌を現した農業小屋

三-

二-

四　

竹

伐
採
地
：
上
仰
木
地
区
放
棄
耕
作

地
周
辺
の
竹
林
／
伐
採
者
：
八
王

寺
組

竹の伐採地（円内）
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第
四
章
　
自
力
建
設
の
概
要
（
担
当
：
大
原
） 

四-
一　

自
力
建
設
の
意
義

　

本
研
究
で
は
、
建
設
現
場
周
辺
の
自
然
環
境
、
伝
統
文
化
と
技
術
、
暮

ら
し
の
か
た
ち
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
調
査
し
、
計
画
案
作
成

作
業
を
進
め
て
き
た
。
八
王
寺
周
辺
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
始
ま
り
、

仰
木
祭
の
見
学
、雄
琴
川
で
の「
生
き
物
観
察
会
」（
仰
木
を
守
る
会
主
催
）

へ
の
参
加
、
建
材
の
元
に
な
る
素
材
の
採
集
作
業
（
第
三
章
三-

二
参
照
）、

木
材
の
刻
み
、
上
棟
、
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
積
み
・
土
塗
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
っ
た
。

　

中
で
も
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
積
み
・
土
塗
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
地
元

の
農
業
組
合
の
四
〇
～
五
〇
代
の
若
い
世
代
や
、
優
れ
た
伝
統
技
術
に
精

通
す
る
地
域
の
職
人
た
ち
、
そ
し
て
地
域
を
超
え
て
、
大
学
、
棚
田
オ
ー

ナ
ー
、
棚
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
な
ど
に
広
く
声
を
か
け
、
連
携
し
つ

つ
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、
仰
木
で
行
わ
れ
て
き
た
田
仕
事
や
屋
根
葺
き
、

道
普
請
な
ど
で
近
所
が
協
働
し
、
作
業
も
材
料
も
持
ち
つ
持
た
れ
つ
で
補

い
合
う
「
結ゆ

い

」
の
精
神
を
思
わ
せ
た
。
八
王
寺
組
会
長
の
上
坂
雅
彦
氏
が

参
加
者
へ
の
挨
拶
の
中
で
言
わ
れ
た
、「
こ
れ
は
現
代
版
の
“
結
”
だ
と

思
う
。
た
く
さ
ん
の
人
の
気
持
が
つ
な
が
る
場
所
に
し
て
い
き
た
い
」
と

い
う
言
葉
に
、
本
研
究
を
通
し
て
、
里
山
で
現
在
起
き
て
い
る
様
々
な
問

題
に
向
き
合
っ
て
い
く
た
め
の
、
求
心
力
の
あ
る
拠
点
が
生
ま
れ
た
こ
と

を
感
じ
た
。

素材を探して仰木をフィールドワーク

仰木の子供たちと一緒に生き物観察会に参加活動の意義を伝える八王寺組会長の上坂氏
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四-

二　

ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
積
み
と
土
塗
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

四-

二-

一　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
概
要

　

平
成
二
五
年
八
月
十
七
日
（
土
）、
十
八
日
（
日
）
の
二
日
間
、
小
屋

の
内
部
に
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
の
壁
を
つ
く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。

主
催
は
八
王
寺
組
、
共
催
が
成
安
造

形
大
学
。
総
参
加
者
数
は
延
べ
八
七

名
（
一
日
目
四
七
名
、
二
日
目
四
〇

名
）。
成
安
造
形
大
学
か
ら
は
学
生

七
名
、
近
江
学
研
究
所
研
究
員
五
名
、

職
員
二
名
の
計
十
四
名
が
参
加
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
指
導
は
、
日
本

大
学
に
て
環
境
建
築
を
研
究
し
、
ス

ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
・
ハ
ウ
ス
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
数
多
く
手
が
け
る
カ
イ

ル
・
ホ
ル
ツ
ヒ
ュ
ー
タ
ー
氏
〔
註
４
〕

に
依
頼
し
た
。

〔
註
４
〕
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
生
れ
。
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
州Slippery Rock U

niver-sity

大
学
院
博
士
前
期
課
程
終
了
。
日

本
大
学
大
学
院
生
物
資
源
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
終
了
。
現
在
、

日
本
大
学
糸
長
浩
司
研
究
室
研
究
生
。
研
究
テ
ー
マ
は
「
ス
ト
ロ
ー
ベ

イ
ル
建
築
の
温
湿
度
環
境
と
壁
内
湿
気
対
策
」。日
本
各
地
で
ス
ト
ロ
ー

ベ
イ
ル
構
法
の
指
導
や
左
官
工
事
に
従
事

四-

二-

二　

作
業
詳
細

〈
作
業
工
程　

一
日
目
〉

　

一
日
目
の
八
月
十
七
日
（
土
）
は
、
主
に
「
下
地
作
り
と
ス
ト
ロ
ー
ベ

イ
ル
積
み
作
業
」
を
行
っ
た
。
午
前
中
は
八
王
寺
組
と
上
仰
木
農
業
組
合
、

成
安
造
形
大
学
ス
タ
ッ
フ
が
午
後
か
ら
行
う
一
般
公
開
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
準
備
を
進
め
た
。

（
１
）
材
料
準
備

①
作
業
材
料
（
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
・
土
等
）
を
運
び
込
む
。
作
業
環
境

を
整
え
る
。

②
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
を
固
定
す
る
た
め
の
竹
串
を
つ
く
る
（
長
さ
五
五

セ
ン
チ
）。

作業方法を解説するカイル氏（△）

藁スサに使う稲藁を搬入する（●）

先をとがらせて竹串をつくる（▲）
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③
土
壁
用
の
藁
ス
サ
を
つ
く
る
。

④
壁
面
デ
ザ
イ
ン
に
合
わ
せ
、
特
注
サ
イ
ズ
の
カ
ス
タ
ム
・
ベ
イ
ル

（custom
 bale

）
を
つ
く
る
。

（
２
）
下
地
づ
く
り

　

木
部
に
塗
る
土
の
付
着
強
度
を
高
め
る
た
め
に
、
藁
縄
や
シ
ュ
ロ
縄

を
木
部
に
巻
き
つ
け
る
。

押切で藁スサを作る（●）

特製ストロー・ニードルにシュロ縄を通し（上）、
ベイルを分割する（下）（△）

（
３
）
土
づ
く
り
（
下
塗
り
用
）

　

腐
葉
土
に
水
と
藁
ス
サ
を
混
ぜ
、

下
塗
り
用
の
土
を
つ
く
る
。
下
地

に
は
藁
ス
サ
を
少
な
め
に
混
ぜ
、

粘
土
質
の
強
い
土
を
つ
く
る
。

ニッチ側面の壁下地作り（○）

杉板に藁縄を巻く（△）

撮影者
　○：穴風　光惠
　●：今井絵理沙
　△：大原　　歩
　▲：永江　弘之

下塗り用の荒土と藁スサを足でこねて混ぜる（△）



20里山環境の再生モデルとしてのストローベイル・ハウスの可能性

（
４
）
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
積
み

　

竹
串
と
藁
縄
で
木
部
に
ベ
イ
ル

を
固
定
し
な
が
ら
積
ん
で
い
く
。

１／完成した木造部（○）

２／足元の板張りの上に土を薄く塗る。地面からの湿
気を藁壁に伝えないため（▲）

３／土を塗り終えたらベイルを置いていく（○）

４／ベイル１個当たり２本のシュロ縄を背後の横胴縁
に縛り、ベイルを固定する（○）

５／ベイルを固定したら、竹串を2本ずつ２段分打ち
込む（△）

６／ベイルを積み上げる（△）

７／積みあがったベイル
（▲）
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（
５
）
木
部
の
土
塗
り

　

中
塗
り
土
と
の
接
着
剤
代
わ
り

に
な
る
よ
う
に
、
縄
を
巻
い
た
木

部
の
上
か
ら
下
塗
り
用
の
土
を
薄

く
塗
り
つ
け
る
。

〈
作
業
工
程　

二
日
目
〉

　

二
日
目
の
十
八
日
（
日
）
は
主
に

「
土
壁
の
仕
上
げ
作
業
」
を
行
っ
た
。

午
前
中
か
ら
、
一
般
公
開
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
行
っ
た
。

（
１
）
土
づ
く
り
（
中
塗
り
用
）

　

二
層
目
の
土
を
つ
く
る
。
下
塗
り

土
よ
り
も
藁
ス
サ
の
量
を
増
や
す
こ

と
で
強
度
を
高
め
る
。

ニッチ奥の壁を塗る（▲）

（
２
）
中
塗
り
と
壁
の
成
形

①
中
塗
り
用
の
土
を
使
い
、
ベ
イ

ル
と
ベ
イ
ル
の
隙
間
を
埋
め
て

壁
の
形
を
成
形
す
る
。

②
土
壁
の
ク
ラ
ッ
ク
を
防
ぐ
た
め
、

広
い
面
に
は
竹
釘
を
打
ち
込
み
、

シ
ュ
ロ
縄
を
張
り
巡
ら
す
。

荒土に藁スサを混ぜる（△）

（▲）（△）
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（
３
）
土
壁
の
表
現

①
壁
の
中
の
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
を
覗
く
た
め
の
「
真
実
の
窓（truth 

w
indow

）」を
設
置
す
る
。
溝
を
切
っ
た
四
本
の
竹
釘
に
硝
子
を
挟
ん

で
固
定
す
る
。

②
壁
面
右
側
に
レ
リ
ー
フ
を
つ

く
る
。
デ
ザ
イ
ン
は
学
生
か

ら
の
ア
イ
デ
ア
を
採
用
。「
真

実
の
窓
」
を
月
に
見
立
て
、

そ
の
下
に
広
が
る
棚
田
を
有

機
的
な
曲
線
で
表
現
し
た
。

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
領
域

３
年
の
留
学
生
、
ツ
リ
ア
ン

デ
ィ
カ
・
ア
ン
ジ
ャ
ニ
の
デ

ザ
イ
ン
。

（
４
）
仕
上
げ
用
中
塗
り
土
の
土
づ

く
り

　

草
刈
機
で
粉
砕
し
た
藁
ス
サ
を
水

分
を
含
ん
だ
柔
ら
か
い
土
に
大
量
に

混
ぜ
、
三
層
目
の
仕
上
げ
用
の
土
を

つ
く
る
。

真実の窓（truth window）の下地づ
くり（▲）

ツリアンディカ・アンジャニさんのデザインスケッチ
（△）

棚田のレリーフを造形するツリアンディカ・アンジャ
ニさん（●）

（●）
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（
５
）
中
塗
り
土
に
よ
る
仕
上
げ

　

掌
で
表
面
を
撫
で
る
よ
う
に
土
を
塗
り
重
ね
て
い
く
。
光
沢
が
で
て
く

る
。

完成した藁と土の壁（△）

（●）

（●）
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終
わ
り
に
（
担
当
：
大
岩
） 

　

住
ま
い
と
は
も
と
も
と
そ
の
土
地
の
気
候
風
土
で
育
っ
た
材
料
と
、
地

域
に
蓄
積
さ
れ
た
豊
か
な
知
恵
と
技
術
に
よ
っ
て
つ
く
る
も
の
で
あ
り
、

か
つ
て
は
ど
の
地
域
に
も
結ゆ

い

と
呼
ば
れ
る
相
互
扶
助
組
織
が
あ
っ
て
、
家

族
、
親
戚
、
近
所
の
仲
間
が
協
力
し
、
裏
山
か
ら
材
木
や
萱
を
伐
り
出
し

て
家
を
建
て
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
集
落
の
景
観
に
は
地
域
の
素
材
が
生

み
出
す
統
一
感
が
あ
っ
た
。

　

仰
木
の
里
山
に
は
、
建
築
（
家
づ
く
り
）
が
農
的
世
界
と
分
か
ち
難
く

結
び
つ
い
て
い
た
時
代
の
豊
か
な
技
術
の
記
憶
が
、
未
だ
枯
れ
る
こ
と
の

な
い
水
脈
の
よ
う
に
生
き
続
け
て
い
る
。
主
に
藁
と
土
と
木
で
つ
く
る
ス

ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
・
ハ
ウ
ス
は
、
そ
う
し
た
地
域
の
記
憶
の
上
に
、
新
し
い

技
術
や
表
現
を
施
し
て
い
く
の
に
最
適
な
建
築
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

本
研
究
は
地
域
を
歩
く
素
材
探
し
か
ら
始
め
、
八
王
寺
組
の
指
導
の
下
、

学
生
た
ち
と
一
緒
に
荒
土
を
作
り
、
稲
を
鎌
で
刈
っ
て
稲
架
（
は
さ
）
に

掛
け
、
彼
ら
が
伐
り
出
し
た
材
木
に
鑿
（
の
み
）
で
ホ
ゾ
を
刻
ん
だ
。
八

王
寺
組
や
棚
田
オ
ー
ナ
ー
と
の
協
同
作
業
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
目
的
は
、

単
な
る
技
術
の
習
得
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
里
山
の
自
然
と
地
域
に
対
す

る
愛
着
と
理
解
を
、
も
の
づ
く
り
を
共
有
し
な
が
ら
深
め
る
こ
と
に
あ
る
。

ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
・
ハ
ウ
ス
が
人
と
人
を
つ
な
ぎ
、
結
を
再
生
す
る
ツ
ー

ル
と
し
て
有
効
な
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

　

環
境
の
再
生
と
は
、
単
に
自
然
環
境
を
再
生
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。

環
境
の
再
生
は
、
文
化
の
再
生
な
く
し
て
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
人
の

つ
な
が
り
の
構
築
と
棚
田
の
保
全
を
同
時
に
進
め
る
八
王
寺
組
の
試
み
が
、

よ
り
広
範
な
人
々
を
巻
き
込
ん
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
な
っ
て
根
づ
く
時

（
文
化
の
再
生
）、
仰
木
の
里
山
環
境
の
再
生
も
大
き
く
前
進
す
る
に
違

い
な
い
。
多
く
の
人
々
の
汗
と
地
域
の
記
憶
が
浸
み
込
ん
だ
農
業
小
屋
は
、

そ
の
た
め
の
拠
点
な
の
で
あ
る
。

謝
辞

　

本
学
研
究
所
研
究
員
で
も
あ
る
永
江
弘
之
氏
に
は
、
本
研
究
に
お
け
る

学
生
へ
の
指
導
、
研
究
活
動
へ
の
サ
ポ
ー
ト
、
研
究
の
記
録
撮
影
等
に
対

す
る
ご
協
力
と
心
強
い
励
ま
し
を
い
た
だ
い
た
。
本
学
非
常
勤
講
師
で
あ

る
建
築
家
の
水
野
和
子
氏
に
は
設
計
図
の
作
成
や
現
場
打
合
せ
、
学
生
へ

の
指
導
等
の
、
そ
し
て
カ
イ
ル
・
ホ
ル
ツ
ヒ
ュ
ー
タ
ー
氏
に
は
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
お
け
る
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
積
み
・
土
塗
り
指
導
等
の
ご
協
力

を
、
そ
れ
ぞ
れ
特
別
講
師
の
立
場
か
ら
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
八
王
寺
組

上
坂
雅
彦
会
長
と
上
坂
暉
彦
棟
梁
は
じ
め
八
王
寺
組
の
方
々
に
は
、
学
生

へ
の
熱
心
な
指
導
と
研
究
活
動
へ
の
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
深
く
感
謝
の

意
を
表
し
た
い
。
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第
一
章
　
は
じ
め
に �

　

人
と
自
然
が
共
生
で
き
る
持
続
可
能
で
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
環
境
と
し
て

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る「
里
山
」。
そ
こ
に
は
長
い
年
月
の
中
で
育
ま
れ
た
、

豊
か
な
知
恵
と
、
優
れ
た
技
術
に
支
え
ら
れ
た
、
人
と
人
、
人
と
自
然
、

人
と
地
域
の
血
の
通
っ
た
つ
な
が
り
が
あ
る
。

　

本
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
、
滋
賀
県
大
津
市
仰
木
は
、
西
は
比
叡
山
系
を

背
に
、
東
は
琵
琶
湖
を
見
下
ろ
す
山
麓
に
位
置
し
、
上
仰
木
、
辻
ヶ
下
、

平
尾
、
下
仰
木
の
四
つ
の
字
か
ら
な
る
大
き
な
農
村
集
落
で
あ
る
。
集
落

を
階
段
状
の
棚
田
が
取
り
巻
き
、
背
後
に
雑
木
林
や
山
林
が
続
く
里
山
は
、

日
本
の
原
風
景
と
も
呼
べ
る
景
観
を
今
も
残
し
て
い
る
（
図
１
）。
平
安

期
か
ら
「
仰
木
庄
」
と
し
て
知
ら
れ
、
延
長
五
年
（
九
二
七
）
氏
神
の
小

椋
神
社
が
『
延
喜
式
』
の
式
内
社
に
選
ば
れ
て
お
り
、
千
年
以
上
の
歴
史

が
あ
る
集
落
で
あ
る
。

　

仰
木
地
域
は
、
固
有
の
豊
か
な
文
化
資
源
を
脈
々
と
今
に
伝
え
て
い
る
。

棚
田
・
里
山
を
は
じ
め
、
歴
史
、
伝
承
、
祭
り
、
信
仰
、
交
流
、
生
活
様

式
、
民
俗
、
風
習
、
道
具
、
自
然
と
い
っ
た
も
の
が
融
合
し
て
、「
仰
木

の
暮
ら
し
」
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
圃
場
整
備
や
開
発
に

よ
っ
て
里
山
の
姿
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
高
齢
化
な
ど
の
現
代
的

生
活
文
化
の
聞
き
取
り
調
査
、及
び
、仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
制
作
　
前
編

 

永
江
　
弘
之

•••••••••••••••••••••••••••••••
Title�:
�An�Interview-Based�Fact-Finding�Survey�of�the�Life�and�Culture�
of�Ogi�and�the�Making�of�karuta� (picture�cards� for�a� traditional�
Japanese�game)�Featuring�the�Omi�Countryside:�Part�One

Summary�:�
The�ogi�area,�Otsu�city,�Shiga�pref�.�is�an�agricultural�community�
which� is� surrounded�by�rich�village�mountains�and�has�history�
more� than�one� thousand�years.�We�surveyed� the� living�culture�
survives� in�memories�by�hearing�people� from�60s� to� 90s,� and�
created�a�set�of�card�game�named�“Ogi�Furusato�Karuta”(Ogi�
country�card).�In�this�paper�I�report�the�results�of�the�first�half�of�
our�project,�“the�survey�of�living�culture�by�hearings”.
•••••••••••••••••••••••••••••••
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図１：仰木全体地図
滋賀県大津市仰木：大津市北部、比叡山から琵琶湖の西岸へと伸びる雄大な山麓の中間に位置する仰

木は、階段状の棚田が取り巻く、世帯数801戸、人口2335人（平成25年４月１日現在）、四つの字（上

仰木・辻ケ下・平尾・下仰木）から成る農村集落。仰木の集落形成の歴史は1150年前に遡ると言われ、

大津と北陸を結ぶ西近江路（国道161号線）から西へ分岐し、若狭街道、いわゆる鯖街道へと抜ける

間道「仰木道」の途中に発達した。集落には、小
お

椋
ぐら

神社を筆頭とする多数の社寺、無数の地蔵や祠、

共同墓地が点在し、東塔、西塔と並ぶ比叡山三塔のひとつ、横
よ

川
かわ

への登り口に当たる。

写真１：仰木祭の神輿が小椋神社を出発写真2：自然の地形をいかした棚田で農作業



28生活文化の聞き取り調査、及び、仰木ふるさとカルタ制作　前編

課
題
の
深
刻
化
と
と
も
に
仰
木
も
今
、
急
激
な
変
化
の
中
に
あ
る
こ
と
は

否
め
な
い
。

　

そ
れ
で
も
現
在
の
仰
木
に
は
な
お
、
圃
場
整
備
さ
れ
て
い
な
い
自
然
の

地
形
を
利
用
し
た
棚
田
を
は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
里
山
の
自
然
、
古
式
に

そ
っ
た
伝
統
あ
る
仰
木
祭
（
泥
田
祭
）、
山
林
の
保
全
活
動
と
し
て
全
戸

か
ら
一
名
は
参
加
す
る
「
山
行
き
」
を
は
じ
め
暮
ら
し
の
中
に
息
づ
く
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
で
あ
る
「
結
」
な
ど
、
か
つ
て
の
日
本
の
里
山
に
息

づ
い
て
い
た
心
惹
か
れ
る
魅
力
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、

効
率
化
を
優
先
し
た
現
代
の
都
市
型
社
会
に
お
い
て
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
価

値
観
が
生
き
て
い
る
。

第
二
章
　
調
査
・
研
究
の
目
的 �

　

本
研
究
で
は
、
高
度
経
済
成
長
で
「
物
質
的
豊
か
さ
」
と
引
き
替
え
に

切
り
捨
て
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
や
道
具
、
生
活
思
想
、
自
然
観
な
ど

に
目
を
向
け
、
住
民
聞
き
取
り
調
査
等
を
通
し
て
人
々
や
集
落
の
記
憶
・

思
い
出
の
中
に
息
づ
く
「
今
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
情
景
」「
現
代
に

名
残
を
と
ど
め
る
情
景
」「
暮
ら
し
（
生
活
文
化
）
の
か
た
ち
」
を
掘
り

起
こ
し
、
仰
木
固
有
の
風
土
や
文
化
、
暮
ら
し
の
情
景
を
浮
き
彫
り
に
し

て
記
録
す
る
こ
と
。
お
よ
び
、
そ
れ
ら
の
内
に
ひ
そ
む
美
し
さ
、
か
け
が

え
の
な
さ
、
心
の
豊
か
さ
を
再
発
見
し
、
未
来
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
の

ツ
ー
ル
と
し
て
、
記
録
し
た
言
葉
や
情
報
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
し
て
、
世
代

や
地
域
を
超
え
て
多
く
の
人
が
共
有
で
き
る
「
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
を
制

作
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　

本
研
究
に
は
、
大
原
歩
氏
、
加
藤
賢
治
氏
と
私
の
三
名
の
研
究
員
に
加

え
、
成
安
造
形
大
学
学
生
十
二
名
が
研
究
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
画
し
、
一

貫
し
て
活
動
し
た
。
成
果
物
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
学
生
た
ち
が
地
域
と

深
く
関
わ
り
、
聞
き
取
り
調
査
か
ら
カ
ル
タ
制
作
ま
で
を
チ
ー
ム
と
し
て

担
う
と
い
う
形
の
研
究
手
法
の
確
立
を
重
要
視
し
、
本
研
究
に
お
け
る
教

育
効
果
に
期
待
し
た
。

　

ま
た
、
思
い
出
の
聞
き
取
り
を
ベ
ー
ス
と
し
た
手
法
は
、
近
年
、
高
齢

者
の
認
知
症
の
予
防
と
し
て
取
り
組
み
や
研
究
が
広
が
っ
て
い
る
「
回
想

法
」
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
心
理
療
法
の
み
な
ら
ず
、
世
代
間
交
流

や
地
域
活
動
な
ど
の
活
性
化
の
効
果
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
ご
高
齢
の
方

写真３：集落や棚田にはたくさんのお地蔵様

写真４：仰木の牛。かつてはどこの家でも飼っていた
が今は２軒だけ
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が
元
気
に
活
動
的
に
な
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
話
を
す
る
若
者
の
活
力

や
成
長
に
も
大
き
な
効
果
が
見
ら
れ
る
と
の
こ
と
。
人
生
経
験
豊
か
な
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
話
す
こ
と
は
、
本
な
ど
か
ら
の
知
識
よ

り
ず
っ
と
リ
ア
ル
で
心
に
響
く
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
も
、

「
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
の
取
り
組
み
が
、「
過
去
と
現
代
と
未
来
を
つ
な

げ
る
」「
世
代
を
つ
な
げ
る
」「
地
域
を
つ
な
げ
る
」「
い
の
ち
を
つ
な
げ
る
」、

そ
う
し
た
総
合
的
な
地
域
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
と
思
う
。

　

な
お
本
研
究
は
、
成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所
で
平
成
二
二
年

度
（
二
○
一
○
）
か
ら
三
カ
年
計
画
で
取
り
組
ん
だ
近
江
学
研
究
「
里
山

～
水
と
暮
ら
し
」
の
第
二
期
「
生
活
文
化
の
聞
き
取
り
調
査
、
及
び
、
仰

木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
制
作
」
と
し
て
、
平
成
二
三
年
度
（
二
○

一
一
）、
二
四
年
度
（
二
○
一
二
）
に
仰
木
地
区
で
実
施
し
た
調
査
・
研

究
活
動
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
前
半
部
分
で
あ
る
「
生
活
文
化
の
聞

き
取
り
調
査
」
の
成
果
を
報
告
す
る
。

第
三
章
　
仰
木
に
お
け
る
生
活
文
化
の
聞
き
取
り
調
査 

（
カ
ル
タ
読
み
札
を
決
め
る
た
め
の
聞
き
取
り
調
査
ま
で
）�

三-

一
　
概
要

　
　

平
成
二
三
年
（
二
○
一
一
）
四
月
に
学
生
向
け
の
説
明
会
を
実
施
し
、

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
住
環
境
デ
ザ
イ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
学
ぶ
一
年
生
か

ら
三
年
生
の
学
生
が
研
究
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
五
月
三

日
の
仰
木
祭
（
泥
田
祭
）
の
見
学
や
、
仰
木
が
主
な
舞
台
と
な
っ
て
い
る

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル�

映
像
詩�

里
山
「
覚
え
て
い
ま
す
か�

ふ
る
さ
と
の
風

景
」〔
註
１
〕
の
鑑
賞
な
ど
を
通
し
て
、
仰
木
を
知
り
、
仰
木
を
体
験
し
、

仰
木
に
親
し
む
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

五
月
か
ら
仰
木
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
以
下
、
老
人
ク
ラ
ブ
）
に

ご
協
力
を
依
頼
し
打
合
せ
を
始
め
た
が
、「
田
植
え
が
終
わ
る
ま
で
は
忙

し
い
」
と
の
こ
と
。
聞
き
取
り
調
査
を
開
始
し
た
の
は
六
月
だ
っ
た
。
老

人
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
仰
木
の
人
々
の
思
い
出
を

浮
き
彫
り
に
す
る
住
民
聞
き
取
り
調
査
を
次
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
で
進
め

た
。１

．
仰
木
ふ
る
さ
と
五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト
〔
註
２
〕
の
実
施
。

２
．
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
。

３
．
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
述
内
容
の
検
証
と
、
仰
木
ふ
る
さ
と
マ
ン
ダ
ラ

の
作
成
。

４
．
カ
ル
タ
読
み
札
を
決
め
る
た
め
の
住
民
聞
き
取
り
調
査
。

三-

二
　
仰
木
ふ
る
さ
と
五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト

　

本
研
究
を
ひ
と
こ
と
で
言
い
表
す
と
す
れ
ば
、「
思
い
出
を
形
に
す
る
」

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。
さ
て
「
思
い
出
」
は
人
間
の
ど
こ
に

し
ま
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
は
「
頭
（
脳
）」
で

あ
る
が
、
昔
の
こ
と
が
あ
り
あ
り
と
よ
み
が
え
っ
て
く
る
と
き
、
そ
れ
は

心
の
内
か
ら
湧
き
出
し
て
、
身
体
の
中
に
満
ち
る
よ
う
に
当
時
の
感
覚
が

再
現
さ
れ
追
体
験
す
る
と
い
う
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
る
。「
今
で
も
目

に
浮
か
ぶ
風
景
」「
耳
に
残
る
音
」「
な
つ
か
し
い
匂
い
」「
手
足
に
よ
み
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が
え
る
感
触
」「
忘
れ
ら
れ
な
い
味
」
な
ど
、
思
い
出
や
記
憶
と
は
単
に

頭
で
覚
え
て
い
る
出
来
事
で
は
な
く
、
身
体
の
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
し

み
込
ん
で
い
て
「
体
験
を
し
た
『
そ
の
時
』」
を
生
き
生
き
と
再
現
し
て

く
れ
る
も
の
の
よ
う
に
思
う
。
五
感
に
残
る
感
覚
記
憶
が
思
い
出
に
生
彩

を
与
え
る
。
こ
う
し
た
身
体
感
覚
（
実
感
）
を
ベ
ー
ス
と
し
た
「
あ
ふ
れ

出
す
想
い
」
や
「
つ
な
が
る
想
い
」
が
、
本
研
究
の
重
要
な
要
素
に
な
っ

て
い
く
。

　
「
ふ
る
さ
と
五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
当
時
の
五
感
体
験
、
身
体

感
覚
を
思
い
出
し
て
書
き
出
し
て
い
た
だ
い
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
の「
記

入
例
」
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
の
方
々
へ
の
先
行
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
抜

粋
し
た
。

　

平
成
二
三
年
六
月
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
会
に
て
、
上
仰
木
、
辻
ヶ
下
、

平
尾
、
下
仰
木
の
四
地
区
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
配
布
を
依
頼
。
配
布
依
頼
枚

数
は
四
○
○
枚
。
十
日
間
で
一
八
五
枚
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
回
収
。
六
○
歳

代
か
ら
九
○
歳
代
の
方
々
の
思
い
出
が
多
数
集
ま
っ
た
。
そ
れ
ら
は
個
人

の
思
い
出
で
あ
る
と
同
時
に
、
仰
木
集
落
の
記
憶
、
土
地
の
記
憶
と
呼
べ

る
よ
う
な
言
葉
の
数
々
で
あ
る
。
最
高
齢
は
九
九
歳
の
男
性
だ
っ
た
。

　

以
下
に
、
ふ
る
さ
と
五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問
項
目
と
記
入
例
を

掲
載
す
る
。

■
ふ
る
さ
と
五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問
項
目
と
記
入
例

　

年
齢　
　

性
別　
　

地
区
（
上
仰
木　

辻
ヶ
下　

平
尾　

下
仰
木
）

　

支
障
が
な
け
れ
ば
、
ご
住
所
と
お
名
前
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

１
．
今
も
目
に
浮
か
ぶ
、
当
地
の
な
つ
か
し
い
風
景
、
景
色
、
建
物
や

風
物
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
い
く
つ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
思
い

浮
か
ぶ
だ
け
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
（
例
）・
昔
は
麦
わ
ら
葺
き
の
屋
根
ば
っ
か
り
や
っ
た
。
瓦
屋
根
は
な

か
っ
た
。

２
．
耳
に
残
る
音
、
な
つ
か
し
い
音
、
当
地
で
聞
こ
え
た
印
象
深
い
音

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
答
え
く
だ
さ
い
。
い
く
つ
で
も
結
構
で
す
。
ど

ん
な
些
細
な
音
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
（
例
）・
夜
で
も
水
車
の
ゴ
ト
ン
ゴ
ト
ン
と
い
う
音
が
聞
こ
え
と
っ
た
。

　
　
　

・
冬
の
夜
、
わ
ら
打
ち
の
音
が
ど
の
家
か
ら
も
聞
こ
え
と
っ
た
。

３
．
な
つ
か
し
い
匂
い
、
当
地
な
ら
で
は
、
ま
た
は
そ
の
頃
な
ら
で
は

の
匂
い
だ
と
思
わ
れ
る
も
の
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
（
例
）・
家
の
中
に
入
っ
た
ら
、
ど
の
家
で
も
牛
の
に
お
い
が
し
た
。

写真５：手書きされた仰木ふるさと五感体験アン
ケート

写真６：仰木ふるさと五感体験アンケートを地区ご
とにまとめたファイル
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①
男
女
別

男性
98

女性
83

未記入
5

②
地
域
別

上仰木
84

下仰木
72

平尾
20 辻ヶ下

9

④
質
問
別（
五
感
別
）の
記
述
項
目
数

目に浮かぶ
風景�

497

耳に残る音
360

その他
149

忘れられな
い味

318

手足によみ
がえる感触
218

なつかしい
匂い

248

　
　
　

・
納
豆
を
つ
く
る
の
に
豆
を
炊
い
た
に
お
い
が
し
た
。

４
．
今
で
も
手
足
に
よ
み
が
え
る
感
触
、
な
つ
か
し
い
手
触
り
や
肌
触

り
、
ま
た
、
熱
さ
冷
た
さ
、
暑
さ
や
寒
さ
な
ど
の
体
験
が
あ
り
ま
し

た
ら
い
く
つ
で
も
お
教
え
く
だ
さ
い
。

　
（
例
）・
わ
ら
草
履
の
冷
た
い
履
き
心
地
が
気
持
ち
よ
か
っ
た
。

５
．
思
い
出
の
味
、
忘
れ
ら
れ
な
い
味
や
当
地
な
ら
で
は
と
思
わ
れ
る

味
や
食
べ
物
が
あ
り
ま
し
た
ら
い
く
つ
で
も
お
教
え
く
だ
さ
い
。

　
（
例
）・
子
ど
も
の
時
分
は
、
お
や
つ
代
わ
り
に
畑
で
キ
ュ
ウ
リ
や
ト

マ
ト
を
食
べ
た
。

　
　
　

・
よ
そ
の
家
の
干
し
柿
を
こ
そ
っ
と
取
っ
て
食
べ
と
っ
た
。

６
．
そ
の
他
、
当
地
の
暮
ら
し
の
な
か
で
体
験
に
つ
い
て
、
特
に
思
い

出
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
絵
や
図
で
示

し
て
い
た
だ
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

三-

三
　
ふ
る
さ
と
五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計

　

回
収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
一
八
五
枚
。
細
か
い
字
で
裏
面
ま
で
び
っ
し

り
と
書
き
込
ま
れ
た
も
の
や
、
挿
絵
付
き
で
説
明
し
て
あ
る
も
の
な
ど
、

熱
意
に
あ
ふ
れ
た
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
六
○
歳
以
上
な
の
で
、
五
○
代
の
方

は
ご
家
族
が
書
か
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
地
域
別
以
外
は
合
計

す
る
と
一
八
六
に
な
る
が
、
こ
れ
は
上
仰
木
地
区
の
一
枚
に
ご
夫
婦
二
名

の
記
名
が
あ
っ
た
た
め
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
読
み
込
み
、
集
計
の
過
程
で
、
全
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

表
１　

仰
木
ふ
る
さ
と
五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計

③
年
代
別

60代
74

70代
70

80代
23

50代
4

90代
3 未記入

12
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記
述
内
容
を
テ
キ
ス
ト
化
し
た
。
そ
の
際
、内
容
（
エ
ピ
ソ
ー
ド
）
に
よ
っ

て
項
目
を
分
け
て
整
理
す
る
と
、
そ
の
数
は
約
一
、八
○
○
項
目
に
お
よ

ん
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
別
（
五
感
別
）
の
記
述
項
目
数
は
、
表
１
の
④

を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

　

一
連
の
記
述
を
そ
の
内
容
の
ま
と
ま
り
で
い
く
つ
か
の
別
項
目
に
分
け

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
テ
キ
ス
ト
入
力
を
担
当
し
た
研
究
ス
タ
ッ
フ
が
判

断
し
た
。
言
葉
遣
い
な
ど
は
原
文
の
ま
ま
テ
キ
ス
ト
化
す
る
よ
う
心
が
け

た
。
し
か
し
、
手
書
き
文
字
が
読
み
取
り
に
く
い
部
分
や
誤
字
と
思
わ
れ

る
箇
所
は
、
研
究
ス
タ
ッ
フ
が
解
釈
し
て
修
正
を
加
え
た
。
ま
た
、
意
味

が
読
み
取
り
に
く
い
箇
所
で
、
置
き
換
え
る
文
言
の
判
断
が
つ
か
な
い
場

合
は
、
そ
の
ま
ま
の
字
面
を
入
力
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
五
二
ペ
ー
ジ
の
仮
の
冊
子
に
ま
と
め
た
。

三-

四
　
ア
ン
ケ
ー
ト
記
述
内
容
の
検
証
と
、
仰
木
ふ
る
さ
と
マ
ン
ダ
ラ

　
「
仰
木
ふ
る
さ
と
マ
ン
ダ
ラ
」
と
は
、「
ふ
る
さ
と
五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー

ト
」
に
書
か
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
コ
メ
ン
ト
（
五
感
の
思
い
出
）
か
ら
共
通

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
分
類
し
グ
ル
ー
プ
化
し
た
も
の
で
、
仰
木

の
生
活
文
化
を
概
観
す
る
こ
と
が
で
き
る
言
葉
の
地
図
の
よ
う
な
も
の
を

作
成
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。「
仰
木
ふ
る
さ
と
マ
ン
ダ
ラ
」
を
作
成

す
る
こ
と
で
、
個
人
個
人
の
記
憶
の
断
片
か
ら
仰
木
共
通
の
要
素
と
関
係

性
が
図
解
と
し
て
読
み
取
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
仰
木
集
落
の

記
憶
、
土
地
の
記
憶
と
呼
べ
る
よ
う
な
「
仰
木
の
生
活
文
化
の
構
造
」
が

見
え
て
く
る
。

　
「
ふ
る
さ
と
マ
ン
ダ
ラ
」
づ
く
り
の
第
一
段
階
は
、
約
一
、八
○
○
項
目

の
コ
メ
ン
ト
を
生
活
文
化
に
即
し
た
普
遍
性
の
あ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
同
じ

よ
う
な
性
質
の
も
の
が
含
ま
れ
る
範
囲
）
に
分
類
す
る
こ
と
。
コ
メ
ン
ト

を
印
刷
し
た
約
一
、八
○
○
の
細
い
短
冊
を
つ
く
り
、
一
枚
一
枚
読
ん
で
、

以
下
の
十
二
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
て
い
っ
た
。

■
カ
テ
ゴ
リ
ー

　

１
．
衣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
．
食

　

３
．
住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
．
冠
婚
葬
祭

　

５
．
結
・
村
組
織
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー　
　

６
．
遊
び

　

７
．
学
校
生
活　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
．
生
き
物

　

９
．
風
景　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
．
田
畑
仕
事

　

11
．
山
仕
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
．
そ
の
他

　

い
ず
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
す
る
か
は
研
究
ス
タ
ッ
フ
の
判
断
に
よ

る
が
、
実
際
に
は
複
数
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
要
素
を
含
む
項
目
も
多
数
あ
り
、

い
ず
れ
か
に
振
り
分
け
て
い
る
。

0 3 6 9 12 15

未記入
99歳
98歳
97歳
96歳
95歳
94歳
93歳
92歳
91歳
90歳
89歳
88歳
87歳
86歳
85歳
84歳
83歳
82歳
81歳
80歳
79歳
78歳
77歳
76歳
75歳
74歳
73歳
72歳
71歳
70歳
69歳
68歳
67歳
66歳
65歳
64歳
63歳
62歳
61歳
60歳
59歳
58歳
57歳
56歳
55歳

12
1

0
0
0
0
0
0
0
1
1

0
3

1
2

0
0

6
5

2
4

3
3
3

10
7

12
7
7

13
5

10
8

7
12

1
11

7
11

3
4

1
2

0
0
1 ⑤

年
齢
別
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表
２
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
の
項
目
数
」
の
よ
う
に
約
一
、八
○
○
項
目
の

コ
メ
ン
ト
が
分
類
さ
れ
た
。「
食
」
が
際
立
っ
て
多
く
、「
住
」「
生
き
物
」

「
田
畑
仕
事
」「
風
景
」「
衣
」「
結
・
村
組
織
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
と

い
う
順
に
な
っ
て
い
る
。

　

第
二
段
階
は
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
た
項
目
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
メ
ン

ト
内
容
か
ら
共
通
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
探
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
化
し
て
い
く
作

業
。例
え
ば「
玄
関
入
っ
た
ら
モ
ー
と
牛
が
あ
い
さ
つ
を
す
る
。（
七
四
歳
・

下
仰
木
・
女
性
）」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
か
ら
「
牛
」「
鳴
き
声
」
と
い
っ
た

キ
ー
ワ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
そ
の
共
通
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
含
む
コ
メ
ン
ト

項
目
を
グ
ル
ー
プ
化
し
て
模
造
紙
に
貼
り
付
け
て
い
く
作
業
で
あ
る
。
そ

0 100 200 300 400 500 600
その他

山仕事

田畑仕事

風景

生き物

学校生活

遊び

結・村組織・コミュニティー

冠婚葬祭

住

食

衣

49(3%)

32(2%)

208(12%)

145(8%)

214(12%)

43(2%)

80(4%)

102(6%)

67(4%)

235(13%)

504(28%)

110(6%)

表２　カテゴリー別の項目数

う
し
て
で
き
た
集
合
を
囲
ん
で
キ
ー
ワ
ー
ド
を
書
き
込
み
整
理
し
て
い
く

と
、カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
模
造
紙
サ
イ
ズ
の「
仰
木
ふ
る
さ
と
マ
ン
ダ
ラ
」

の
ベ
ー
ス
が
で
き
あ
が
っ
て
く
る
。「
食
」
な
ど
は
模
造
紙
一
枚
に
収
ま

ら
ず
、
五
枚
に
渡
っ
た
。

　

こ
う
し
て
図
解
と
し
て
整
理
し
て
い
く
と
、「
仰
木
の
暮
ら
し
の
中
で

い
か
に
多
く
の
物
象
や
事
象
が
共
通
の
思
い
出
と
し
て
深
く
つ
な
が
っ
て

い
る
か
」
が
見
え
て
く
る
。

　

読
み
取
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
の
例
と
し
て
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
「
生
き
物
」
の

キ
ー
ワ
ー
ド
と
そ
の
項
目
数
の
グ
ラ
フ
を
以
下
に
示
す
。（
表
３
）

0 5 10 15 20 25
動物－いろいろ
動物－キツネ
動物－うさぎ
鳥－いろいろ
鳥－うぐいす
鳥－カッコウ
鳥－ふくろう
鳥－捕獲

魚－いろいろ
魚－アカネチョ

魚－魚釣り、魚つかみ－メダカ
魚－魚釣り、魚つかみ
は虫類・両生類－へび
は虫類・両生類－ヒル

は虫類・両生類－カエル 
虫－いろいろ
虫－かぶと虫
虫－とんぼ

虫－キリギリス
虫－くつわ虫
虫－コオロギ
虫－セミ
虫－害虫
虫－蚊
虫－蜂

虫－蛍－蛍狩り
虫－蛍－匂い
虫－蛍－蛍

家畜いろいろ－匂い
家畜いろいろ－鳴き声
家畜いろいろ－暮らし 

豚－豚
にわとり－ふん
にわとり－匂い
にわとり－えさ

にわとり－鳴き声－ひよこ
にわとり－鳴き声－鳴き声

にわとり－仕事
にわとり－暮らし－思い出
にわとり－暮らし－暮らし

牛－虫
牛－牛ふん
牛－匂い

牛－敷きわら
牛－干し草の匂い
牛－えさ（干し草）

牛－毛並み
牛－鳴き声

牛－牛つなぎ
牛－農作業

牛－仕事－牛を追う声
牛－仕事－荷車

牛－暮らし－生活

1
1
2
2
2

1
7

1
6

1
1

6
1
1

9
6

2
2

1
1
1

3
2

5
2

11
1

6
3

5
3

1
1

9
1

3
21

3
2

5
3
3

6
1

6
6

1
16

3
4

3
6

14

表３　カテゴリー「生き物」のキーワードと項目数
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表
４
「
五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
一
覧
」
を
ご
参
照

い
た
だ
き
た
い
。
前
述
の
「
生
き
物
」
と
同
様
に
、カ
テ
ゴ
リ
ー
別
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
含
ま
れ
る
コ
メ
ン
ト
項
目
数
の
一
覧
で
あ

る
。
こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
種
類
と
そ
れ
に
含
ま
れ
る
コ
メ
ン
ト
項
目
数
が
、

仰
木
の
生
活
文
化
の
太
い
幹
と
大
き
く
広
が
る
枝
葉
の
よ
う
な
も
の
を
象

徴
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

例
え
ば
「
牛
」
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
仰
木
の
田
ん
ぼ
の
土
は
粘
り
が

強
く
、
力
の
強
い
牛
は
農
作
業
に
欠
か
せ
ぬ
存
在
だ
っ
た
。
か
つ
て
は
全

て
の
家
で
牛
を
飼
っ
て
い
て
、
同
じ
屋
根
の
下
で
土
間
を
挟
ん
で
厩
が
あ

り
家
族
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
た
と
い
う
。「
生
き
物
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

で「
牛
」の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
は
七
二
項
目
分
類
さ
れ
て
い
る
。「
住
」や「
田

カテゴリー：衣
キーワード１ キーワード２ キーワード３ 項目数
手織り 綿 1
手織り 綿づくり 2
手織り 綿くり 6
手織り 綿打ち 1
手織り 糸くり 2
手織り 機織り 12
手織り 綿入れ、ドンサ、デンチ 10
手織り 麻 3
履き物 わら草履 14
履き物 竹の皮草履 9
履き物 草履いろいろ 9
履き物 下駄 6
履き物 たび 3
履き物 下駄・たび 2
履き物 ゴム靴 3
履き物 なめし靴 1
履き物 靴いろいろ 3
洗濯 洗濯のり 4
洗濯 洗濯 4

わら 6
手袋 1
帽子 1
編み物 1
堅田の呉服屋 1
出張販売 1
農作業の着物 1
着物について 3

カテゴリー：　食
キーワード１ キーワード２ キーワード３ 項目数
米 ぬかがま 2
米 ポン菓子 1
米 赤飯 2
米 おくどさんとお米 13
米 残り飯の食べ方 6
米 ほうしん 3
米 お供えもの 1
米 おこわ 1
米 ハチの子ごはん 3
米 カレーライス 1
米 すしめし 1
米 鮒ずし 7
米 サバずし 1
麦 ガム 4
麦 もし 8
麦 むしパン 2
麦 アメ 2
麦 ドーナツ 3
麦 うどん 3
麦 はったい粉 5
麦 粉くい葉 3
芋 山芋 1
芋 じゃが芋 2
芋 芋あめ 1
芋 里芋 1
芋 さつま芋 4
芋 さつま芋　干す 2
芋 さつま芋　生で 3
芋 さつま芋　葉 1

表４　五感体験アンケートからのキーワード一覧

畑
仕
事
」
な
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
も
「
牛
」
は
た
く
さ
ん
登
場
し
、
全
項

目
を
「
牛
」
で
検
索
す
る
と
一
三
〇
項
目
ほ
ど
に
な
る
。

　

農
業
で
生
計
を
立
て
て
き
た
村
な
の
で
、「
米
」
も
し
く
は
「
稲
」
を

含
む
項
目
は
一
〇
〇
項
目
ほ
ど
。「
田
」
を
含
む
項
目
は
一
七
〇
項
目
ほ

ど
あ
る
。「
麦
」
も
意
外
と
多
く
約
六
〇
項
目
。
食
べ
物
と
し
て
だ
け
で

は
な
く
「
昔
は
麦
わ
ら
葺
き
屋
根
ば
か
り
だ
っ
た
」
と
い
う
記
述
が
た
く

さ
ん
見
ら
れ
る
。
重
複
す
る
が
、「
わ
ら（
ワ
ラ
、
藁
）」
は
約
一
三
〇
項
目
。

「
わ
ら
草
履
」「
ム
シ
ロ
を
織
る
た
め
の
わ
ら
打
ち
」「
牛
の
え
さ
」
な
ど

の
記
述
が
見
ら
れ
る
。「
水
」を
含
む
項
目
は
一
六
〇
項
目
ほ
ど
で「
水
車
」

や
「
行
水
」
な
ど
幅
広
い
。「
火
」
は
約
六
〇
項
目
。「
柿
」
は
一
一
〇
項

目
。
か
つ
て
仰
木
の
柿
は
有
名
で
各
家
庭
で
干
し
柿
を
つ
く
っ
て
出
荷
し



35 成安造形大学附属近江学研究所 紀要　第３号

芋 さつま芋　蒸す 3
芋 さつま芋　焼く 9
豆 味噌豆 3
豆 味噌汁 2
豆 味噌づくり 3
豆 醤油 3
豆 味噌・納豆・醤油 6
豆 豆料理（煮物） 3
豆 そら豆 10
豆 豆だんご（エンドウ豆） 6
豆 田植えで食べる豆だんご 10
豆 炒り豆 2
豆 豆を粉にする 5
豆 きな粉 3
豆 納豆 12
豆 豆いろいろ 3
餅 餅つき 10
餅 かき餅 19
餅 かき餅の思い出 6
餅 よもぎ餅 1
餅 小米餅 2
餅 納豆餅 13
餅 納豆餅の歌 2
餅 餅いろいろ 2
餅 おはぎ 1
柿 干し柿（つるし柿） 25
柿 干し柿　出荷 7
柿 半熟 1
柿 柿こね 10
柿 渋柿の皮 11
柿 冬柿 2
柿 さわし 2
柿 ずくし（熟し） 14
柿 甘柿 4
魚介類 うなぎ・なまず 1
魚介類 川魚 3
魚介類 しじみ 1
魚介類 塩こぶ 1
魚介類 魚肉ソーセージ 1
魚介類 とろろこんぶ 1
魚介類 堅田の魚 1
魚介類 焼き魚 3
魚介類 スルメ 1
とって食べた 田畑 野菜などいろいろ 11
とって食べた 田畑 なす 2
とって食べた 田畑 うり 1
とって食べた 田畑 いちじく 1
とって食べた 田畑 スイカ 7
とって食べた 田畑 とって食べても 1
とって食べた 野山 野山でいろいろ 12
とって食べた 野山 松茸 3
とって食べた 野山 椎の実 3
とって食べた 野山 テンポナシ 1
とって食べた 野山 セリ 1
とって食べた 野山 野いちご、木いちご 6
とって食べた 野山 ユスランベ 1
とって食べた 野山 イタドリ 8
とって食べた 野山 あけび 3
とって食べた 野山 ゆり根 1
とって食べた 野山 すもも 2
とって食べた 野山 ナツハゼ 3
とって食べた 野山 山ぐり 3
とって食べた 野山 山菜 1

とって食べた 家の周り 家の周りでいろいろ 14
とって食べた 家の周り カボチャ 1
とって食べた 家の周り 青梅 4
とって食べた 家の周り サクランボ 1
とって食べた 家の周り びわ 5
とって食べた 家の周り ナシメ 1
とって食べた 家の周り 栗 1
とって食べた 家の周り にっき 2
おやつ おやつ　いろいろ 11
おやつ 丁稚ようかん 1
おやつ 寒天 1
おやつ 梅チョコ 1
おやつ アイスキャンディー 14
おやつ 思い出 2
漬け物 漬け物のにおい 4
漬け物 ぬか漬け 5
漬け物 浅漬け 1
漬け物 あたか菜 1
漬け物 柴漬け 1
漬け物 梅干し 1
漬け物 四季いろいろ 2
にわとり にわとり 1
にわとり 卵油 1
飲み物 ニッキ水 1
飲み物 サラリン？ 1
お茶 お茶 3
お茶 お茶の葉 1
お茶 茶摘み 3
お茶 お茶　蒸す 1
お茶 お茶　もみ 1
お茶 お茶　煎じる 3
お茶 お茶　沸かす 1
水と氷 井戸水 2
水と氷 つらら 2
酒 酒造り 1
酒 甘酒 4
酒 カス汁 1
いろいろ 薬草採取 2
いろいろ ゴマ 1
いろいろ とうもろこし 3
いろいろ ネギ 1
いろいろ 大根 1

朝食 1
昼食 2
お弁当 1
みそたま 1
食の思い出 3
牛になる 1

カテゴリー：　住
キーワード１ キーワード２ キーワード３ 項目数
水 井戸 15
水 井戸とつるべ 19
水 風呂 9
水 行水 10
水 水車 12
水 洗い物（洗濯、野菜） 6
火 おくどさん 21
火 かまど 5
火 焚き火・煙 14
火 いろり 2
火 火鉢 2
火 こたつ 7
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火 豆たんあんか 2
火 薪 2
火 ひたきざ 1

屋根（麦わら葺き） 19
屋根　台風 4
トイレ 12
牛 14
縁の下のにわとり 1
傾斜の立地 1
暑さ寒さ 6
電気 4
テレビ、ラジオ 4
昔はなかった、昔は当たり前 8
家づくり 3
土間 5
蚊帳 12
くすべ 7
柿渋 1
地滑り防止 1
燃料 1
こはい 1
しば小屋 1

カテゴリー：　冠婚葬祭
キーワード１ キーワード２ キーワード３ 項目数

結婚 3
葬式 1
結婚と葬式 1

正月 しめ縄作り 1
正月 餅つき 9
正月 かき餅 1
正月 どんど焼き 1
正月 その他 1
信仰 仰木祭（泥田祭） 7
信仰 相撲大会 3
信仰 すのう（収納） 4
信仰 獅子舞、太神楽 1
信仰 地蔵盆 5
信仰 お地蔵さまの信仰 1
信仰 盆踊り 9
信仰 信心 3
信仰 湯立祭 1
信仰 ヌシ（青ヘビ） 1
信仰 元三大師 3
信仰 餅・ミカンほり 2

節分 1
季節行事いろいろ 4
その他 4

カテゴリー：　結・村組織・コミュニティー
キーワード１ キーワード２ キーワード３ 項目数
協働 結 結の心 5
協働 結 屋根葺き 6
協働 結 農作業 8
協働 火の用心 20
協働 墓地 1
協働 自治制度 1
協働 その他 1
子ども社会 子ども社会 5
子ども社会 お手伝い 16
子ども社会 手づくり 1
子ども社会 昔話 1
近所付き合い 近所付き合い 9

近所付き合い 夜遊び 1
近所付き合い もらい風呂 4
催し 仰木小唄 1
催し 青年会 4
催し 江州音頭 1
催し 敬老会・婦人会 1
催し 吹奏バンド 1
催し 相撲 3
催し 牛の品評会 1
催し 芝居見学 1

鐘の音 6
交流、物々交換 1
建設 1
女中奉公 1
その他 4

カテゴリー：　遊び
キーワード１ キーワード２ キーワード３ 項目数
自然の中 夏 釣り・網 3
自然の中 夏 魚つかみ 8
自然の中 夏 水泳と食べ物 2
自然の中 夏 水泳 8
自然の中 夏 水遊び 11
自然の中 夏 セミとり 1
自然の中 夏 虫とり 1
自然の中 冬 氷遊び 2
自然の中 冬 竹スキー 6
自然の中 冬 竹スキー・ソリ 1
自然の中 冬 ソリ 2
自然の中 冬 つらら 1
自然の中 思い出 3
自然の中 相撲 3
自然の中 野球 2
自然の中 たこあげ 2
自然の中 みんなで遊ぶ 4
自然の中 お祭りごっこ 1
自然の中 柴刈り、竹の皮拾い 1
自然の中 れんげ畑 1
自然の中 ブランコ 1

夏 蚊帳 1
夏 床几（しょうぎ） 1
夏 映画 1
冬 火遊び 1

お正月の夜遊び 1
家の中での遊び 2
メンコ 1
紙風船 1
思い出 1
その他 6

カテゴリー：　学校生活
キーワード１ キーワード２ キーワード３ 項目数

校舎 4
通学 7
授業風景 3
チャイム（鐘） 2
宿直室 3
お弁当、ごはん 7
宿題 1
夏休み（薬草とり） 4

行事 運動会 4
行事 音楽会 1
行事 遠足 1
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行事 競争 1
回虫駆除 1
思い出 2
家庭室・回虫駆除 1
自転車通学 1

カテゴリー：　生き物
キーワード１ キーワード２ キーワード３ 項目数
牛 暮らし 生活 14
牛 暮らし 牛つなぎ 3
牛 仕事 農作業 4
牛 仕事 荷車 6
牛 仕事 牛を追う声 3
牛 鳴き声 16
牛 毛並み 1
牛 えさ（干し草） 6
牛 干し草の匂い 6
牛 敷きわら 1
牛 匂い 6
牛 牛ふん 3
牛 虫 3
にわとり 暮らし 5
にわとり 思い出 2
にわとり 仕事 3
にわとり 鳴き声 21
にわとり ひよこ 3
にわとり えさ 1
にわとり 匂い 9
にわとり ふん 1
豚 豚 1
家畜いろいろ 暮らし 3
家畜いろいろ 鳴き声 5
家畜いろいろ 匂い 3
虫 いろいろ 6
虫 蜂 2
虫 蚊 5
虫 害虫 2
虫 セミ 3
虫 コオロギ 1
虫 くつわ虫 1
虫 キリギリス 1
虫 とんぼ 2
虫 かぶと虫 2
虫 蛍 蛍 6
虫 蛍 匂い 1
虫 蛍 蛍狩り 11
両生類 カエル 9
は虫類 へび 1

ヒル 1
魚 魚釣り、魚つかみ 6
魚 メダカ 1
魚 アカネチョ 1
魚 いろいろ 6
鳥 捕獲 1
鳥 ふくろう 7
鳥 カッコウ 1
鳥 うぐいす 2
鳥 いろいろ 2
動物 うさぎ 2
動物 キツネ 1
動物 いろいろ 1

カテゴリー：　風景
キーワード１ キーワード２ キーワード３ 項目数
季節 夏 4
季節 麦 1
季節 つるし柿 7
季節 雨 1
季節 冬 6
季節 いろいろ 3
季節 麦わら屋根のつらら 2
季節 水車のつらら 3
季節 つらら 4
季節 雪などいろいろ 1
田んぼ もみ干し 2
田んぼ 麦稲木（夏） 3
田んぼ 稲木（秋） 10
田んぼ 野小屋（ユオ） 2
田んぼ 水田の水入れ 1
田んぼ 耕す 2
田んぼ 棚田 9
田んぼ 柿の木 1
田んぼ ほ場整備 1
水 池 3
水 川 5
水 天神川 2
水 水車 7
道・交通 地道 10
道・交通 砂利道 5
道・交通 思い出 3
道・交通 外灯がない 3
道・交通 車がない 5
道・交通 バス 3
道・交通 ポンプ車 1
わら葺きと台風 わら葺き屋根 9
わら葺きと台風 台風 3

山あり谷あり 1
比叡山 3
琵琶湖 1
自然 2
仰木の里団地 1
開発 2
お祭り 4
時代劇 6
煙突 1
暮れ六つ 1
御所の山 1

カテゴリー：　田畑仕事
キーワード１ キーワード２ キーワード３ 項目数
田んぼ 田植え 11
田んぼ 素足で 15
田んぼ 手仕事・牛 22
田んぼ 草刈り 6
田んぼ 稲刈りー稲木ー脱穀 22
田んぼ ゆお（野小屋） 8
田んぼ もみ干し 3
畑 綿づくり 1
畑 遠野 1
畑 麦 6
わら ムシロ織り 47
わら わら打ち 10
わら 縄縫い 8
わら 俵 2
精米 うす 10
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精米 水車 16
仕事っぷり 3
肥料 6
米作りと生活 6
その他 5

カテゴリー：　山仕事
キーワード１ キーワード２ キーワード３ 項目数

毎日やった 2
木の葉かき 8
焚きつけ 1
柴刈り（小学生の頃） 4
枯木とり 3
竹の皮拾い 2
枝おろし 1
まき割り 8
木の匂い 1
思い出（山仕事） 2

カテゴリー：　その他
キーワード１ キーワード２ キーワード３ 項目数
感覚 痛い 7
感覚 かゆい 1
感覚 あたたかい 1
感覚 痛気持ちいい 1
災害 地震 1
災害 自然災害、ゆとりのある社会 1

温泉 1
ハイヤー 1
仰木から堅田へ 1
移動、運搬 3
江若鉄道 2
今と昔 9
思い出 2
便所にはまった 1
戦争 3
農業アルバイト 3
よくわからないこと 11
その他 2

写真７：12のカテゴリーに分類されたコメント

写真８：キーワードが共通するコメントを集めて模造
紙に貼っていく

写真９：グループ分けしたコメントにキーワードを書
き込み、図解にしていく

写真６：五感体験アンケートのコメントをカテゴリー
に分類する
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写真10：学生スタッフが集まって、ふるさとマンダラ
づくりの作業風景

写真11：カテゴリーごとにコメントが整理されて図解
になる

写真12：仰木の生活文化を概観することができる言葉
の地図

写真13：仰木ふるさとマンダラのベースが19枚完成していく

て
い
た
。
お
や
つ
と
し
て
も
た
く
さ
ん

登
場
す
る
。

　

今
回
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
よ
り

印
象
的
で
か
つ
て
の
生
活
を
彷
彿
と
さ

せ
る
文
言
や
コ
メ
ン
ト
に
注
目
し
、
読

み
札
候
補
を
絞
る
方
向
で
進
め
た
た
め

詳
細
な
分
析
は
別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
が
、

こ
の
よ
う
な
量
的
な
比
較
か
ら
仰
木
の

生
活
文
化
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
を
探
っ

て
い
く
の
も
興
味
深
い
。

　
「
仰
木
ふ
る
さ
と
マ
ン
ダ
ラ
」
は
、

コ
メ
ン
ト
短
冊
の
切
り
貼
り
と
キ
ー

ワ
ー
ド
の
手
書
き
の
状
態
を
ベ
ー
ス
に

し
て
、
画
像
ソ
フ
ト
で
整
理
し
て
見
や

す
い
図
解
を
作
成
し
た
。
模
造
紙
サ
イ

ズ
で
、「
衣
」
一
枚
、「
食
」
五
枚
、「
住
」

二
枚
、「
冠
婚
葬
祭
」
一
枚
、「
結
・
村

組
織
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
一
枚
、「
遊

び
」
一
枚
、「
学
校
生
活
」
一
枚
、「
生

き
物
」
二
枚
、「
風
景
」
二
枚
、「
田
畑

仕
事
」二
枚
、「
山
仕
事
」と「
そ
の
他
」

で
一
枚
、
全
部
で
一
九
枚
作
成
し
た
。

（
図
２
）
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図２：仰木ふるさとマンダラ
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三-

五
　
カ
ル
タ
読
み
札
を
決
め
る
た
め
の
聞
き
取
り
調
査

三-

五-

一
　
あ
ふ
れ
出
す
た
く
さ
ん
の
思
い
出
と
読
み
札
の
絞
り
込
み

　

聞
き
取
り
調
査
は
、
二
つ
の
段
階
に
分
か
れ
る
。
カ
ル
タ
四
八
枚
の
読

み
札
を
決
定
す
る
ま
で
の
「
読
み
札
を
決
め
る
た
め
の
聞
き
取
り
調
査
」

と
、
読
み
札
が
決
定
し
た
後
の
「
絵
札
原
画
制
作
の
た
め
の
聞
き
取
り
調

査
」
で
あ
る
。

　

こ
の
章
で
は
「
読
み
札
を
決
め
る
た
め
の
聞
き
取
り
調
査
」
に
つ
い
て

ま
と
め
る
。

　

平
成
二
三
年
（
二
○
一
一
）
十
月
か
ら
、
上
仰
木
、
辻
ヶ
下
、
平
尾
、

下
仰
木
の
四
地
区
ご
と
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

学
生
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
仰
木
を
訪
問
し
て
聞
き
取
り
調
査
を
進
め
た
。

十
二
名
の
学
生
を
四
地
区
の
担
当
に
分
け
、
三
名
ず
つ
の
チ
ー
ム
と
し
た
。

実
際
に
は
、
可
能
な
限
り
担
当
外
の
地
区
の
聞
き
取
り
に
も
参
加
す
る
よ

う
に
し
た
。

　

十
二
月
ま
で
に
各
地
区
一
～
三
回
ず
つ
計
八
回
の
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。

会
場
は
各
地
区
の
自
治
会
館
を
お
借
り
し
た
。
各
回
と
も
二
時
間
程
度
と

い
う
限
ら
れ
た
時
間
で
効
率
よ
く
聞
き
取
り
を
す
る
た
め
、
地
区
ご
と
に

テ
ー
マ
を
絞
っ
た
。「
仰
木
ふ
る
さ
と
マ
ン
ダ
ラ
」
で
作
成
し
た
十
二
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
を
各
地
区
に
割
り
当
て
、
該
当
す
る
「
仰
木
ふ
る
さ
と
マ
ン

ダ
ラ
」
を
見
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
伺
っ
た
。

　

ふ
る
さ
と
五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト
で
集
ま
っ
た
思
い
出
は
約
一
、八
○

○
項
目
。
そ
れ
を
分
類
す
る
た
め
に
読
み
取
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
四
四
○
。

一
方
で
、カ
ル
タ
の
読
み
札
は
四
八
枚
し
か
な
い
。聞
き
取
り
調
査
で
次
々

写真14：仰木ふるさとマンダラを貼って聞き取りの
準備中（辻ヶ下）

写真16：仰木ふるさとマンダラを読み上げながら聞
き取り（下仰木）

写真17：同年代の人同士だとさらに盛り上がる（平
尾）

写真15：趣旨説明や自己紹介をして聞き取りへ（下
仰木）
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に
よ
み
が
え
り
湧
き
出
し
て
く
る
膨
大
な
思
い
出
の
中
か
ら
四
八
枚
の
読

み
札
を
つ
く
る
た
め
に
、「
仰
木
な
ら
で
は
」「
こ
れ
は
外
せ
な
い
」
と
い

う
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
の
候
補
を
絞
る
必
要
が
あ
る
。「
読
み
札
を
決

め
る
た
め
の
聞
き
取
り
調
査
」
で
は
、「
仰
木
ふ
る
さ
と
マ
ン
ダ
ラ
」
を

手
が
か
り
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
の
記
憶
」
を
掘
り
起
し
、
仰
木
の
か
つ
て

の
生
活
文
化
を
生
き
生
き
と
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

「
読
み
札
候
補
の
絞
り
込
み
と
、
魅
力
的
な
絵
に
す
る
手
が
か
り
」
を
最

重
要
ポ
イ
ン
ト
と
し
た
。

三-

五-

二
　
読
み
札
を
決
め
る
た
め
の
聞
き
取
り
調
査
の
手
順
と
実
際

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
に
聞
き
取
り
調
査
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
、

以
下
の
日
程
で
実
施
し
た
。

　

上
仰
木　
「
冠
婚
葬
祭
、
学
校
生
活
、
遊
び
」

�

　

十
月
二
九
日
、
十
一
月
五
日

　

辻
ヶ
下　
「
食
、
衣
」　�
十
一
月
十
九
日

　

平　

尾　
「
住
、
結
・
村
組
織
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
風
景
」

�

　

十
一
月
十
三
日
、
二
○
日

　

下
仰
木　
「
生
き
物
、
田
畑
仕
事
、
山
仕
事
、
そ
の
他
」

�

　

十
一
月
二
○
日
、
二
六
日
、
二
七
日

　

そ
れ
ぞ
れ
の
回
に
、
六
○
～
九
○
歳
の
男
性
と
女
性
、
五
～
十
名
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
以
下
の
よ
う
な
手
順
で
聞
き
取
り
調
査
を
進
め
た
。

１
．
事
前
に「
仰
木
ふ
る
さ
と
マ
ン
ダ
ラ
」を
も
と
に
学
生
が
興
味
を
持
っ

て
「
も
っ
と
深
く
、
詳
し
く
訊
き
た
い
」
と
思
う
内
容
を
質
問
シ
ー
ト

写真18：グループに分かれて聞き取り（下仰木）写真20：熱心にメモを取りながら話を聞く学生
（辻ヶ下）

写真21：聞き取りをしながら似顔絵スケッチをする
学生

写真19：準備をしながら吊し柿のお話を聞く（上仰
木）
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て
「
魅
力
的
な
絵
と
な
り
得
る
か
」
な
ど
の
検
討
。

　
「
仰
木
ふ
る
さ
と
マ
ン
ダ
ラ
」
の
言
葉
は
す
べ
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
記

入
さ
れ
た
仰
木
の
方
々
の
言
葉
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
五
感
に
宿
る
思
い
出

を
綴
っ
た
一
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
や
キ
ー
ワ
ー
ド
が
、
仰
木
の
方
々
の
記
憶

や
感
情
を
呼
び
覚
ま
し
、
共
有
さ
れ
、
話
題
が
広
が
っ
て
い
く
。
最
初
は

緊
張
気
味
で
ち
ょ
っ
と
無
愛
想
に
見
え
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
少
し
は
に
か

ん
だ
よ
う
な
表
情
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
言
葉
を
読

み
上
げ
る
ご
と
に
、
歓
声
に
も
似
た
相
づ
ち
や
笑
い
が
起
き
、
昨
日
の
こ

と
の
よ
う
に
事
細
か
く
お
話
を
し
て
く
だ
さ
る
。
時
に
絵
を
描
い
て
説
明

し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
大
切
に
し
ま
っ
て
お
か
れ
た
当
時
の
野
良
着
や
使

い
込
ま
れ
た
道
具
を
ご
持
参
く
だ
さ
っ
た
り
、
古
い
セ
ピ
ア
調
に
な
っ
た

写
真
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
て
、
育
っ
た
時
代
も
環
境
も
違
う
我
々

研
究
ス
タ
ッ
フ
に
も
な
つ
か
し
さ
と
共
に
そ
う
い
う
時
代
に
育
ま
れ
た
生

活
文
化
が
今
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
確
か
な
手
応
え
が
感
じ
ら

れ
、
心
に
響
き
、
仰
木
の
方
々
の
思
い
出
話
に
惹
き
込
ま
れ
た
。

　

読
み
札
候
補
を
絞
り
込
む
様
子
の
例
と
し
て
、上
仰
木
の「
冠
婚
葬
祭
」

の
時
の
メ
モ
を
抜
粋
し
、
以
下
に
示
す
。
絞
り
込
ん
で
は
新
た
に
興
味
深

い
話
が
出
て
き
て
、
話
が
尽
き
な
い
。

　
「
仰
木
祭
（
泥
田
祭
）」…
満
仲
さ
ん
。
馬
止
め
。
仰
木
太
鼓
と
雨
。

　
「
元
三
大
師
」…
夜
に
松
明
を
持
っ
て
横
川
へ
行
く
行
列
が
で
き
た
。
夜

通
し
（
オ
ツ
ウ
ヤ
）
で
盆
踊
り
を
踊
っ
た
。
松
明
は
「
コ
エ
マ
ツ
」

と
い
う
。

　
「
地
蔵
盆
」…
子
ど
も
の
祭
で
上
仰
木
で
は
個
別
に
や
っ
て
い
る
。
と
う

に
ま
と
め
、
仰
木
の
方
の
話
を
一
方
的
に
聞
く
だ
け
で
は
な
く
積
極
的

に
理
解
を
深
め
て
い
く
よ
う
に
し
た
。

２
．
当
日
、
聞
き
取
り
会
場
の
自
治
会
館
に
て
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
で
、
机

配
置
、
お
茶
、
お
菓
子
、
名
札
、
資
料
な
ど
を
準
備
。

３
．
壁
面
に
、該
当
す
る「
仰
木
ふ
る
さ
と
マ
ン
ダ
ラ
」（
模
造
紙
サ
イ
ズ
）

を
貼
り
出
し
、
あ
わ
せ
て
お
手
元
に
Ａ
３
サ
イ
ズ
に
プ
リ
ン
ト
し
た
も

の
と
「
仰
木
ふ
る
さ
と
五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト
の
仮
冊
子
」
を
配
布
。

４
．
研
究
員
が
司
会
を
務
め
、
初
回
は
趣
旨
説
明
な
ど
の
あ
と
、「
仰
木

ふ
る
さ
と
マ
ン
ダ
ラ
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
や
印
象
的
な
コ
メ
ン
ト
を
読
み

上
げ
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
仰
木
の
方
に
思
い
出
を
語
っ
て
い
た
だ
く
。

学
生
ス
タ
ッ
フ
と
研
究
員
が
聞
き
取
り
役
と
な
り
、
仰
木
の
か
つ
て
の

生
活
文
化
を
掘
り
起
こ
し
、
記
録
し
て
い
く
。

　
　

時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
後
半
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
手
分
け
し
て

研
究
ス
タ
ッ
フ
一
、二
名
に
対
し
て
、
仰
木
の
方
二
～
四
名
と
い
う
小

グ
ル
ー
プ
で
詳
細
を
聞
き
取
る
な
ど
工
夫
す
る
。

５
．
す
べ
て
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
聞
き
取
り
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
最

終
回
に
研
究
ス
タ
ッ
フ
が
印
象
的
に
感
じ
た
候
補
を
提
示
し
、
仰
木
の

方
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
「
仰
木
な
ら
で
は
」「
こ
れ
は
外
せ
な
い
」

と
い
う
読
み
札
候
補
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
五
～
八
項
目
を
目
安
に
絞

り
込
む
。

６
．
読
み
札
候
補
に
つ
い
て
、
そ
の
情
景
を
よ
り
詳
細
に
聞
き
取
り
、
仰

木
の
方
と
研
究
ス
タ
ッ
フ
で
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
す
る
。

７
．
大
学
に
帰
校
後
、
聞
き
取
っ
た
内
容
の
整
理
と
読
み
札
候
補
に
つ
い



63 成安造形大学附属近江学研究所 紀要　第３号

写真22：下仰木のわら草履づくりのスケッチメモ（作：鈴木沙季）
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写真23：辻ヶ下聞き取り調査のスケッチメモ（作：小林佳紫）
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も
ろ
こ
し（
な
ん
ば
）を
食
べ
る
の
は
下
仰
木
だ
け
で
、
上
仰
木
に
は

な
い
。
地
蔵
盆
の
前
に
お
地
蔵
さ
ん
を
家
に
持
ち
帰
っ
て
、
身
体
を

き
れ
い
に
洗
っ
て
お
化
粧
を
し
て
、
ま
た
お
祀
り
を
す
る
。
お
地
蔵

さ
ん
を
動
か
し
て
は
い
け
な
い
が
、
こ
の
日
だ
け
動
か
し
て
も
い
い
。

　
「
仰
木
踊
り
」…
江
州
音
頭
で
踊
る
。
手
を
叩
く
と
こ
ろ
だ
け
合
わ
せ
て
、

あ
と
は
自
由
に
ユ
ラ
ユ
ラ
と
。
人
に
よ
っ
て
踊
り
が
違
う
の
で
難
し

い
。
男
踊
り
と
女
踊
り
が
あ
る
。
四
つ
の
地
区
で
八
月
中
、
次
々
に

盆
踊
り
が
行
わ
れ
た
。
下
仰
木
の
千
日
盆
、
上
仰
木
の
薬
師
盆
、
平

尾
の
虚
空
蔵
盆
、
辻
ヶ
下
の
地
蔵
盆
や
元
三
大
師
誕
生
会
な
ど
。

　
「
お
葬
式
」…
足
袋
は
だ
し
。
親
が
亡
く
な
っ
た
ら
、
お
嫁
さ
ん
は
足
袋

は
だ
し
で
上
仰
木
の
墓
地
ま
で
歩
く
。
五
○
年
前
く
ら
い
ま
で
は
山

式
の
お
葬
式
（
お
墓
で
お
葬
式
）、土
葬
。
山
式
の
お
葬
式
で
は
「
オ

ン
ボ
」（
穴
堀
り
、死
骸
を
埋
け
る
役
目
）

が
だ
い
た
い
二
人
。
お
町
内
一
人
と
親
類

一
人
。
穴
は
か
な
り
深
く
、
一
人
で
は
上

が
れ
な
い
く
ら
い
。大
変
。山
式
か
ら
戻
っ

た
ら
「
オ
ン
ボ
」
が
一
番
上
座
で
飲
み
食

い
。
墓
が
掘
り
返
さ
れ
な
い
よ
う
に
竹
囲

い
で
囲
っ
た
。

　
「
結
婚
」…
ヨ
メ
リ
ミ
（
嫁
入
り
見
？
）。

顔
見
せ
。
荷
出
し
、
伊
勢
音
頭
が
唄
わ
れ

た
。「
ハ
チ
ワ
レ
」、
午
後
八
時
を
道
で
聞

い
た
ら
ダ
メ
、
八
割
れ
で
縁
起
が
悪
い
。

写真24：大切にしまっておかれた野良着を着せても
らう（下仰木）

写真25：手ぬぐいのかぶり方（姉さんかぶり）を教
えてもらう（下仰木）

写真26：俵編みの実演（下仰木）

写真27：俵編み機の実演（下仰木）
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聞
き
取
り
の
間
、
Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
録
音
す
る
が
実
際
に
は
声
が
錯

綜
し
テ
ー
プ
起
こ
し
は
難
し
く
、
研
究
ス
タ
ッ
フ
の
メ
モ
が
重
要
な
記
録

と
な
る
。
簡
単
な
イ
ラ
ス
ト
ス
ケ
ッ
チ
を
描
き
な
が
ら
絵
と
文
字
で
記
録

し
て
い
く
学
生
も
多
く
、
メ
モ
を
取
り
つ
つ
話
者
の
似
顔
絵
を
描
い
た
り
、

ま
さ
に
芸
術
大
学
で
学
ん
で
い
る
特
技
を
活
か
し
た
手
法
で
見
応
え
の
あ

る
記
録
を
残
し
た
。
後
半
の
絵
札
原
画
制
作
の
準
備
が
で
き
て
い
く
。

三-

五-

三
　
実
体
験
を
と
も
な
っ
た
聞
き
取
り
調
査
、
中
間
報
告
の
展
覧

会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

今
回
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
単
に
お
話
を
聞
く
だ
け
で
は
な
く
い
ろ

い
ろ
な
実
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
大
き
な
特
徴
の
一
つ
と
言

え
る
。
聞
き
取
り
会
場
で
む
か
し
の
野
良
着
な
ど
を
着
せ
て
い
た
だ
い
た

り
、
手
ぬ
ぐ
い
の
か
ぶ
り
方
（
姉
さ
ん
か
ぶ
り
）
を
教
わ
っ
た
り
、
俵
編

み
機
の
実
演
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
仰
木
の
方
々
の
ご
厚
意
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
納
豆
餅
、
干
し
柿
、
蜂
の
子
ご
は
ん
な
ど
も
食
べ

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。「
五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

調
査
・
研
究
だ
が
、
我
々
研
究
ス
タ
ッ
フ
も
五
感
で
仰
木
を
体
験
し
、
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
聞
き
取
り
調
査
と
並
行
し
て
こ
こ
ま
で
の
活
動
の
中
間
報
告
と

し
て
展
覧
会
を
開
催
し
、
そ
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
で
仰
木
の
食
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
で
、
仰
木
を
よ
り
身
近
に

感
じ
、
思
い
出
の
中
の
か
つ
て
の
仰
木
が
今
の
仰
木
の
生
活
文
化
の
中
に

確
か
に
息
づ
い
て
い
る
つ
な
が
り
を
実
感
し
た
。

　

以
下
に
主
な
取
り
組
み
を
挙
げ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
機
会
に
幅
広
く
聞
き

取
り
も
進
め
、
充
実
し
た
成
果
と
な
っ
た
。

１
．
成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所
企
画
展
覧
会　
「
仰
木　

水
と

記
憶
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
」

　

会
期
：
平
成
二
三
年
十
月
二
三
日
～
十
一
月
二
七
日

　

会
場
：
成
安
造
形
大
学【
キ
ャ
ン
パ
ス
が
美
術
館
】ラ
イ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

概
要
：
附
属
近
江
学
研
究
所
と
地
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〔
註
３
〕
の
そ
れ
ぞ

れ
が
、
水
・
記
憶
・
音
を
テ
ー
マ
に
、
滋
賀
県
大
津
市
仰
木
で

取
り
組
ん
で
き
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
聞
き
取
り
調
査
に
基

づ
く
三
つ
の
研
究
成
果
の
一
端
を
発
表
し
た
展
覧
会
。「
水
と

暮
ら
し
」（
里
山
～
水
と
暮
ら
し
第
一
期
の
報
告
）、「
里
人
の

記
憶
」（
第
二
期
と
し
て
本
研
究
の
中
間
報
告
）、「
音
の
コ
ス

モ
ロ
ジ
ー
」（
地
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
二
〇
一
〇
年
度
近

江
学
研
究
所
助
成
事
業
「
仰
木
サ
ウ
ン
ド
ア
ー
カ
イ
ブ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
報
告
）
の
三
つ
の
ス
ペ
ー
ス
で
構
成
さ
れ
、
仰

木
の
方
が
唄
う
江
州
音
頭
な
ど
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
会
場
で
、

五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
選
ん
だ
約
七
〇
〇
項
目
の
思
い
出

を
カ
ル
タ
の
読
み
札
仕
様
に
し
た
も
の
と
映
像
で
、
里
人
の
記

憶
を
展
示
し
た
。（
写
真
28
～
32
）

　

主
催
：
成
安
造
形
大
学

　

企
画
：
成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所

　

デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
展
示
技
術
協
力
：
成
安
造
形
大
学
情
報
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
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写真30：畳に座ってコメントカードを味わっていただ
くコーナーを設けた

写真31：カテゴリーで色分けし、読み札を模した五感
体験アンケートからのコメントカード

写真32：五感体験アンケートから抽出した言葉を映像
で表現した

写真29：読み札仕様の五感体験アンケートコメント
カードを作成

写真28：カテゴリーのシンボルマークを消しゴムハン
コで作成
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写真35：五感体験アンケートで興味深いと感じた内容
を掘り下げる

写真36：食のワークショップにて納豆餅づくりのため
に餅つき

写真37：食のワークショップにてつきたてのお餅に納
豆をはさみ納豆餅をつくる

２
．
仰
木
の
く
ら
し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
『
食
』

　

日
時
：
平
成
二
三
年
十
一
月
十
二

日

　

会
場
：
成
安
造
形
大
学
【
キ
ャ
ン

パ
ス
が
美
術
館
】
ラ
イ
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

概
要
：
本
研
究
の
公
開
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
。
学
生
た
ち
が

仰
木
の
方
々
と
一
緒
に
仰

木
の
「
食
文
化
」
の
魅
力

写真34：食のワークショップにて仰木の食について聞
き取り

写真33：食のワークショップで仰木物産市「仰木ふれ
あい青空市」を開催。地元の新鮮な野菜など
を販売していただいた
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写真38：食のワークショップにて納豆餅をわらを使っ
て切る

写真39：仰木祭のためのわら草履づくりに飛び入り参加。
親切に教えていただき学生も何とかつくれた

写真40：わら草履づくりの手順をスケッチしながら聞
き取り。見事な手さばき、足さばきでわら草
履ができていく

３
．
わ
ら
草
履
づ
く
り

　

日
時
：
平
成
二
三
年
十
一
月
二
○

日

　

概
要
：
下
仰
木
自
治
会
館
で
仰
木

祭
に
使
用
す
る
わ
ら
草
履

づ
く
り
が
行
わ
れ
、
学
生

ス
タ
ッ
フ
も
わ
ら
草
履
づ

く
り
を
体
験
。（
写
真
39

～
41
）

を
探
っ
た
。
仰
木
物
産
市

「
仰
木
ふ
れ
あ
い
青
空
市
」、

仰
木
独
自
の
食
文
化
で
あ

る「
納
豆
餅
づ
く
り
」、「
食

文
化
の
聞
き
取
り
調
査
」

を
前
述
の
「
仰
木��

水
と

記
憶
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
」

展
の
関
連
企
画
と
し
て
開

催
。（
写
真
33
～
38
）

写真41：11月につくったわら草履が来年の５月３日の
仰木祭で履かれる
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写真44：新聞記事「＠キャンパス」の打合せ。仰木で
の聞き取りをもとに「結」をテーマとした記
事にまとめる

写真45：新聞記事「@キャンパス」の編集作業。人の
ぬくもりを伝えるイラストをたくさん使うこ
とに

５
．
京
都
新
聞
夕
刊
「
@
キ
ャ
ン
パ
ス
」
に
「
次
世
代
へ　

結
の
心
を
つ

な
ぐ
」
の
記
事
掲
載

　

概
要
：「
@
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
は
、
夕
刊
の
二
面
見
開
き
を
各
大
学
の

学
生
が
取
材
・
構
成
・
執
筆
す
る
と
い
う
企
画
。
平
成
二
四
年

一
月
か
ら
京
都
新
聞
の
記
者
の
指
導
の
も
と
、
本
研
究
の
聞
き

取
り
調
査
で
出
会
っ
た
仰
木
の
魅
力
を
「
つ
な
が
り
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
紙
面
企
画
・
構
成
を
始
め
、
五
月
二
日
に
記
事
が
掲

載
さ
れ
た
。
仰
木
地
区
で
は
普
段
、
夕
刊
は
配
達
さ
れ
な
い
そ

う
だ
が
、
三
日
の
朝
刊
と
一
緒
に
配
達
さ
れ
た
。
五
月
三
日
は

仰
木
祭
の
当
日
で
あ
る
。（
写
真
44
～
46
）

写真42：仰木の素材で手づくり味噌づくりを教えていた
だく。大豆は事前に炊いておいてくださった

４
．
手
づ
く
り
味
噌
づ
く
り

　

日
時
：
平
成
二
四
年
三
月
三
日

　

概
要
：
Ｊ
Ａ
堅
田
中
央
支
店
で
、
仰
木
の
方
に
ご
指
導
い
た
だ
い
て
仰

木
の
材
料
で
つ
く
る
手
づ
く
り
味
噌
づ
く
り
を
体
験
。（
写
真

42
～
43
）

写真43：麹をまぜる。３月に桶で仕込み10月に美味し
い手づくり味噌ができあがった
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写真46：京都新聞「＠キャンパス」の掲載記事

前
編
の
結
び �

　

本
稿
は
、
前
編
と
し
て
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
終
え
る
。
後
編
で
は
、「
読

み
札
決
定
」
か
ら
「
絵
札
原
画
制
作
の
た
め
の
聞
き
取
り
調
査
」、「
絵
札

原
画
制
作
と
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
の
完
成
」
と
あ
わ
せ
て
、
教
育
活
動

と
し
て
の
側
面
を
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
声
を
ま
じ
え
て
報
告
し
、
ま
た
、「
仰

木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
の
活
用
に
つ
い
て
も
触
れ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

謝
　
辞

　

本
学
近
江
学
研
究
所
研
究
員
の
大
原
歩
氏
と
加
藤
賢
治
氏
が
、
本
研
究

の
共
同
研
究
者
で
あ
る
。
大
原
歩
氏
は
、
学
生
の
頃
よ
り
仰
木
を
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
た
「
地
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
研
究
チ
ー
ム
で
活
動
し
、

仰
木
支
所
に
勤
め
て
い
た
経
験
も
あ
り
、
本
研
究
に
お
い
て
大
学
と
仰
木

を
つ
な
ぐ
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
学
生
へ
の
指
導
、

研
究
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
、
研
究
の
記
録
（
録
音
、
撮
影
）
等
、
本
研
究
を

推
進
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
加
藤
賢
治
氏
は
、「
仰
木
・

堅
田
の
祭
礼
」
を
研
究
し
て
こ
ら
れ
、
特
に
上
仰
木
で
の
調
査
に
多
大
な

ご
助
力
を
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
、
仰
木
在
住
の
た
く
さ
ん
の

方
々
の
ご
協
力
な
く
し
て
、
本
研
究
の
取
り
組
み
は
あ
り
得
な
い
。
聞
き

取
り
調
査
に
ご
出
席
い
た
だ
い
た
仰
木
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
方
々
、

わ
ら
草
履
づ
く
り
や
納
豆
餅
、
手
づ
く
り
味
噌
な
ど
を
ご
指
導
い
た
だ
い

た
方
々
、
後
編
で
報
告
す
る
読
み
札
を
一
緒
に
推
敲
し
て
く
だ
さ
っ
た
仰
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木
の
俳
句
の
会
「
畦
草
会
」
の
方
々
な
ど
、総
勢
五
〇
名
以
上
に
及
ぶ
方
々

が
学
生
と
温
か
く
接
し
て
く
だ
さ
り
、
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

他
に
も
一
八
五
通
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
記
入
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
や
仰
木

で
出
会
っ
た
多
く
の
方
々
に
、
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
へ
の
期
待
と
励
ま
し
の

応
援
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

学
生
ス
タ
ッ
フ
（
敬
称
略
）

梅
下
菜
々
美
、
益
友
花
子
、
兼
森
絢
子
、
日
下
部
ま
こ
、
小
池
由
華
、

後
藤
美
子
、
小
林
佳
紫
、
鈴
木
沙
季
、
関
戸
望
、
長
野
明
代
、
永
禮
尊

大
、
宮
本
暖
子　

以
上
十
二
名
が
学
生
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
研
究
を
支
え

た
。
あ
わ
せ
て
、
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

註
１
．
自
然
写
真
家
と
し
て
世
界
的
に
活
躍
す
る
今
森
光
彦
氏
の
映
像
を

交
え
て
、
琵
琶
湖
畔
の
里
山
の
人
々
と
自
然
が
共
存
す
る
姿
を
ハ
イ

ビ
ジ
ョ
ン
撮
影
で
一
年
間
定
点
取
材
、
詩
情
豊
か
に
綴
っ
た
映
像
。

仰
木
地
区
の
棚
田
が
主
要
な
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
九
九
年
放

送
。

２
．
五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
上
田
洋
平
氏
（
滋
賀
県
立
大
学
教
育

共
生
セ
ン
タ
ー
助
教
、
心
象
図
法
の
提
唱
者
）
の
考
案
。

３
．
地
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
二
○
○
○
年
、
成
安
造
形
大
学
生
に

よ
る
仰
木
地
域
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
発
足
。
大
学
の
公
式
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
活
動
が
終
了

し
た
後
、
二
○
○
三
年
か
ら
現
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
す
る
有
志
に
よ

り
独
自
の
活
動
を
継
続
。
地
域
と
関
わ
り
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
記
録

調
査
や
企
画
を
展
開
中
。
本
研
究
の
共
同
研
究
者
で
あ
る
大
原
歩
氏

は
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
。



仰
木
の
民
俗
誌
・
牛
と
人
の
関
係

�
～「
仰
木
ふ
る
さ
と
五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト
」
よ
り
考
察
す
る
～
　

�

大
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は
じ
め
に  

　

成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所
に
お
け
る
近
江
学
研
究
「
里
山
～

水
と
く
ら
し
」
の
第
二
期
と
し
て
二
〇
一
一
年
よ
り
二
年
間
、
研
究
活
動

「
仰
木
の
生
活
文
化
の
聞
き
取
り
調
査
及
び
仰
木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
制
作
」

［
註
１
］
に
取
り
組
ん
だ
。
本
稿
は
、
研
究
活
動
の
過
程
で
滋
賀
県
大
津
市

仰
木
地
区
の
六
〇
歳
以
上
で
組
織
す
る
「
仰
木
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
」
を
対

象
に
実
施
し
た
「
仰
木
ふ
る
さ
と
五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト
」［
註
１
］
に
お

い
て
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
多
く
記
述
さ
れ
た
「
牛
」
に
着
目
す
る
。
農
耕

の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
か
っ
た
「
牛
」
と
の
暮
ら
し
を
読
み
解
く
こ
と
に

よ
り
、
昭
和
二
〇
～
四
〇
年
代
と
い
う
手
が
届
く
過
去
に
お
い
て
、
仰
木

地
区
で
営
ま
れ
て
き
た
自
然
と
対
峙
し
た
厳
し
く
も
豊
か
な
生
活
文
化
の

一
端
を
記
録
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

第
一
章
　
仰
木
ふ
る
さ
と
五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト「
牛
」  

　
「
仰
木
ふ
る
さ
と
五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト
」（
以
下
ア
ン
ケ
ー
ト
）
は
、

当
時
の
五
感
体
験
、
身
体
感
覚
を
思
い
出
し
書
き
出
し
て
い
た
だ
い
た
。

一
八
五
枚
集
ま
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
か
ら
、
牛
に
つ
い
て
の
記
述
は
、

仰
木
の
民
俗
誌
・
牛
と
人
の
関
係
　
～「
仰
木
ふ
る
さ
と
五
感
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト
」
よ
り
考
察
す
る
～

 

大
原
　
歩
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Title :

Ogi Folkloristics : The Interdependence between Cows and People

Summary : 
This report is based on data collected in the “Questionnaire 
regarding First-Hand Experiences of Life in Ogi,” conducted in Ogi 
in Otsu City, Shiga Prefecture. It examines the vital relationship 
between cows and people in the life of farming villages between 
the years 1945 and 1965.
•••••••••••••••••••••••••••••••



75 成安造形大学附属近江学研究所 紀要　第３号

一
二
九
項
目
あ
っ
た
。

　

内
容
を
分
類
す
る
と
、
図
１
の
よ
う
に
な
る
。「
う
ま
や
」
と
呼
ば
れ

る
牛
小
屋
・
牛
舎
が
家
の
中
に
あ
っ
た
様
子
な
ど
牛
と
の
共
同
生
活
の
様

子
が
わ
か
る
記
述
が
一
番
多
く
、
次
に
、
牛
の
エ
サ
取
り
や
エ
サ
づ
く
り

な
ど
子
供
も
一
緒
に
取
り
組
ん
だ「
牛
の
世
話
」に
関
す
る
も
の
が
多
か
っ

た
。
三
番
目
、
五
番
目
に
は
田
仕
事
や
山
仕
事
に
お
け
る
牛
の
役
割
に
つ

い
て
、
ま
た
、
四
番
目
、
六
番
目
に
は
牛
の
鳴
き
声
や
に
お
い
な
ど
、
時

間
が
た
っ
て
も
よ
み
が
え
る
嗅
覚
や
聴
覚
の
記
憶
に
残
っ
た
と
い
う
記
述

が
あ
っ
た
。
そ
の
他
に
は
、
牛
の
品
評
会
、
牛
祭
り
に
つ
い
て
な
ど
、
牛

の
売
買
や
祭
礼
に
ま
つ
わ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

図１：「仰木五感体験アンケート」における牛の記述に関する
分類

　

第
二
章
よ
り
表
記
す
る
抜
粋
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
執
筆
者
に
つ
い
て
は
、

文
末
の
か
っ
こ
内
に
順
に
（
ア
ン
ケ
ー
ト
を
回
収
し
た
二
〇
一
一
年
時
の

年
齢
、
性
別
、
在
住
地
、
ア
ン
ケ
ー
ト
番
号
）
と
記
す
。

第
二
章
　
生
産
生
活
に
欠
か
せ
な
い
牛  

　

仰
木
で
は
、
昭
和
三
〇
年
代
に
耕
耘
機
が
販
売
さ
れ
る
ま
で
、
牛
が
労

力
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
き
た
。

　

高
低
差
の
あ
る
棚
田
で
の
農
作
業
、
秋
の
稲
刈
り
の
運
搬
、
ま
た
山
で

伐
採
し
た
木
を
伐
り
出
す
な
ど
田
畑
・
山
仕
事
に
は
牛
が
必
須
で
あ
っ
た
。

黒
毛
牛
が
ほ
と
ん
ど
で
、
昔
は
力
強
い
雄
牛
が
多
か
っ
た
が
、
戦
後
は
男

手
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
女
性
で
も
扱
い
や
す
く
大
人
し
い
雌
牛
を
飼
う

家
が
多
く
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
ど
れ
ほ
ど
牛
が
い
た
か
と
い
う
と
、

杉
立
繁
雄
氏
の
『
八
坂
神
社
の
笹
神
輿
』
を
引
用
す
る
と
、「
宝
永
三
年

（
一
七
〇
六
）
の
「
下
仰
木
村
指
出
帳
之
覚
」
に
は
下
仰
木
村
一
七
〇
軒

に
対
し
て
牛
六
六
疋
・
馬
十
二
疋
。
明
治
十
三
年
の
『
滋
賀
県
物
産
誌
』

に
は
仰
木
全
体
で
四
五
七
軒
に
対
し
て
牛
二
〇
〇
疋
」
が
記
録
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
後
、「
昭
和
初
期
ま
で
に
は
、
殆
ど
の
農
家
に
一
頭
の
牛
が
飼

わ
れ
て
い
た
」
と
い
う
。

二-
一
　
田
仕
事

　

牛
の
労
力
が
一
番
必
要
と
さ
れ
て
い
た
の
は
、「
田
仕
事
」
で
あ
っ
た
。

棚
田
を
耕
作
す
る
上
で
一
番
重
要
な
土
を
起
こ
し
、
酸
素
を
含
ま
せ
、
養

うまや
20%

牛の世話
17%

農業と牛
16%

牛の鳴き声
14%

牛の荷車
13%

牛のにおい
12%

その他
5%

牛の品評会
3%



76仰木の民俗誌・牛と人の関係

大
津
や
京
都
な
ど
遠
方
へ
米
俵
な
ど
を
運
搬
し
た
際
は
、
牛
用
の
藁
の
沓

を
前
足
に
履
か
せ
、
牛
の
蹄
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
気
を
つ
か
っ
た
。
冬

の
寒
い
時
期
に
は
、
角
に
八
の
字
に
布
を
巻
い
た
り
、
背
中
に
毛
布
を
か

け
て
か
ら
鞍
を
乗
せ
る
な
ど
の
防
寒
を
し
、
大
切
に
さ
れ
て
い
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
ま
と
め
て
記
す
。

　
親
が
木
伐
を
伐
出
し
て
い
た
。
車
で
は
な
く
荷
車
を
引
っ
ぱ
る
の
は
牛

で
し
た
。
牛
の
仕
草
の
掛
声
「
オ
ウ
、
シ
イ
ツ
」、
そ
し
て
坂
道
を
帰
っ

て
来
る
キ
ー
ッ
と
い
う
き
び
し
い
ブ
レ
ー
キ
の
音
で
今
日
も
無
事
に
帰
っ

て
来
て
く
れ
た
と
夕
方
ホ
ッ
と
す
る
一
刻
で
し
た
。（
七
四
歳
、
女
性
、

下
仰
木
、
番
号
34
）
／
私
た
ち
の
子
供
の
頃
は
、
重
た
い
も
の
を
運
ぶ
時

は
荷
車
を
牛
に
引
っ
張
っ
て
も
ら
っ
て
ガ
タ
ガ
タ
道
を
歩
く
生
活
で
し
た
。

秋
は
日
が
短
い
の
で
、
暗
く
な
っ
て
父
が
帰
っ
て
く
る
時
、
タ
イ
ヤ
が
金

の
玉
だ
っ
た
の
で
、
チ
ャ
リ
ン
チ
ャ
リ
ン
と
大
き
い
音
が
聞
こ
え
て
く
る

と
「
あ
あ
、
お
父
さ
ん
の
音
や
」
と
言
っ
て
、
外
へ
出
迎
え
に
行
っ
た
も

の
で
す
。（
六
九
歳
、
女
性
、
上
仰
木
、
番
号
89
）
／
農
作
業
の
運
搬
は

鉄
車
輪
の
荷
車
を
牛
に
引
か
せ
、「
シ
イ
ッ
チ
ャ
イ
」
と
尻
を
た
た
い
て

い
た
。（
七
九
歳
、
女
性
、
上
仰
木
、
番
号
１
３
５
）

第
三
章 

牛
と
暮
ら
す  

　

生
産
生
活
を
支
え
る
た
め
に
一
家
に
一
頭
は
牛
を
飼
っ
て
い
た
。
牛
を

維
持
す
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
章
で
は
、
牛
と
共
に
暮

ら
す
生
活
へ
目
を
む
け
る
。

分
を
蓄
え
、
土
を
な
ら
し
、
水
が
抜
け
な
い
よ
う
水
を
張
る
「
田
ん
ぼ
の

こ
し
ら
え
」。
仰
木
で
は
粘
土
質
の
泥
田
が
多
く
、
ぬ
か
る
み
の
中
で
の

田
仕
事
に
は
牛
の
力
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
以
下
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ま
と

め
て
記
す
。

　
農
業
は
牛
な
し
で
は
で
き
な
い
。（
七
〇
歳
、
男
性
、
上
仰
木
、
番
号

92
）
／
田
ん
ぼ
を
耕
作
す
る
の
に
牛
で
カ
ラ
ス
キ
を
引
っ
張
り
、
耕
し
て

い
た
。（
七
〇
歳
、
男
性
、
上
仰
木
、
番
号
１
２
９
）
／
土
質
は
粘
土
層

で
痩
せ
た
土
地
が
多
く
、
農
耕
に
は
人
力
だ
け
で
は
と
て
も
困
難
で
あ
り
、

先
祖
の
人
々
は
貧
苦
の
中
か
ら
牛
を
飼
い
、
労
力
の
重
要
な
担
い
手
と
し

て
大
切
に
扱
い
、
共
生
し
て
き
た
。（
八
八
歳
、
女
性
、
平
尾
、
番
号

１
８
５
）
／
小
学
生
の
頃
か
ら
牛
で
カ
ラ
ス
キ
を
持
っ
て
田
ん
ぼ
を
耕
し

た
。
ま
た
ク
ワ
で
か
く
れ
ば
、
大
昔
に
噴
火
し
た
跡
と
思
う
が
、
火
山
の

灰
色
の
土
が
に
ゅ
っ
と
出
て
き
た
。
こ
の
土
が
乾
く
と
ク
ワ
が
は
ね
返
っ

て
き
て
細
か
く
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
場
所
の
付
近
へ
い
っ
た
ら
牛
が
沈

ん
で
行
っ
て
牛
が
な
か
な
か
上
が
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
と
て
つ
も
な
く
長

い
孟
宗
竹
を
差
し
て
も
沈
ん
で
い
た
こ
と
な
ど
を
覚
え
て
い
る
。（
六
七
歳
、

男
性
、
上
仰
木
、
番
号
86
）

二-

二
　
山
仕
事
、
運
搬

　

ま
た
農
閑
期
に
は
、
山
仕
事
や
、
米
俵
や
丸
太
な
ど
の
物
資
の
運
搬
に

も
牛
が
活
躍
し
た
。
山
仕
事
は
、
山
の
谷
あ
い
で
切
り
出
し
た
六
間
ほ
ど

（
約
十
一
メ
ー
ト
ル
）
の
丸
太
や
材
木
を
、
キ
ン
マ
（
木
馬
：
木
材
で
作

ら
れ
た
そ
り
）
を
使
っ
て
尾
根
道
ま
で
引
き
出
す
作
業
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
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三-

一
　
う
ま
や

　

仰
木
の
百
姓
の
家
に
は
、「
う
ま
や
」
と
呼
ば
れ
る
牛
小
屋
が
家
の
中

に
あ
り
、一
つ
屋
根
の
下
、牛
と
共
に
暮
ら
し
て
い
た
。
以
下
、ア
ン
ケ
ー

ト
を
ま
と
め
て
記
す
。

　
昔
の
家
は
玄
関
よ
り
入
る
と
土
間
が
あ
り
、
居
間
は
殆
ん
ど
の
家
は
六

畳
の
居
間
が
４
間
あ
り
、
居
間
の
反
対
側
に
は
牛
舎
が
あ
り
、
訪
ね
て
行

く
と
牛
が
顔
を
出
し
て
挨
拶
し
て
く
れ
る
こ
と
が
ど
の
家
に
も
多
く
ら
れ

た
。（
九
九
歳
、
男
性
、
平
尾
、
番
号
25
）
／
家
を
入
っ
て
右
側
の
間
が

牛
小
屋
だ
っ
た
。（
六
九
歳
、
女
性
、
上
仰
木
、
番
号
96
）
／
玄
関
の
横

に
牛
小
屋
が
あ
り
、
知
ら
な
い
人
が
玄
関
と
間
違
え
て
戸
を
開
け
た
ら
牛

が
出
て
き
て
び
っ
く
り
し
た
笑
い
話
が
あ
る
。（
六
二
歳
、男
性
、下
仰
木
、

番
号
32
）

　

記
述
と
聞
き
取
り
を
も
と
に
当
時
の
「
う
ま
や
」
の
あ
る
民
家
の
平
面

図
（
図
２
）
を
描
い
て
み
る
と
、
う
ま
や
が
土
間
・
台
所
の
一
角
に
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
牛
は
土
間
側
へ
顔
を
出
し
、
そ
こ
で
エ
サ
を
与
え
た
。

う
ま
や
に
は
、
短
く
刻
ん
だ
稲
わ
ら
を
敷
き
、
二
日
に
一
度
昼
頃
に
片
づ

け
、
糞
と
一
緒
に
田
の
肥
料
と
し
た
。

　

ま
た
、
子
供
心
に
強
烈
だ
っ
た
の
は
、
う
ま
や
の
に
お
い
だ
っ
た
よ
う

だ
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ま
と
め
て
記
す
。

　
家
の
中
に
入
っ
た
ら
、
ど
の
家
で
も
牛
の
に
お
い
が
し
た
。（
七
六
歳
、

男
性
、下
仰
木
、番
号
71
）
／
牛
の
に
お
い
よ
り
馬
屋
の
臭
い
が
き
つ
か
っ

た
。
そ
の
馬
屋
か
ら
フ
ン
を
手
で
つ
か
ん
で
丸
め
て
棒
で
挿
し
て
田
ん
ぼ

ま
で
運
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
臭
い
も
く
そ
も
言
っ
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

▲
玄関

デ
ザ
シ
キ

ナガシ

ミズガメ

イ
マ

ヘ
ヤ

ヒ
タ
キ
ザ オクドサン

ナ
ン
ド

大釜 牛鍋御飯用

イド

茶釜

ヒ
タ
キ
ザ オクドサン

ナ
ン
ド

大釜 牛鍋御飯用

ウ
マ
ヤ

ウ
マ
ヤ

土間
ウ
マ
ヤ

ウ
マ
ヤ

土間

出入口

図２：ウマヤのある仰木の農家の平面構成
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そ
れ
が
田
ん
ぼ
を
作
る
常
識
だ
か
ら
。
家
の
玄
関
に
入
っ
た
所
に
馬
屋
が

あ
る
の
で
家
中
が
臭
く
、
昔
は
ハ
エ
取
り
紙
が
な
か
っ
た
か
ら
ハ
エ
が
飛

び
ま
わ
っ
て
い
た
。（
六
九
歳
、
男
性
、
上
仰
木
、
番
号
１
３
３
）

　

ま
た
、
外
に
牛
を
つ
な
ぐ
時
に
は
、

　
「
牛
つ
な
ぎ
と
言
っ
た
丈
夫
な
木
に
つ
な
が
れ
て
い
た
。（
七
三
歳
、
女

性
、
下
仰
木
、
番
号
１
７
３
）」「
昔
は
自
分
の
家
で
牛
を
飼
っ
て
い
た
の

で
よ
く
牛
の
世
話
を
し
た
。
そ
し
て
牛
を
つ
な
ぐ
木
（
な
つ
め
の
木
）
が

あ
っ
て
そ
こ
で
よ
く
牛
の
体
を
こ
す
っ
て
き
れ
い
に
し
た
。（
七
一
歳
、

女
性
、
下
仰
木
、
番
号
１
７
５
）」　
な
ど
、

　

特
定
の
な
つ
め
の
木
を
庭
木
と
し
て
育
成
し
使
用
し
て
い
た
。
牛
の
体

を
洗
う
と
き
や
角
を
切
る
時
な
ど
に
は
、
鼻
の
高
さ
で
紐
を
つ
な
ぐ
こ
と

に
よ
っ
て
牛
の
い
た
ず
ら
を
防
止
し
た
。

　

ま
た
、
牛
を
つ
な
ぐ
綱
は
麻
で
作
ら
れ
る
な
ど
、
使
用
す
る
の
に
最
適

な
身
の
回
り
に
あ
る
植
物
を
利
用
し
て
き
た
。

　
「
牛
の
綱
な
ど
に
麻
縄
が
い
る
の
で
、
自
家
製
の
麻
を
作
っ
て
い
た
。

刈
り
取
っ
た
麻
を
池
に
つ
け
て
、
腐
ら
し
て
、
皮
が
と
け
る
頃
引
き
上
げ

て
、皮
を
池
の
側
で
し
ご
い
て
家
に
持
ち
帰
り
、縄
を
つ
く
っ
た
。（
七
四

歳
、
女
性
、
下
仰
木
番
号
34
）

三-

二
　
牛
の
エ
サ

　

牛
の
エ
サ
は
、
朝
・
夕
の
二
食
。
稲
わ
ら
・
干
し
草
を
主
に
、
麦
・
稗
・

粟
が
入
っ
た
煮
物
で
あ
っ
た
。
藁
や
干
し
草
を
細
か
く
切
り
、
牛
鍋
で
柔

ら
く
な
る
ま
で
炊
き
、
米
ぬ
か
を
混
ぜ
て
作
っ
た
。

家族同様に飼われていた仰木の牛（昭和32年・深田氏提供）
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「
農
家
は
玄
関
を
入
る
と
、
土
間
奥
に
か
ま
ど
が
あ
り
、
中
心
に
大
釜

さ
ん
、
大
き
な
鍋
が
掛
り
、
左
に
は
御
飯
用
鍋
、
右
に
は
牛
鍋
が
掛
け
て

あ
り
ま
し
た
。（
七
九
歳
、
男
性
、
平
尾
、
番
号
１
）」
と
い
う
よ
う
に
、

人
間
と
同
じ
お
く
ど
さ
ん
（
か
ま
ど
）
で
、
牛
の
エ
サ
が
作
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、「
牛
に
餌
を
や
り
、
そ
の
後
家
族
が
食
事
に
つ
い
た
。（
六
二
歳
、

男
性
、
下
仰
木
、
番
号
54
）」
と
あ
り
、
牛
が
家
族
同
様
に
労
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

牛
の
エ
サ
で
あ
る
干
し
草
は
、「
牛
の
冬
用
の
餌
の
た
め
、
夏
に
干
草

を
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
た
。
家
の
敷
地
内
で
干
し
て
い
た
匂
い
が
開
け
っ

放
し
の
家
の
中
ま
で
充
満
し
て
い
た
。（
七
二
歳
、
男
性
、
下
仰
木
、
番

号
41
）」
と
い
う
よ
う
に
、
夏
に
刈
り
取
り
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、「
牛

の
エ
サ
の
確
保
の
た
め
、
堅
田
方
面
の
草
を
競
っ
て
買
い
付
け
、
時
に
は

草
の
刈
り
取
り
を
巡
っ
て
小
競
り
合
い
が
生
じ
た
こ
と
」［
註
２
］
も
あ
っ
た
。

三-

三
　
子
供
た
ち
の
仕
事

　

毎
日
の
牛
の
エ
サ
の
確
保
は
大
変
で
あ
っ
た
。
牛
を
エ
サ
場
の
草
地
に

連
れ
て
い
き
エ
サ
を
食
べ
さ
せ
た
り
、
庭
で
牛
の
体
を
洗
う
な
ど
、
子
供

た
ち
が
牛
の
仕
事
を
担
っ
て
い
た
。

　
牛
の
え
さ
の
草
刈
を
学
校
か
ら
帰
宅
後
毎
日
し
て
い
た
。（
七
五
歳
、

女
性
、
上
仰
木
、
番
号
１
７
４
）
／
朝
仕
事
に
牛
の
飼
料
用
の
草
刈
、
束

に
し
て
棒
に
突
き
刺
し
て
か
つ
い
で
帰
る
。（
七
六
歳
、
男
性
、
上
仰
木

番
号
１
５
８
）
／
小
学
生
の
頃
か
ら
牛
の
エ
サ
と
し
て
手
で
草
刈
り
を
し

た
こ
と
。
手
を
切
っ
た
り
、
草
を
刈
っ
て
い
る
何
と
も
言
え
な
い
音
や
感

触
を
覚
え
て
い
る
。（
六
七
歳
、
男
性
、
上
仰
木
、
番
号
86
）

第
四
章
　
売
り
買
い
さ
れ
る
牛  

四-

一
　
馬ば
く

喰ろ
う

　

仰
木
で
は
、
馬ば
く

喰ろ
う

と
呼
ば
れ
る
牛
の
仲
介
業
者
が
出
入
り
を
し
て
い
た
。

子
牛
を
但
馬
な
ど
か
ら
買
い
、
牛
を
飼
っ
て
い
る
家
に
貸
し
与
え
、
三
～

四
年
後
に
成
牛
を
賃
金
を
払
っ
て
引
き
取
り
、
ま
た
子
牛
を
置
い
て
い
く

と
い
う
委
託
飼
育
制
度
が
行
わ
れ
て
い
た
。
農
家
に
と
っ
て
重
要
な
現
金

収
入
で
あ
っ
た
。
馬
喰
は
、
牛
の
飼
育
方
法
や
、
種
付
け
の
方
法
、
病
気

の
対
応
も
行
い
、
日
常
的
に
地
域
に
出
入
り
を
し
て
い
た
。

ま
た
馬
喰
は
、
出
入
り
す
る
農
家
の
年
頃
の
娘
や
息
子
の
結
婚
相
手
探
し

も
し
て
お
り
、
仰
木
の
娘
は
働
き
者
の
た
め
よ
く
声
を
か
け
ら
れ
た
。
馬

喰
の
仲
人
で
他
所
の
農
家
と
結
婚
し
た
人
も
い
た
と
い
う
。

四-

二
　
品
評
会

　

毎
年
、
共
進
会
に
よ
る
畜
牛
の
等
級
を
決
め
る
牛
の
品
評
会
が
行
わ
れ

て
い
た
。
仰
木
小
学
校
の
運
動
場
に
百
頭
以
上
の
牛
が
集
め
ら
れ
、骨
格
・

肉
付
き
・
良
い
顔
・
性
格
な
ど
で
評
価
さ
れ
た
。
馬
喰
の
所
属
す
る
屋
号

や
名
前
が
書
か
れ
た
油ゆ

単た
ん

（
化
粧
布
団
）
を
着
せ
て
、
鼻
木
に
は
赤
か
紺

の
鮮
や
か
な
紐
を
か
け
て
牛
を
飾
っ
た
。
大
切
に
育
て
た
牛
が
一
級
に
選

ば
れ
る
こ
と
は
家
族
に
と
っ
て
誇
り
で
あ
っ
た
。
級
が
つ
い
た
牛
は
高
値

で
売
れ
た
。
し
か
し
、
愛
情
を
か
け
て
育
て
た
牛
を
売
ら
ず
に
大
切
に
飼
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ワ
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
一
角
に
て
行
わ
れ
る
。
以
前
は
、
牛
を
飼
う
家
が
竹

を
一
本
奉
納
し
そ
の
竹
で
神
輿
を
作
っ
た
。
牛
を
飼
っ
て
い
な
い
家
は
現

金
を
奉
納
し
た
。
余
っ
た
竹
は
、
竹
林
を
持
た
な
い
仰
木
の
住
民
に
販
売

し
、
青
年
会
の
活
動
資
金
と
な
っ
て
い
た
。
十
五
日
、
午
前
中
、
八
坂
神

社
で
は
湯
立
祭
が
執
り
行
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
正
午
頃
、
東
光
寺
の
施
餓

鬼
法
要
が
終
わ
る
と
、
寺
の
鐘
が
数
回
鳴
ら
さ
れ
、
そ
れ
を
合
図
に
、
マ

ム
シ
ワ
ラ
か
ら
子
供
会
に
よ
っ
て
笹
神
輿
が
渡
御
さ
れ
、
お
よ
そ
三
〇
〇

い
続
け
る
家
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
「
牛
の
品
評
会
。
運
動
場
い
っ
ぱ
い
に
た
く
さ
ん
の
牛
が
並
び
品
評
会

が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
京
都
の
但
馬
牛
の
有
名
な
地
域
と
の
交
流
が
盛
ん

に
行
な
わ
れ
て
い
た
。（
八
八
歳
、
女
性
、
平
尾
、
番
号
１
８
５
）」

第
五
章
　
牛
の
祭
り  

五-

一
　
八
坂
神
社
の
笹
神
輿

　

仰
木
の
下
仰
木
地
区
に
は
、
牛
頭
天
皇
を
ま
つ
る
八
坂
神
社
が
あ
り
、

毎
年
八
月
十
四
日
、
十
五
日
に
は
牛
の
疫
病
払
い
の
「
笹
神
輿
ま
つ
り
」

（
通
称
：
牛
ま
つ
り
）
が
開
催
さ
れ
る
。
竹
と
笹
で
作
ら
れ
た
笹
神
輿
が

造
ら
れ
、
八
坂
神
社
ま
で
渡
御
し
、
牛
の
疫
病
を
諌
め
る
牛
頭
天
皇
社
に

神
輿
が
奉
納
さ
れ
る
。
祭
礼
の
起
源
は
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、「
あ
る
時
、

牛
の
病
が
流
行
っ
た
の
で
、
牛
の
好
き
な
笹
を
神
輿
に
仕
立
て
て
奉
納
し

た
の
が
始
ま
り
」［
註
２
］
と
さ
れ
て
い
る
。
十
五
日
の
午
前
中
に
は
飼
っ

て
い
る
牛
を
落
合
川
に
連
れ
て
行
き
洗
っ
た
と
い
う
。
か
つ
て
は
、
青
年

会
組
織
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
た
。
笹
神
輿
は
、
大
・
中
・
小
と
三
基
つ

く
り
、
大
き
い
方
か
ら
牛
頭
・
多
賀
・
八
幡
の
三
社
の
神
輿
と
さ
れ
て
い

た
。
現
在
の
祭
り
の
運
営
は
、「
下
仰
木
民
芸
保
存
会（
笹
神
輿
保
存
会
）」

が
行
い
、
下
仰
木
子
供
会
に
よ
り
神
輿
渡
御
が
実
施
さ
れ
、
笹
神
輿
は
一

基
と
な
っ
て
い
る
。［
註
３
］

　

以
下
、
平
成
二
〇
年
時
の
笹
神
輿
ま
つ
り
の
流
れ
を
記
す
。

　

八
月
十
四
日
、
笹
神
輿
の
制
作
が
、
下
仰
木
の
北
東
に
あ
る
「
マ
ム
シ

笹神輿の制作（2008年８月14日）
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メ
ー
ト
ル
離
れ
た
八
坂
神
社
に
向
か
う
。
笹
神
輿
の
後
ろ
に
は
、
サ
カ
キ

（
枝
ぶ
り
の
良
い
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
樫
の
枝
）
を
牛
に
見
立
て
て
引
き

ず
り
な
が
ら
後
に
続
く
。
八
坂
神
社
に
着
く
と
、
神
職
に
よ
る
神
輿
と
子

ど
も
達
の
お
祓
い
、
餅
ま
き
が
行
わ
れ
、
祭
り
が
終
了
す
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、
湯
立
祭
り
の
様
子
は
、
牛
の
疫
病
除
け
で
も
あ

り
、
村
人
の
厄
除
け
の
祭
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
伝
わ
る
。

　
天
の
山
の
八
坂
神
社
で
湯
立
祭
が
行
わ
れ
、
釜
湯
に
巫
女
さ
ん
が
酒
を

注
ぎ
い
れ
、笹
で
そ
の
湯
を
跳
ね
飛
ば
し「
湯
が
か
か
る
と
病
気
を
せ
ん
」

と
か
云
う
て
皆
が
あ
り
が
た
が
っ
て
詣
る
の
で
あ
っ
た
。
釜
に
余
っ
た
湯

は
や
か
ん
等
に
も
ら
っ
て
帰
り
、「
牛
に
飲
ま
す
と
病
気
を
し
よ
う
ら
ん
」

と
云
う
て
、
欲
張
っ
て
も
ら
っ
て
き
た
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
家
族
の
者

も
い
た
だ
い
た
の
で
し
た
。（
八
三
歳
、
男
性
、
下
仰
木
、
番
号
72
）

五-

二
　
京
都
葵
祭
・
時
代
祭

　

京
都
の
三
大
祭
で
あ
る
葵
祭
や
、
時
代
祭
に
練
り
歩
く
牛
車
を
曳
く
牛

と
し
て
、
仰
木
の
牛
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
。
葵
祭
の
牛
は
、
実
際
に
牛
車

を
曳
く
二
頭
と
交
代
用
の
二
頭
の
計
四
頭
の
牝
牛
が
必
要
で
、
牛
や
馬
の

調
達
に
あ
た
る
明
馬
会
に
よ
る
と
、
一
・
五
ト
ン
も
の
牛
車
を
曳
く
体
力

が
求
め
ら
れ
る
上
、
長
距
離
の
巡
行
で
も
暴
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
人
に

な
れ
調
教
さ
れ
て
い
な
い
と
務
ま
ら
な
い
と
い
う
。
そ
の
点
、
仰
木
の
牛

は
、
人
に
慣
れ
、
体
力
も
あ
り
、
ま
た
京
都
に
は
大
原
へ
運
搬
な
ど
で
行

き
来
を
す
る
な
ど
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
重
宝
さ
れ
て
い
た
。
祭
の
日

に
は
、
京
都
へ
出
向
き
、
牛
が
無
事
に
務
め
を
果
た
す
か
を
見
物
に
い
っ

た
と
い
う
。

結
び  

　

昭
和
三
〇
年
代
中
期
に
農
業
の
機
械
化
が
急
激
に
進
む
こ
と
で
役
牛
の

飼
育
は
急
速
に
減
少
し
、
現
在
仰
木
で
牛
を
飼
育
し
て
い
る
家
は
二
軒
と

な
っ
た
。
本
稿
で
は
、
牛
に
関
わ
る
生
活
の
記
述
・
聞
き
取
り
を
描
く
こ

と
で
、
牛
に
よ
っ
て
生
み
だ
さ
れ
た
人
々
の
社
会
関
係
を
明
ら
か
に
し
、

ま
た
、
厳
し
い
自
然
の
中
で
資
源
を
循
環
さ
せ
て
営
み
に
努
め
て
き
た
農

民
の
暮
ら
し
を
描
く
こ
と
を
試
み
た
。

　

牛
は
、
役
牛
と
し
て
、
農
耕
や
運
搬
に
用
い
、
干
し
草
や
麦
な
ど
農
業

副
産
物
を
与
え
て
飼
育
を
し
、
委
託
さ
れ
肥
育
し
た
牛
は
現
金
収
入
と
な

り
、
こ
の
時
代
の
持
続
的
な
自
給
自
足
の
農
業
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
牛
は
、
厳
し
い
生
活
を
協
働
す
る
一
員
と
し
て
、

家
族
の
よ
う
に
手
厚
く
扱
わ
れ
、
疫
病
払
い
な
ど
の
祭
事
も
執
り
行
わ
れ

る
な
ど
、
生
活
の
側
で
大
き
な
「
命
」
を
扱
う
こ
と
が
心
の
通
っ
た
豊
か

な
結
び
つ
き
を
生
み
出
し
て
き
た
。

　

牛
と
人
の
暮
ら
し
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
型
の

暮
ら
し
を
追
い
求
め
る
中
で
、
切
り
捨
て
て
き
た
優
れ
た
素
材
や
技
術
、

豊
か
な
暮
ら
し
の
知
恵
や
自
然
観
を
振
り
返
り
、「
命
」
や
「
豊
か
さ
」

の
意
味
を
見
直
す
こ
れ
か
ら
の
生
き
る
指
針
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
は
ず
で
あ

る
。

　

ま
た
、
調
査
の
課
題
と
し
て
は
、
仰
木
に
現
存
す
る
農
耕
具
な
ど
民
具
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の
調
査
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
、
周
辺
集
落
な
ど
と
の
流
通
に
関
す
る
調

査
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
だ
。
現
存
す
る
カ
ラ
ス
キ
や
ウ
マ
グ
ワ
な
ど
の

民
具
調
査
を
す
る
こ
と
で
、
江
戸
時
代
に
は
開
拓
さ
れ
て
い
た
広
大
な
棚

田
で
ど
の
よ
う
に
牛
を
扱
い
生
産
性
を
保
っ
て
い
た
の
か
を
調
べ
て
み
た

い
。
ま
た
、
隣
接
す
る
集
落
で
は
牛
で
は
な
く
馬
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と

な
ど
の
伝
承
が
あ
り
、
牛
の
貸
し
借
り
な
ど
の
流
通
に
つ
い
て
な
ど
も
、

牛
を
扱
っ
て
い
た
方
に
お
聞
き
し
記
録
し
て
お
き
た
い
と
考
え
る
。
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人
と
動
物
の
日
本
史
２
―
歴
史
の
な
か
の
動
物
た
ち
―
』
河
野
通

明
「
農
耕
と
牛
馬
」（
発
行
：
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
九
年
）

註
１
．
本
誌　

永
江
弘
之
著
「
生
活
文
化
と
聞
き
取
り
調
査
、
及
び
、
仰

木
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
制
作　

前
篇
」
Ｐ
25
～
72　

に
詳
し
く
掲
載
し

て
い
る
。

２
．『
大
津
市
下
仰
木　

八
坂
神
社
の
笹
神
輿
』
著
：
杉
立
繁
雄
よ
り

引
用

３
．
杉
立
繁
雄
氏
著
『
大
津
市
下
仰
木　

八
坂
神
社
の
笹
神
輿
』
に
よ

れ
ば
、「
笹
神
輿
ま
つ
り
」
は
、
か
つ
て
は
青
年
会
組
織
（
数
え

十
五
～
二
五
歳
、
若
衆
組
織
）
の
う
ち
、
十
五
～
十
七
歳
の
前
髪
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
三
十
四
年

に
前
髪
の
崩
壊
や
時
代
の
風
潮
も
あ
っ
て
一
時
中
断
さ
れ
た
が
、
昭

和
五
一
年
に
伝
統
的
な
行
事
が
途
絶
え
る
こ
と
を
危
惧
し
た
有
志
に

よ
り
ま
ず
一
基
が
復
活
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
た
地
元
で
は
昭
和

五
七
年
に
は
新
し
く
「
下
仰
木
民
芸
保
存
会
（
笹
神
輿
保
存
会
）」

が
結
成
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
前
髪
主
導
の
行
事
か
ら
、
現
行
の
保
存

会
お
よ
び
子
供
へ
の
行
事
と
移
っ
て
い
っ
た
と
あ
る
。
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古
代
よ
り
自
然
環
境
と
対
峙
し
共
存
し
て
き
た
日
本
人
は
、
そ
れ
ら
に

固
有
の
名
を
命
名
し
、
自
分
た
ち
の
生
き
る
源
と
し
て
敬
意
を
表
し
て
き

た
。
例
え
ば
圧
倒
す
る
山
々
の
存
在
や
、
原
野
よ
り
湧
き
出
る
泉
、
流
れ

落
ち
る
滝
、
そ
の
運
動
に
よ
り
形
を
変
え
た
岩
、
石
、
木
な
ど
あ
ら
ゆ
る

自
然
の
有
様
や
現
象
に
神
仏
の
名
を
冠
し
た
の
は
そ
の
現
わ
れ
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　

私
は
そ
の
よ
う
な
固
有
の
名
を
冠
し
た
場
が
周
囲
の
人
々
に
よ
っ
て
現

在
も
な
お
受
け
継
が
れ
、
生
活
の
源
と
し
て
精
神
的
、
物
質
的
に
主
た
る

存
在
で
あ
る
こ
と
に
興
味
を
も
た
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
な
か
で
も
近
江

の
国
（
滋
賀
県
）
は
、
四
方
を
山
に
囲
ま
れ
、
そ
の
山
々
の
合
間
か
ら
流

れ
出
た
水
は
真
ん
中
に
大
き
な
水
溜
り
を
つ
く
っ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も

な
い
が
、“
水
の
あ
る
国
”
で
あ
る
。

　

高
度
経
済
成
長
期
に
育
っ
た
私
は
、
水
道
の
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、
い
わ

ゆ
る
Ｈ
２
Ｏ
の
水
が
流
れ
で
る
。
こ
れ
が
当
た
り
前
の
感
覚
と
し
て
こ
れ

ま
で
生
き
て
き
た
の
だ
。

　

近
代
化
と
共
に
上
水
道
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
、
生
活
を
営
む
人
々
に

と
っ
て
水
は
我
々
の
生
活
と
同
様
、
当
た
り
前
の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
、
上
水
道
の
水
で
し
か
生
活
し
た
こ
と
が
な
い
私
に
は
、
ど
う
し
て

も
水
道
が
な
い
生
活
に
実
感
が
持
て
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
疑
問
と
し

近
江
の
水
を
め
ぐ
る

�

石
川
　
亮

•••••••••••••••••••••••••••••••
Title :

The Water of Omi

Summary : 
I began making artworks using water I collected from springs 
throughout Shiga Prefecture in 2010. This marked the start of 
what has become my ongoing investigation of the background 
and roots of the various springs of Shiga Prefecture, most of 
which have names that can be traced back to traditional stories, 
area names, and the like. The focus of my current research is on 
the life that sprang up around water sources and the cultures to 
which the water gave rise.
•••••••••••••••••••••••••••••••
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て
、上
水
道
の
そ
れ
と
は
別
の
水
と
の
生
活
や
関
わ
り
、在
り
方
に
、迫
っ

て
み
た
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
滋
賀
県
は
水
の
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
固
有
の
名

を
冠
し
た
水
が
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
、
大
湖
に
流
れ
着
く
と
考
え
ら
れ
る

水
源
は
、
何
カ
所
あ
る
の
か
を
自
分
の
足
で
探
し
出
す
こ
と
に
し
た
の
で

あ
る
。

一
、
全
体
の
水
・
固
有
の
水��

　

二
〇
〇
七
年
、
美
術
家
で
あ
る
私
に
ス
イ
ス
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
美
術
学

校
の
先
生
の
誘
い
で
水
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
覧
会
に
参
加
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
と
き
に
私
が
出
し
た
作
品
ア
イ
デ
ア
は
、
日
本
の
湖
（
琵

琶
湖
）
の
水
と
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
湖
（
レ
マ
ン
湖
）
の
水
を
混
合
さ
せ
、
固

有
の
水
で
な
く
な
る
プ
ロ
セ
ス
を
み
せ
る
提
案
を
し
た
。
よ
っ
て
鑑
賞
者

は
そ
の
様
子
を
只
々
見
守
る
こ
と
に
な
る
。
土
地
の
歴
史
や
自
然
の
背
景

に
特
徴
の
あ
る
固
有
の
水
は
、
混
ざ
り
合
う
こ
と
で
固
有
性
は
失
わ
れ
、

同
時
に
背
景
も
全
て
失
わ
れ
る
。
そ
れ
は
単
な
る
生
命
と
し
て
不
可
欠
な

水
分
に
成
り
代
わ
り
、
名
前
の
無
い
水
、（
全
体
の
水
）
に
成
り
変
わ
る

の
で
あ
る
。

　

作
品
の
表
現
は
二
つ
の
凹
み
の
あ
る
分
厚
い
金
属
性
プ
レ
ー
ト
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
水
を
固
体
化
し
た
も
の
（
氷
）
を
配
置
す
る
。
二
つ
の
氷
は
外

気
に
ふ
れ
、
時
間
と
共
に
表
面
か
ら
溶
け
出
し
液
体
と
な
る
。
や
が
て
そ

の
水
滴
は
プ
レ
ー
ト
の
表
面
に
綺
麗
な
二
つ
の
水
溜
り
を
つ
く
り
、
そ
れ

ら
は
互
い
に
少
し
ず
つ
近
づ
き
張
力
が
働
く
こ
と
に
よ
っ
て
一
つ
と
な
り

混
ざ
り
合
う
の
で
あ
る
。
鑑
賞
者
は
改
め
て
そ
れ
ぞ
れ
が
別
々
の
水
源
か

ら
取
水
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
、
目
前
で
一
つ
に
な
っ
た
水
が
名
も
な
い
水

に
成
り
変
わ
る
こ
と
を
理
解
す
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
二
〇
一
〇
年
と
二
〇
一
二
年
、
湖
国
に
住
む
私
は
更
に
水
に
関
し

て
の
表
現
を
発
表
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
ス
イ
ス
で
お
こ

な
っ
た
二
国
の
別
々
の
水
を
混
合
さ
せ
融
合
す
る
表
現
に
対
し
て
、
自
国

の
地
元
の
固
有
の
水
を
め
ぐ
る
表
現
へ
と
展
開
す
る
。

　

四
方
を
山
々
に
囲
ま
れ
、
真
ん
中
に
大
湖
を
つ
く
る
近
江
（
滋
賀
）
の

水
源
を
探
り
出
し
、
そ
れ
ら
を
取
水
し
、
プ
レ
ー
ト
の
上
に
配
置
す
る
。

球
体
に
凍
ら
し
た
い
く
つ
か
の
湧
水
を
混
合
さ
せ
、
融
合
し
た
水
（
全
体

の
水
）
を
つ
く
る
作
品
を
計
画
す
る
に
至
っ
た
。

　

い
よ
い
よ
近
江
の
水
を
め
ぐ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
始
め
る
こ
と

に
な
る
が
、
地
図
や
観
光
情
報
な
ど
の
資
料
か
ら
調
査
を
開
始
す
る
が
、

思
っ
た
以
上
に
情
報
が
集
ま
り
や
す
い
こ
と
に
気
付
い
た
。
今
日
で
は
個

人
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
の
情
報
が
頼
り
に
な
る
こ
と
も
多
く
、
そ
れ
ら

を
辿
り
な
が
ら
実
際
に
現
地
で
水
を
汲
ん
で
い
る
と
地
元
の
人
か
ら
の
紹

介
で
、
現
地
人
の
み
が
知
る
湧
水
に
巡
り
会
う
こ
と
に
も
恵
ま
れ
た
。
そ

こ
に
は
地
域
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
承
や
民
俗
信
仰
も
一
緒
に
知
る
こ

と
に
な
り
、
興
味
深
い
経
験
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
〇
一
〇
年
三
月

の
時
点
で
八
〇
カ
所
、
二
〇
一
二
年
十
一
月
時
点
で
一
二
〇
カ
所
近
く
の

固
有
の
名
を
冠
し
た
水
を
確
認
し
て
い
る
。

　

こ
れ
を
融
合
さ
せ
る
プ
ロ
セ
ス
を
「
全
体
―
水
（
近
江
の
水
源
）」
と
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帯
刀
田
の
水
（
た
い
と
う
だ
の
み
ず
） 

　

湧
水
の
紹
介
を
始
め
る
に
至
っ
て
、
最
近
縁
あ
っ
て
め
ぐ
り
合
え
た
湧

き
水
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
湖
北
、
余
呉
湖
の
湖
畔
に
川
並
と
い
う
集

落
が
あ
る
。
そ
の
水
辺
に
近
い
と
こ
ろ
に
湧
き
出
る
ス
ポ
ッ
ト
は
存
在
す

る
。
石
碑
が
建
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
餓
鬼
に
来
て
仏
に
か
わ
る
清
水

か
な
」
と
い
う
句
が
読
み
取
れ
る
。
川
並
在
住
の
桐
畑
博
夫
（
き
り
は
た

は
く
お
）
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
別
名
「
末
後
の
水
」
と
呼
ば
れ
、
死
期

が
近
づ
く
と
こ
の
辺
り
の
人
は
こ
の
水
を
飲
ま
れ
る
そ
う
だ
。
こ
の
湧
き

水
か
ら
西
の
山
側
へ
視
線
を
あ
げ
る
と
大
き
な
楠
が
た
っ
て
お
り
、
そ
の

根
っ
こ
辺
り
に
こ
の
集
落
の
先
祖
が
眠
る
墓
地
が
あ
る
そ
う
だ
。
そ
の
辺

り
か
ら
地
中
に
染
み
込
ん
だ
水
が
こ
の
場
所
に
湧
き
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、

題
し
、
先
ず
は
美
術
作
品
と
し
て
発
表
す
る
こ
と
に
意
識
化
し
た
。
近
江

の
国
（
滋
賀
）
に
、
た
く
さ
ん
の
固
有
の
名
を
冠
し
た
水
が
存
在
し
、
結

果
と
し
て
作
品
の
成
立
と
共
に
湧
水
を
紹
介
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
固
有
の
水
よ
り
具
体
的
な
起
源
を
探
り
出
す
意
識
へ
と
方
向
付

け
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
水
質
や
成
分
の
探
索
調
査
よ
り
、
ど
の
よ
う
に
し

て
現
在
も
な
お
、
存
在
を
あ
ら
わ
に
し
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
か
、
そ

れ
ら
が
こ
の
湖
国
に
ど
れ
だ
け
現
存
す
る
の
か
、
生
活
、
民
俗
、
宗
教
、

交
通
な
ど
様
々
な
要
素
か
ら
迫
り
、
背
景
を
探
究
す
る
こ
と
を
主
た
る
研

究
と
し
て
進
め
る
こ
と
し
た
。

2007年スイスジュネーブでの展覧会の様子

2012年滋賀県立近代美術館「自然学」にて出品された
作品「全体−水（近江の水源）」

同展覧会へ出品された作品「全体−水（レマン湖−琵
琶湖）」（部分）
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こ
の
水
を
飲
む
と
先
祖
に
会
い
に
行
け
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
あ

る
。

　

名
前
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
戦

国
時
代
、
賤
ヶ
岳
の
戦
い
に
備
え

た
武
士
が
帯
刀
を
こ
の
水
で
研
い

で
い
た
と
の
伝
承
が
今
も
伝
わ
り
、

集
落
内
で
の
呼
び
名
に
な
っ
て
い

る
そ
う
だ
。　

　

現
在
、
鏡
湖
と
呼
ば
れ
る
美
し

い
余
呉
湖
の
水
は
北
か
ら
流
れ
る

余
呉
川
よ
り
余
呉
導
水
路
が
引
か

れ
て
い
る
様
で
あ
り
、
帯
刀
田
の

水
は
余
呉
湖
へ
湖
畔
か
ら
湧
き
出

る
唯
一
の
水
と
な
っ
て
い
る
。

二
、
職
の
水
、
用
の
水
（
し
ょ
く
の
み
ず
、
よ
う
の
み
ず
）��

　

近
江
の
水
（
水
源
）
に
お
い
て
、
特
に
名
前
が
つ
い
て
い
る
水
や
、
現

在
も
周
囲
の
人
々
の
手
で
大
事
に
さ
れ
て
い
る
水
を
こ
れ
か
ら
紹
介
し
て

行
き
た
い
。
中
に
は
名
前
が
つ
く
に
至
っ
て
い
な
い
が
、
古
く
か
ら
地
域

の
人
々
に
よ
っ
て
大
切
に
さ
れ
、
今
日
も
使
わ
れ
て
い
る
水
も
取
上
げ
た

い
。
現
在
、
一
二
〇
カ
所
近
い
水
を
確
認
し
て
い
る
が
、
水
汲
み
に
出
か

け
る
度
に
新
た
な
水
に
め
ぐ
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
を
よ
り
適 帯刀田の水を汲む筆者

切
に
分
類
を
す
る
に
は
今
後
更
に
多
角
的
な
観
点
か
ら
考
察
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
回
は
近
江
の
文
化
を
支
え
て
き
た
も
の
づ
く
り
に
お
い
て
、
水
が
重

要
な
原
料
で
あ
り
、
地
域
産
業
を
発
展
へ
と
も
た
ら
し
、
そ
の
豊
か
さ
が

今
日
に
至
る
ま
で
持
続
さ
れ
活
用
さ
れ
て
い
る
水
。

　

こ
の
水
を
「
用
い
る
」
こ
と
が
職
を
産
み
、
技
を
み
が
き
、
そ
の
豊
富

さ
が
糧
と
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
水
を
取
上
げ
た
い
。

紺
九
の
川
戸
（
こ
ん
く
の
か
わ
と
）

　

野
洲
市
小
篠
原
の
交
差
点
か
ら
旧
中
山
道
を
少
し
入
っ
た
と
こ
ろ
に
近

江
本
藍
染
「
紺
九
」
が
あ
る
。

　

創
業
明
治
三
年
か
ら
天
然
の
藍
染
め
は
、
原
料
確
保
か
ら
染
に
お
け
る

一
つ
ひ
と
つ
の
作
業
に
至
ま
で
、
今
日
も
そ
の
伝
統
の
技
を
受
け
継
い
で

い
る
。
国
の
重
要
文
化
財
「
紺
紙
泥
華
厳
経
」
の
修
復
や
桂
離
宮
松
琴
亭

（
茶
室
）
の
襖
の
壁
紙
、
市
松
藍
染
紙
を
手
が
け
て
い
る
。

　

敷
地
内
に
は
、
藍
甕
（
あ
い
が
め
）
で
染
め
る
紺
屋
（
こ
う
や
）
と
呼

ば
れ
る
建
物
や
裏
庭
に
は
藍
を
筵
（
む
し
ろ
）
と
重
ね
合
わ
せ
じ
っ
く
り

発
行
さ
せ
、「
す
く
も
」
を
つ
く
る
先
代
の
つ
く
っ
た
室
（
む
ろ
）
が
あ
る
。

そ
の
中
庭
と
の
間
に
、
な
に
や
ら
ぷ
く
ぷ
く
と
音
を
立
て
る
水
場
、
川
端

の
よ
う
な
場
所
が
あ
る
。

　

紺
九
を
受
け
継
ぐ
森
芳
範
（
も
り
よ
し
の
り
）
さ
ん
に
お
話
を
聞
く
と
、

そ
こ
か
ら
湧
き
出
て
い
る
の
は
地
下
水
で
あ
り
妙
光
寺
山
と
田
中
山
と
の

山
間
か
ら
流
れ
る
水
系
か
野
洲
川
の
水
系
で
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
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の
水
は
藍
染
め
の
行
程
で
灰
汁
を
つ
く
る
時
に
用
い
ら
れ
、
こ
れ
が
染
ま

り
具
合
を
み
る
の
に
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
の
事
、
一
切
薬
品
類
を
使
わ

な
い
事
か
ら
水
道
水
で
は
余
分
な
薬
品
成
分
が
混
入
し
て
し
ま
い
、
あ
ざ

や
か
な
藍
色
の
仕
上
が
り
に
な
ら
な
い
そ
う
だ
。
ま
た
こ
の
地
下
水
は
、

染
め
る
前
の
絹
糸
に
つ
い
た
脂
分
を
落
と
す
た
め
に
炊
く
際
に
も
使
わ
れ

る
そ
う
で
あ
り
、
近
江
本
藍
染
「
紺
九
」
に
と
っ
て
命
の
水
と
言
っ
て
良

い
で
あ
ろ
う
。

　
「
こ
の
二
、
三
年
で
周
囲
は
田
畑
か
ら
住
宅
、
商
店
が
変
わ
っ
た
こ
と

や
山
手
の
方
で
ち
ょ
っ
と
工
事
が
あ
る
と
地
下
水
は
数
日
濁
っ
て
し
ま
う

な
ど
環
境
の
変
化
は
め
ま
ぐ
る
し
い
。」
と
芳
範
さ
ん
は
話
さ
れ
る
。

　

水
に
限
ら
ず
天
然
の
原
料
で
あ
る
藍
、
筵
の
調
達
や
木
桶
や
金
盥
（
か

紺九の川戸

「すくも」をつくる先代のつくった室（むろ）

な
た
ら
い
）
な
ど
の
道
具
の
確
保
も
難
し
く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
の

こ
と
か
ら
本
藍
染
め
を
持
続
す
る
に
は
相
当
厳
し
い
環
境
に
な
っ
て
き
て

い
る
と
感
じ
た
。
明
治
期
か
ら
の
近
代
化
に
よ
り
、
大
幅
に
自
然
環
境
が

変
化
し
、
そ
れ
に
伴
う
人
々
の
生
活
様
式
も
変
容
し
た
こ
と
を
あ
ら
た
め

て
感
じ
た
。

　

上
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
以
前
は
、“
紺
九
さ
ん
の
「
か
わ
と
」”
と
近

所
の
人
々
か
ら
親
し
ま
れ
、
飲
み
水
と
し
て
、
或
は
洗
い
物
な
ど
し
な
が

ら
身
近
な
情
報
交
換
の
場
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

七
本
鎗
の
水
（
し
ち
ほ
ん
や
り
の
み
ず
）

　

北
近
江
北
国
街
道
沿
い
木
之
本
に
、
創
業
四
六
〇
余
年
の
地
酒
、
造
り

酒
屋
「
七
本
鎗
」
の
銘
柄
で
知
ら
れ
る
「
冨
田
酒
造
」
が
あ
る
。

　

地
酒
の
「
地
」
に
こ
だ
わ
り
、
日
本
酒
の
原
料
で
あ
る
米
は
地
元
の
農

家
で
と
れ
る
既
存
の
品
種
を
使
用
し
、
水
は
奥
伊
吹
山
系
の
伏
流
水
で
あ

る
蔵
内
の
井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る
。
江
戸
期
か
ら
続
く
酒
蔵
は
決
し
て

大
き
く
は
な
い
が
、
そ
の
水
を
中
心
に
酒
造
り
の
手
順
が
段
取
り
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
私
の
目
に
は
映
っ
た
。

　

冨
田
酒
造
十
五
代
目
蔵
元
の
冨
田
泰
伸
（
と
み
た
や
す
の
ぶ
）
さ
ん
に

お
話
を
聞
く
と
、
そ
の
井
戸
水
か
ら
豊
富
な
水
が
湧
き
上
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
酒
造
り
が
で
き
る
の
だ
と
、
ま
た
こ
の
水
で
な
い
と
「
七
本
鎗
」

が
で
き
な
い
と
断
言
さ
れ
て
い
る
。

　

泰
伸
さ
ん
が
蔵
元
に
な
り
、「
地
」
に
こ
だ
わ
る
こ
と
を
改
め
て
見
い

だ
し
、
地
元
の
農
家
と
そ
の
土
地
で
で
き
る
「
米
」
を
使
う
事
か
ら
更
に
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蔵内で水を汲む筆者

江戸期から続く冨田酒造

広
が
り
、
地
元
の
農
業
高
校
で
学
ぶ
高
校
生
が
つ
く
る
お
米
を
使
用
し
た

「
七
本
鎗 

長
農
高
育
ち
」
を
店
頭
で
販
売
す
る
こ
と
な
ど
、「
原
料
」「
つ

く
り
手
」「
次
世
代
育
成
」
と
全
て
を
地
元
の
手
で
つ
く
り
上
げ
る
姿
勢

が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
私
が
こ
の
造
り
酒
屋
の
水
に
着
目
し
た
の
は
、
そ

の
気
持
ち
の
源
が
蔵
内
の
井
戸
水
に
他
な
ら
な
い
と
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

酒
は
言
う
ま
で
も
な
く
「
ハ
レ
」
も
「
ケ
ガ
レ
」
も
人
々
に
と
っ
て
そ
の

輪
の
中
に
必
ず
存
在
し
、
奉
ら
れ
て
き
た
。
即
ち
こ
の
水
は
現
代
で
い
う

「
メ
デ
ィ
ア
」
そ
の
も
の
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。
結
果
と
し
て
木
之
本
、

ひ
い
て
は
伊
香
郡
の
町
づ
く
り
を
担
っ
て
き
た
水
（
地
酒
）
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　

泰
伸
さ
ん
は
こ
う
も
言
う
。「
し
か
し
近
年
本
当
に
若
い
人
が
木
之
本
、

湖
北
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
。
次
世
代
の
こ
の
町
は
ど
う
な
る
の
か
？
」

と
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　

酒
造
り
と
町
づ
く
り
は
表
裏
一
体
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

か
な
ぼ
う

　

旧
近
江
町
（
現
米
原
市
）
湖
岸
道
路
沿
い
の
少
し
東
へ
入
っ
た
と
こ
ろ

に
世
継
（
よ
つ
ぎ
）
と
い
う
集
落
が
あ
る
。
周
囲
は
田
畑
が
ひ
ら
け
、
伊

吹
山
が
視
界
に
入
っ
て
く
る
。
私
が
は
じ
め
て
そ
の
地
を
訪
れ
た
の
は

二
〇
一
〇
年
冬
、
近
江
の
湧
き
水
を
探
し
は
じ
め
た
頃
で
あ
る
。
車
一
台

が
走
れ
る
道
を
進
む
と
神
社
が
あ
ら
わ
れ
、
気
の
向
く
ま
ま
歩
い
て
い
る

と
「
ジ
ャ
バ
ジ
ャ
バ
」
と
い
う
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。
家
一
軒
分
の
開
け

た
所
に
目
的
の
水
を
発
見
し
た
。
驚
く
ほ
ど
の
勢
い
で
湧
き
出
て
お
り
、

小
さ
な
プ
ー
ル
が
二
段
に
な
っ
た
水
場
に
は
先
客
が
何
や
ら
仕
事
を
し
て

い
た
。
私
は
そ
っ
と
顔
を
覗
か
す
と
「
人
間
は
仕
事
せ
な
ア
カ
ン
」
と
い

き
な
り
そ
の
先
客
（
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
）
が
話
し
か
け
て
こ
ら
れ
た
。
上
の

段
の
プ
ー
ル
に
沢
山
の
カ
ブ
を
ぷ
か
ぷ
か
と
浮
か
せ
、
脇
に
あ
る
タ
ワ
シ

で
カ
ブ
を
こ
す
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
改
造
乳
母
車
に
カ
ブ
を
大

事
に
乗
せ
、「
お
先
」
と
一
言
。
そ
の
間
先
客
と
話
を
し
て
い
た
の
を
覚

え
て
い
る
が
、
冬
の
寒
い
中
、
一
時
も
手
を
休
め
る
事
な
く
話
さ
れ
て
い

た
。
先
客
の
話
で
は
金
属
の
パ
イ
プ
が
地
面
に
突
き
刺
し
て
あ
る
だ
け
で

自
噴
し
て
い
る
と
の
事
、
金
気
が
強
く
プ
ー
ル
の
淵
に
は
何
か
が
付
着
し

て
お
り
温
泉
の
匂
い
が
し
た
。
少
し
離
れ
た
地
面
に
石
の
プ
レ
ー
ト
が
あ

る
。
読
む
と
「
水
の
湧
き
出
て
い
る
泉
及
び
洗
い
場
を
総
称
し
た
言
葉
で
、
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こ
の
水
源
は
遠
く
霊
仙
山
に
発
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
深
さ
は
地
下
百

米
ほ
ど
あ
り
、
鉄
分
を
含
む
た
め
茶
の
湯
に
は
適
さ
な
い
…
平
成
八
年
十

月
淡
海
文
化
」
と
あ
る
。
し
ば
ら
く
し
て
先
程
の
女
性
が
忘
れ
物
を
し
た

の
か
戻
っ
て
来
ら
れ
た
。
そ
し
て
一
言
「
あ
ん
た
ら
は
こ
の
水
飲
ん
だ
ら

お
腹
こ
わ
す
で
！
」
と
。

　

近
江
に
は
今
日
も
伝
統
の
職
や
技
、
労
働
と
共
に
こ
の
よ
う
に
水
が
受

け
継
が
れ
て
い
る
。
こ
の
水
が
職
を
産
み
文
化
を
受
け
継
い
で
き
た
の
で

あ
ろ
う
。
先
述
し
た
よ
う
に
昨
今
こ
れ
ら
を
持
続
す
る
に
は
難
し
い
状
況

に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。

　

目
前
の
利
便
性
を
追
求
す
る
豊
か
さ
の
時
代
か
ら
、
職
と
技
と
水
が
無

理
な
く
持
続
で
き
る
環
境
が
我
々
の
求
め
る
豊
か
さ
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
、
暮
し
の
水
、近
い
水（
く
ら
し
の
み
ず
、
ち
か
い
み
ず
）  

　

私
が
水
を
探
し
出
す
切
掛
け
と
な
り
、
最
も
感
覚
を
研
ぎ
す
ま
す
要
因

の
一
つ
で
あ
る
水
に
せ
ま
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
の
生
活
に
お
い
て
「
水
道
の
水
」
は
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
流
れ
出
し
、

し
め
る
と
止
ま
る
。
こ
の
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
る
水
は
一
体
何
処
か
ら

来
た
の
だ
ろ
う
か
、
私
は
こ
の
問
い
に
直
ぐ
に
答
え
る
事
は
出
来
な
い
。

ど
こ
か
「
遠
く
」
で
浄
水
さ
れ
、
地
中
の
管
を
通
っ
て
来
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。

　

こ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
が
直
ぐ
に
で
る
水
、自
分
の
居
場
所
か
ら「
近

い
」
場
所
に
水
源
が
あ
り
、今
日
に
お
い
て
も
昔
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
「
暮

し
」
の
水
を
見
て
行
き
た
い
。

針
江
の
生
水
（
は
り
え
の
し
ょ
う
ず
）

　

高
島
市
新
旭
の
針
江
（
は
り
え
）
地
区
は
集
落
一
体
が
湧
水
群
と
な
っ

て
い
る
。
そ
こ
は
北
西
に
比
良
山
系
を
望
み
、
そ
の
北
側
を
尾
根
伝
い
に

大
き
く
弧
を
描
き
び
わ
湖
へ
と
注
が
れ
る
安
曇
川
の
最
下
流
域
に
位
置
し

て
い
る
。
こ
の
周
辺
は
名
も
無
い
自
噴
水
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
湧
き
出
し
、

び
わ
湖
の
周
囲
に
お
い
て
最
も
多
く
水
が
湧
き
出
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

　

中
で
も
針
江
に
湧
き
出
る
水
は
透
き
通
っ
て
お
り
、
と
て
も
美
し
い
。

私
が
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
地
域
の
方
に
手
渡
さ
れ
た
竹
筒
の
器
に
水
を

汲
み
、
一
口
飲
む
と
あ
ら
た
め
て
そ
の
お
い
し
さ
、
ま
ろ
や
か
さ
を
実
感

す
る
。
不
思
議
な
事
に
、
こ
こ
か
ら
一
集
落
湖
岸
へ
あ
る
い
は
山
側
へ
行

地面に石のプレートがある

沢山のカブが浮かぶ
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く
と
こ
の
よ
う
な
水
は
湧
き
出
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
何
か
こ
の
場
所

が
神
域
め
い
た
も
の
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
針
江
で
は
こ
の
水
を
生
水

（
し
ょ
う
ず
）
と
呼
ん
で
お
り
ま
さ
に
「
生
き
る
水
」
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
地
域
の
元
漁
師
、
田
中
三
五
郎
（
た
な
か
さ
ん
ご
ろ
う
）
さ
ん
の

お
家
に
伺
い
、
お
話
を
聞
く
事
が
で
き
た
。
玄
関
を
入
る
と
土
間
に
な
っ

て
お
り
旧
家
の
佇
ま
い
が
今
に
残
っ
て
い
る
。
あ
た
り
は
薄
暗
く
、
前
に

進
む
と
右
側
へ
一
段
下
が
る
つ
く
り
に
な
っ
て
い
る
。
辿
り
着
く
と
そ
こ

は
眩
し
く
、
キ
ラ
キ
ラ
と
揺
ら
め
く
光
に
満
ち
て
い
る
。
直
径
一
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
壷
池
に
水
が
注
が
れ
そ
の
下
方
へ
も
う
一
段
下
が
っ
た
と
こ
ろ

に
三
メ
ー
ト
ル
四
方
の
囲
い
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
口
を
ぱ
く
ぱ
く
し
た
鯉

が
数
匹
お
り
、
ど
う
や
ら
こ
の
空
間
は
外
と
一
体
と
な
っ
て
い
る
事
に
気

付
く
。
こ
れ
が
内
川
端
（
う
ち
か
ば
た
）
で
あ
る
。

　

三
五
郎
さ
ん
が
「
あ
る
日
こ
の
鯉
、
何
故
か
元
気
が
無
い
ん
や
。
な
ん

か
“
い
つ
も
と
違
う
も
ん
”
が
な
が
れ
て
き
た
ん
や
ろ
な
あ
！
」
と
話
さ

れ
た
。
同
行
し
た
学
生
は
そ
の
言
葉
に
ド
キ
ッ
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。“
い

つ
も
と
違
う
も
ん
”
を
意
味
す
る
物
が
環
境
に
不
適
合
な
も
の
で
あ
る
こ

と
は
す
ぐ
に
想
像
は
つ
い
た
が
、
三
五
郎
さ
ん
が
日
々
の
自
然
環
境
の
変

化
に
敏
感
で
あ
る
事
が
じ
わ
じ
わ
伝
わ
っ
て
来
た
。
鯉
と
共
存
す
る
事
に

よ
り
周
囲
（
近
く
）
で
何
が
起
き
て
い
る
か
を
未
然
に
感
じ
取
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
私
た
ち
の
生
活
の
水
が
あ
ま
り
に
も
遠
い
と
こ

ろ
か
ら
来
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

我
々
の
自
然
に
対
す
る
危
機
感
は
い
つ
も
情
報
の
中
に
あ
る
。「
〇
〇

の
数
値
が
空
気
中
に
×
×
あ
り
、身
体
に
直
ち
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。」

な
ど
と
言
っ
た
言
葉
に
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
感
じ
て
い
る
。
我
々
は
数
値
や

理
論
上
で
表
さ
れ
る
文
明
の
力
が
、
自
然
の
脅
威
と
対
峙
で
き
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

　

こ
こ
に
は
自
然
か
ら
贈
与
さ
れ
る
恵
み
と
自
然
の
変
化
を
感
じ
取
る
力

が
暮
し
の
中
に
息
づ
い
て
い
る
と
感
じ
た
。

蛭
谷
の
湧
水
（
ひ
る
だ
に
の
ゆ
う
す
い
）

　

八
日
市
（
東
近
江
市
）
か
ら
伊
勢
の
国
（
三
重
県
）
へ
と
抜
け
る
八
風

街
道
を
走
り
、
永
源
寺
ダ
ム
を
こ
え
更
に
進
む
と
小
椋
谷
六
ヶ
畑
と
呼
ば

れ
る
地
域
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
黄
和
田
あ
た
り
か
ら
北
側
へ
入
っ
た
と
こ

ろ
に
古
く
は
茶
所
と
し
て
知
ら
れ
る
政
所
（
ま
ん
ど
こ
ろ
）
が
あ
る
。
ま

だ
山
奥
へ
進
む
と
蛭
谷
（
ひ
る
だ
に
）
と
呼
ば
れ
る
集
落
に
で
る
。
現
在

針江の生水　内川端の鯉とたわむれる学生をそっと見
守る三五郎さん

針江の生水　内川端の外側は水路とつながっている。
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お
話
し
さ
れ
な
が
ら
入
れ
て
い
た
だ
い
た
事
を
記
憶
し
て
い
る
。
後
か
ら

お
茶
の
話
も
聞
く
と
、「
こ
の
辺
り
で
は
皆
、
自
分
の
家
に
茶
畑
が
あ
り
、

そ
こ
で
と
れ
る
お
茶
を
飲
む
の
が
習
わ
し
だ
。」
と
話
さ
れ
た
。
こ
の
小

椋
谷
で
は
生
業
を
支
え
た
木
（
木
地
）
と
お
茶
は
自
然
の
恵
み
で
あ
り
、

神
で
あ
り
、
生
活
と
一
体
化
し
て
い
る
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
事
を
感
じ
た

次
第
で
あ
る
。

　

我
々
は
イ
ギ
リ
ス
や
イ
ン
ド
の
輸
入
紅
茶
、
或
い
は
宇
治
や
静
岡
の
玉

露
な
ど
を
専
門
店
で
購
入
し
、お
茶
を
楽
し
ん
で
い
る
が
、こ
こ
に
も
「
近

い
水
、
茶
」
の
差
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

最
後
に
蛇
足
で
あ
る
が
蛭
谷
の
一
つ
下
流
の
集
落
、
政
所
が
「
宇
治
は
茶

所
、
茶
は
政
所
」
と
う
た
わ
れ
た
の
は
茶
が
生
活
の
一
部
で
あ
っ
た
事
は

で
は
七
戸
く
ら
い
の
小
さ
な
集
落
で
あ
る
が
隣
の
集
落
、
君
ヶ
畑
（
き
み

が
は
た
）
と
並
ん
で
生
業
を
「
木
地
師
」
と
す
る
歴
史
と
伝
承
が
色
濃
く

残
っ
て
い
る
。

　

こ
の
地
に
は
じ
め
て
訪
れ
た
の
は
二
〇
〇
九
年
の
夏
で
あ
る
。
暑
い
盛

り
に
木
地
師
の
里
を
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
と
「
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
」
と
い
う

音
が
聞
こ
え
、
そ
の
音
源
に
誘
わ
れ
る
よ
う
に
近
寄
っ
て
行
く
と
音
源
な

ら
ぬ
水
源
を
発
見
し
た
。
山
の
斜
面
に
重
な
る
よ
う
に
集
落
が
立
ち
並
ん

で
お
り
、
自
然
石
を
積
ん
だ
石
垣
は
こ
の
集
落
を
し
っ
か
り
と
支
え
て
い

た
。
水
源
は
崖
か
ら
連
な
る
そ
の
石
垣
の
間
か
ら
溢
れ
出
て
お
り
、
そ
の

水
を
う
ま
く
パ
イ
プ
に
つ
な
げ
一
旦
貯
水
槽
に
貯
め
て
い
る
。
そ
れ
を
日

差
し
の
良
い
場
所
ま
で
引
き
、
皆
が
集
ま
る
水
場
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

　

二
〇
一
二
年
初
夏
に
、
木
地
師
の
伝
承
を
取
材
す
る
機
会
が
訪
れ
、
蛭

谷
在
住
の
小
椋
正
美
（
お
ぐ
ら
ま
さ
み
）
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。
そ
の

時
に
水
に
つ
い
て
も
お
話
を
聞
く
事
が
で
き
た
。「
私
が
小
さ
い
頃
か
ら

絶
え
る
こ
と
な
く
水
が
出
て
お
り
、
こ
の
地
域
の
生
活
の
水
で
あ
る
事
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
生
ま
れ
る
前
か
ら
ず
っ
と
湧
き
出
て
い
る
水
で
あ

る
。」
と
話
さ
れ
た
。

　

更
に
私
は
お
話
の
最
中
、
気
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
丁
寧
に

お
茶
の
用
意
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
。
お
茶
の
葉
を
急
須
に
い
れ
、
湯
を

湯
の
み
に
い
れ
て
か
ら
随
分
と
時
間
を
か
け
、
ま
た
そ
れ
を
湯
の
み
か
ら

急
須
に
移
し
、
ゆ
っ
く
り
と
お
茶
を
出
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
あ
る
。

お
茶
の
香
と
味
は
非
常
に
印
象
深
い
も
の
で
あ
り
、
文
章
で
は
到
底
伝
え

る
事
が
出
来
な
い
。
そ
の
手
順
も
形
式
張
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
自
然
に

蛭谷の湧水　石垣の連なる集落にある水場

蛭谷の湧水　斜面にある水場
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当
然
の
事
、
途
切
れ
る
事
の
無
い
こ
の
湧
き
水
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
持
続

さ
れ
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

エ
ン
コ
（
え
ん
こ
）

　

瀬
田
の
唐
橋
東
詰
か
ら
北
へ
少
し
歩
く
と
平
屋
の
一
軒
家
が
軒
を
連
ね

る
懐
か
し
い
昭
和
の
空
気
が
漂
う
地
区
が
あ
る
。
大
津
市
瀬
田
一
丁
目
は

近
頃
そ
こ
の
枯
渇
し
て
い
た
湧
き
水
が
復
活
し
不
思
議
な
程
に
溢
れ
出
て

い
る
と
い
う
知
ら
せ
を
聞
い
た
。
早
速
、
ま
ち
づ
く
り
住
民
グ
ル
ー
プ
の

村
田
譲
（
む
ら
た
ゆ
た
か
）
さ
ん
と
連
絡
を
と
り
、
お
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
い
た
。

　

前
回
紹
介
し
た
米
原
市
世
継
地
区
の
「
か
な
ぼ
う
」
と
姿
形
が
よ
く
似

て
い
る
。
湧
き
水
は
上
下
二
つ
の
水
槽
に
た
め
ら
れ
上
の
水
槽
は
飲
用
、

下
の
水
槽
は
瀬
田
川
で
捕
っ
た
魚
を
生
け
簀
（
す
）
代
わ
り
に
入
れ
た
り
、

洗
濯
を
し
た
り
、
昭
和
三
〇
年
代
頃
ま
で
は
近
所
の
住
人
と
共
同
で
使
っ

て
い
た
と
聞
く
。
な
ぜ
そ
の
湧
き
水
が
再
び
湧
き
上
っ
た
か
で
あ
る
が
、

最
近
、
隣
接
す
る
大
手
家
電
メ
ー
カ
ー
の
工
場
が
撤
退
し
た
こ
と
で
地
下

水
を
使
わ
な
く
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
原
因
で
は
な
か
ろ
う
か
と
話
さ
れ

る
。

　

工
場
は
発
展
と
共
に
地
下
水
を
た
く
さ
ん
汲
み
上
げ
、
そ
の
使
用
量
が

増
え
る
の
と
、
同
時
に
上
水
道
が
整
備
さ
れ
た
事
で
周
辺
住
民
は
「
エ
ン

コ
」
を
次
第
に
使
用
し
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

近
年
我
々
の
生
活
を
豊
か
に
し
、
日
本
の
近
代
化
を
担
っ
て
来
た
大
手

家
電
メ
ー
カ
ー
の
撤
退
や
規
模
縮
小
、
吸
収
合
併
の
話
を
耳
に
す
る
。
そ

エンコ　現存する上下二層式の遺構

エンコ　最近復活した湧水を汲む筆者

れ
は
高
度
情
報
化
社
会
の
隆
盛
が
一
段
落
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
な
ど
多
く
の
製
品
を
世
に
送
り
出
す
利
便
性
を
追
求
し
て
来
た
時

代
か
ら
、
人
間
同
士
が
向
き
合
っ
て
対
話
す
る
時
代
に
変
化
し
て
来
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
瀬
田
一
丁
目
で
は
「
瀬
田
唐
橋
ま
ち
づ
く
り

の
会
」
が
発
足
し
、
八
カ
所
あ
っ
た
「
エ
ン
コ
」
を
復
元
す
る
計
画
が
あ

る
よ
う
だ
。「
ま
ち
の
宝
と
し
て
郷
土
史
の
伝
承
や
防
災
面
で
も
活
用
し

て
い
き
た
い
。」
と
い
う
思
い
を
村
田
さ
ん
は
話
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
か
ら
我
々
が
目
指
す
本
当
の
豊
か
さ
と
は
、
と
な
り
近
所
の
方
々

と
水
場
を
囲
ん
で
対
話
を
す
る
。
そ
し
て
、
い
ざ
と
い
う
非
常
時
に
助
け

合
え
る
関
係
で
い
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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四
、
道
端
の
水
、
巡
り
あ
う
水�

　
　（
み
ち
ば
た
の
み
ず
、
め
ぐ
り
あ
う
み
ず
）  

　

地
図
を
片
手
に
目
的
地
に
向
か
っ
て
水
を
探
し
出
す
途
中
、
ふ
と
し
た

切
掛
け
で
巡
り
会
う
こ
と
に
な
っ
た
水
、
あ
る
い
は
探
し
な
が
ら
も
水
場

が
発
見
で
き
ず
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
よ
う
な
存
在
の
水
を
取
上
げ
ま
す
。

湧
き
水
を
探
す
に
は
事
前
の
準
備
が
重
要
で
あ
る
。
予
め
地
図
と
睨
み
合

い
、「
だ
い
た
い
こ
の
辺
や
ろ
う
！
」
と
つ
ぶ
や
き
、
そ
の
場
所
を
想
像

し
な
が
ら
地
図
に
印
を
入
れ
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
何
回
か
め
ぐ
っ
て
い

る
う
ち
に
、
概
ね
水
場
の
条
件
が
見
え
て
く
る
も
の
で
あ
る
。

　

社
寺
や
史
跡
の
中
に
あ
る
場
合
は
案
内
が
き
ち
ん
と
さ
れ
て
い
る
。
主

要
な
街
道
沿
い
に
あ
る
場
合
は
東
屋
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
立
派
な
表
札

が
建
っ
て
い
る
。
県
内
の
エ
リ
ア
だ
と
一
日
八
カ
所
く
ら
い
回
る
事
が
出

来
れ
ば
、
上
出
来
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
う
簡
単
に
行
か
な
い
の
が
、
湧
き
水
め
ぐ
り
の
面
白
い
と

こ
ろ
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
地
元
の
人
々
だ
け
が
知
っ
て
い
る
水
場
を
訪
ね

る
の
だ
か
ら
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
私
の
よ
う
な
よ
そ
者
が
そ
の
生
活
圏

に
入
り
込
み
、
湧
き
水
が
見
つ
か
ら
な
い
と
な
る
と
、
周
辺
を
ウ
ロ
ウ
ロ

す
る
事
に
な
る
の
で
段
々
気
が
引
け
て
き
て
、
悪
い
気
が
し
て
く
る
の
は

当
然
の
こ
と
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
陥
っ
た
時
に
毎
回
「
水
」
を
い
た
だ
く
こ
と
の
意

味
を
考
え
る
の
で
あ
る
。
水
は
生
命
体
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は

当
然
の
事
、
そ
の
背
景
に
あ
る
地
域
の
「
結
」
の
水
で
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
。
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
な
が
ら
柄
杓
と
ボ
ト
ル
を
持
っ
て
歩
い
て
い
る

と
「
こ
っ
ち
や
で
！
」
と
近
所
の
方
の
声
が
し
て
、
と
っ
く
に
通
り
過
ぎ

て
見
落
と
し
た
「
水
」
に
め
ぐ
り
会
え
る
の
で
あ
る
。

　

今
回
は
そ
の
よ
う
な
、
派
手
な
存
在
観
は
な
い
が
、
そ
の
周
囲
の
地
元

に
息
づ
く
水
に
迫
り
た
い
。

胡
桃
谷
の
名
水
（
く
る
み
だ
に
の
め
い
す
い
）

　

長
浜
市
余
呉
町
、
上
丹
生
（
か
み
に
う
）
か
ら
菅
並
（
す
が
な
み
）
を

走
る
県
道
２
８
５
号
の
脇
か
ら
そ
の
水
は
突
如
湧
き
出
て
い
る
。
県
道
沿

い
に
は
蛇
行
す
る
高
時
川
、
東
の
峰
に
は
横
山
岳
、
迎
い
に
は
七
七
頭
ヶ

岳
（
な
な
づ
が
た
け
）
を
仰
ぎ
見
る
こ
と
が
出
来
。
何
の
変
哲
も
な
い
道

路
脇
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
土
手
の
パ
イ
プ
に
導
水
し
て
あ
る
。
そ
こ
に

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
先
を
差
込
み
、
絶
え
ず
水
が
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
道

路
脇
の
側
溝
に
は
ス
テ
ッ
プ
も
設
置
し
て
あ
り
、
取
水
口
の
上
に
誰
か
の

手
書
き
で
あ
ろ
う
か
、
木
製
の
立
派
な
表
札
が
掲
げ
て
あ
る
の
だ
。「
こ

の
名
水
は
古
来
よ
り
湧
水
し
、
生
命
の
源
と
な
る
名
水
で
す
。
付
近
を
清

浄
に
� 

胡
桃
谷
の
名
水
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

　

私
は
二
〇
一
〇
年
の
冬
と
二
〇
一
二
年
の
初
夏
に
二
度
訪
れ
汲
水
し
た

が
二
度
と
も
通
り
過
ご
し
て
い
る
。
車
で
二
回
三
回
と
前
を
走
っ
て
よ
う

や
く
辿
り
着
く
の
で
あ
る
。
更
に
こ
の
県
道
２
８
５
号
の
先
、
菅
並
方
面

に
は
古
刹
、
塩
谷
山
・
洞
寿
院
（
え
ん
こ
く
ざ
ん
・
と
う
じ
ゅ
い
ん
）
と

い
う
曹
洞
宗
の
お
寺
が
あ
る
。
そ
の
山
門
の
脇
に
山
側
か
ら
水
が
出
て
お

り
「
み
ん
な
の
塩
谷
の
水
」
も
同
時
に
立
ち
寄
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
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ち
ら
も
同
様
手
書
き
の
木
製
の
表
札
が
立
っ
て
い
る
が
、
詳
し
く
は
後
述

し
た
い
。

栃
生
の
水
（
と
ち
う
の
み
ず
）

　

大
津
と
京
都
の
県
境
、
途
中
か
ら
国
道
３
６
７
号
を
福
井
方
面
へ
走
り
、

高
島
市
に
入
っ
て
直
ぐ
の
と
こ
ろ
に
朽
木
栃
生
と
い
う
地
が
あ
る
。
こ
こ

も
道
路
脇
の
斜
面
側
に
水
飲
み
場
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
取
水
口
の
横
に

は
お
地
蔵
様
が
祭
ら
れ
て
い
る
。
比
良
山
系
の
最
高
峰
、
武
奈
ヶ
岳
を
南

東
方
向
に
仰
ぎ
、
国
道
と
並
走
す
る
よ
う
に
安
曇
川
が
流
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
比
良
山
系
に
染
み
込
ん
だ
水
が
安
曇
川
へ
と
流
れ
込
ん
で
い
る
の

で
あ
ろ
う
と
想
像
が
つ
く
。
お
そ
ら
く
こ
の
辺
は
た
く
さ
ん
の
こ
の
よ
う

な
水
が
出
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

栃生の水　山側から湧き出る水を汲む筆者

栃生の水　道路脇の地蔵の横に水場がある

胡桃谷の名水　路側帯ぎりぎりで水を汲む筆者

胡桃谷の名水

　

以
前
こ
こ
を
通
り
、
気
に
な
っ
て
車
を
止
め
、
水
を
汲
ん
で
み
た
。
偶

然
地
元
の
農
家
の
方
が
あ
ら
わ
れ
、「
わ
し
ら
が
こ
こ
の
水
を
汲
め
る
よ

う
に
し
た
ん
や
！
」
と
話
し
か
け
ら
れ
た
。
こ
こ
は
側
道
が
少
し
広
め
に

と
ら
れ
て
あ
り
、
気
を
つ
け
て
見
て
い
る
と
比
較
的
気
付
き
や
す
い
水
場

に
な
っ
て
い
る
。
私
が
訪
れ
た
時
は
表
札
な
ど
で
名
前
を
示
す
も
の
は
な

か
っ
た
が
、
こ
こ
も
地
元
の
方
が
掃
除
を
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
通
る
度

に
水
汲
み
に
来
る
人
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

偶
然
み
つ
け
た
水
場
で
あ
る
が
、
自
然
の
恵
み
に
対
す
る
人
間
の
思
い

は
高
ま
っ
て
来
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
も
し
か
し
た
ら
名
前
が
つ
け
ら
れ

表
札
が
立
て
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
ふ
と
考
え
た
。
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て
指
定
を
受
け
、
二
〇
〇
六
年
に
は
米
原
市
の
柏
原
地
区
環
境
整
備
事
業

に
お
い
て
白
清
水
の
周
辺
も
整
備
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

一
見
、
道
端
の
な
ん
の
変
哲
も
無
い
湧
水
と
思
い
が
ち
だ
が
、
思
わ
ぬ

大
物
と
の
巡
り
合
せ
で
あ
っ
た
。

岩
間
の
水
（
い
わ
ま
の
み
ず
）

　

西
国
巡
礼
三
十
三
所
観
音
霊
場
第
十
二
番
札
所
、
岩
間
寺
か
ら
蛇
行
す

る
参
道
を
少
し
下
山
し
た
と
こ
ろ
に
、
祠
が
二
つ
並
ん
で
建
っ
て
お
り
そ

の
脇
か
ら
勢
い
よ
く
湧
き
出
る
水
が
あ
る
。
急
な
坂
道
だ
が
、
曲
が
り
道

の
少
し
奥
ま
っ
た
場
所
に
取
水
口
が
あ
る
た
め
、
比
較
的
足
を
止
め
易
く
、

い
つ
も
誰
か
が
水
を
汲
ん
で
い
る
の
を
目
に
す
る
。

　

本
当
の
お
目
当
て
は
岩
間
寺
（
岩
間
山
正
法
寺
）
に
あ
る
「
雷
神
爪
堀

白
清
水
（
し
ら
し
ょ
う
ず
）

　

米
原
市
（
旧
山
東
町
）
の
Ｊ
Ｒ
柏
原
駅
近
く
、
国
道
21
号
柏
原
東
交
差

点
か
ら
北
に
入
り
踏
切
を
こ
え
た
小
道
の
脇
の
山
裾
に
そ
の
水
場
は
ひ
っ

そ
り
と
佇
ん
で
い
る
。
何
回
か
私
も
訪
れ
た
が
水
を
汲
ん
で
い
る
人
と
出

く
わ
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
そ
の
理
由
は
湧
き
水
の
水
源
を
み
れ
ば

一
目
瞭
然
、
水
は
枯
れ
て
は
い
な
い
が
非
常
に
少
な
く
、
手
を
洗
っ
た
り

す
る
ほ
ど
勢
い
良
く
湧
き
出
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
こ
は
周
囲
の
整
備
が
な
さ
れ
た
上
、
表
札
が
し
っ
か
り
と

立
て
ら
れ
、伝
説
を
受
け
継
ぐ
名
前
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
表
札
に
は「
白

清
水
（
し
ら
し
ょ
う
ず
）　

小
さ
な
泉
で
、
古
く
よ
り
白
清
水
ま
た
は
玉

の
井
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。『
古
事
記
』
に
、
倭
建
命
（
や
ま
と
た
け
る

の
み
こ
と
）
が
伊
吹
山
の
神
に
悩
ま
さ
れ
、
こ
の
泉
で
正
気
づ
い
た
と
あ

り
、
ま
た
、
中
世
仏
教
説
話
『
小
栗
判
官
照
手
姫
（
お
ぐ
り
は
ん
が
ん
て

る
て
ひ
め
）』
に
、
姫
の
白
粉
（
お
し
ろ
い
）
で
清
水
（
し
み
ず
）
が
白

く
濁
っ
た
こ
と
か
ら
白
清
水
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
平
成

八
年
三
月　

山
東
町
教
育
委
員
会
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

も
う
少
し
調
べ
て
み
る
と
国
道
21
号
は
旧
中
山
道
で
あ
り
、
南
西
方
向

に
柏
原
宿
が
あ
り
ま
す
。
東
西
約
一
・
五
キ
ロ
に
お
よ
ぶ
宿
場
は
中
山
道

の
中
で
も
大
規
模
な
宿
場
町
で
あ
り
三
四
四
を
数
え
る
軒
が
並
ん
で
い
た

と
伝
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
伊
吹
も
ぐ
さ
の
産
地
で
も
あ
り
、
旅
人
で
繁
盛

し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

二
〇
〇
二
年
に
制
定
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
条
例
「
歴
史
的
・
文
化
的
景

観
ま
た
は
、
自
然
景
観
の
形
成
の
た
め
の
整
備
等
が
必
要
な
地
区
」
と
し

白清水　立派な表札が立つ

白清水　少ない湧出量の水を丁寧に汲む
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岩間の水　祠のとなりから湧き出る

の
湧
水
」
で
あ
り
、
こ
の
湧
水
も
伝
説
を
持
つ
水
で
あ
る
が
詳
し
く
は
後

述
す
る
こ
と
に
す
る
。
巡
礼
の
道
を
車
で
逆
走
す
る
こ
と
に
な
る
が
岩
間

寺
へ
と
登
る
途
中
、
突
然
目
に
飛
び
込
ん
で
来
た
水
場
で
あ
る
。
音
羽
山

系
岩
間
山
は
日
本
海
側
か
ら
複
数
の
断
層
が
比
叡
山
を
経
て
複
雑
に
交
差

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。
永
い
年
月
を
経
て
沢
山
の
層
を
通
過
し
て
溜

ま
っ
た
伏
流
水
が
地
中
に
溜
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

岩
間
山
は
京
都
と
近
江
を
ま
た
ぎ
、
こ
の
よ
う
に
永
い
年
月
を
か
け
豊

富
な
水
を
潤
し
て
来
た
こ
と
を
思
う
と
日
本
の
文
化
の
源
流
が
こ
こ
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
小
学
生
の
頃
、
京
都
伏

見
で
育
っ
た
私
は
父
親
に
連
れ
ら
れ
、
伏
見
醍
醐
の
上
醍
醐
寺
（
第
十
一

番
札
所
）
か
ら
岩
間
寺
ま
で
歩
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
巡
礼
者
の
多

く
も
お
そ
ら
く
こ
の
水
で
喉
の
乾
き
を
潤
し
た
に
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
伏
見
は
そ
の
名
の
と
お
り
伏
水
が
語
源
で
あ
り
、
伏
見
桃
山
の
御
香

宮（
ご
こ
う
ぐ
う
）に
あ
る
御
香
水（
ご
こ
う
す
い
）が
有
名
で
あ
る
。
今
と

な
っ
て
は
伏
見
も
多
く
の
湧
水
（
伏
流
水
）
に
名
称
が
つ
け
ら
れ
観
光
用

湧
水
マ
ッ
プ
が
つ
く
ら
れ
る
程
、
町
の
ア
ピ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

偶
然
出
会
っ
た
水
で
あ
る
が
、
今
日
「
近
江
の
水
を
め
ぐ
り
」
な
が
ら
、

私
の
育
っ
た
町
と
偶
然
繫
が
っ
た「
岩
間
の
水
」を
紹
介
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

今
回
紹
介
し
た
「
栃
生
の
水
」
と
「
岩
間
の
水
」
は
正
し
い
名
称
を
知

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
仮
に
つ
け
て
い
る
。
本
当
の
名
称
を
ご
存

知
の
方
、
或
い
は
地
域
で
の
呼
び
名
を
ご
存
知
の
方
は
ご
教
示
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
だ
。

五
、
人
物
の
水
、
伝
説
の
水�

　
　（
じ
ん
ぶ
つ
の
み
ず
、
で
ん
せ
つ
の
み
ず
）  

　

歴
史
に
名
を
刻
ん
だ
人
物
ゆ
か
り
の
水
、
あ
る
い
は
そ
の
水
場
が
今
日

に
至
ま
で
耐
え
る
こ
と
な
く
湧
き
出
流
こ
と
に
よ
り
伝
説
が
場
を
つ
く
っ

た
。
そ
ん
な
湧
き
水
に
迫
っ
て
み
る
。

　

湧
き
水
を
探
す
に
あ
た
っ
て
、
比
較
的
簡
単
に
情
報
が
見
つ
か
り
且
つ
、

現
場
で
も
周
辺
を
ウ
ロ
ウ
ロ
と
探
し
ま
わ
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
な
く
、

あ
っ
さ
り
見
つ
け
る
こ
と
の
出
来
る
水
が
今
回
迫
る
水
だ
。
そ
も
そ
も
有

名
人
に
所
以
の
あ
る
水
は
、
そ
の
名
前
が
大
き
い
事
か
ら
庶
民
に
取
っ
て

は
覚
え
や
す
く
、
伝
説
も
時
代
時
代
の
様
々
脚
色
が
つ
き
、
伝
説
が
伝
説 岩間の水　突き刺してあるパイプの奥からも湧き出て

いる
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を
呼
ぶ
こ
と
に
よ
り
一
層
そ
の
場
が
名
所
と
な
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像

が
つ
く
。

　

周
辺
環
境
も
整
備
が
行
き
届
き
、
必
ず
案
内
の
表
札
が
設
置
さ
れ
、
そ

こ
に
は
湧
き
水
の
由
緒
が
し
っ
か
り
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
く

る
と
観
光
名
所
の
ひ
と
つ
に
な
り
、
語
り
部
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
積
極
的

に
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
最
近
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
ス
ポ
ッ
ト
ブ
ー
ム
も
あ
い
ま
っ
て
、
街
の
案
内
絵
地
図
に
イ
ラ
ス
ト
入

り
で
載
る
ほ
ど
で
あ
り
、
湧
き
水
の
名
称
そ
の
も
の
が
名
所
に
な
り
つ
つ

あ
る
。

　

話
は
少
し
変
わ
る
が
、
私
は
湧
き
水
を
汲
む
時
に
、
必
ず
写
真
撮
影
を

行
う
。
そ
の
決
ま
り
事
は
次
の
三
点
だ
。
先
ず
は
そ
の
湧
き
出
る
様
子
を

借
景
と
な
る
景
色
を
入
れ
、
ど
の
よ
う
な
環
境
で
湧
き
出
て
い
る
か
を
撮

影
す
る
。
こ
れ
は
こ
の
環
境
が
今
日
現
在
は
保
た
れ
て
い
る
が
、
近
い
将

来
そ
の
状
態
が
維
持
さ
れ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
だ
。
次
に
私
自
身

が
湧
き
水
を
汲
む
様
子
を
同
行
す
る
助
手
（
そ
の
多
く
は
妻
、
次
に
少
し

関
心
の
あ
る
学
生
）
に
撮
影
を
お
願
い
す
る
。
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
な
が

ら
確
実
に
自
分
自
身
が
そ
の
湧
き
水
を
汲
水
（
き
っ
す
い
）
し
て
い
る
こ

と
の
証
明
と
し
て
。
最
後
に
取
水
口
の
ア
ッ
プ
、
或
は
湧
き
出
る
水
面
の

様
子
を
撮
影
す
る
。
こ
れ
も
一
番
目
と
同
じ
く
、
湧
水
量
や
透
明
度
、
そ

の
豊
か
さ
を
記
録
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
昨
今
の
環
境
の
異
変
に
よ
る
予
期
せ
ぬ
災
害
で
、
い
つ
ま
で
も
こ

の
状
態
が
持
続
す
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
が
写
真
撮
影
を
必
ず
行
う
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

話
は
戻
し
て
今
回
迫
る
湧
き
水
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
歴
史
に
名
を
刻

ん
だ
人
物
ゆ
か
り
の
水
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
周
辺
整
備
が
行
き
届
い
て
お

り
、写
真
撮
影
が
比
較
的
容
易
、足
場
が
し
っ
か
り
確
保
で
き
、こ
だ
わ
っ

た
被
写
体
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
る
こ
と
が
可
能
な
比
較
的
優
等
生
の
よ
う

な
水
に
迫
っ
て
み
た
い
。

梅
の
川
（
う
め
の
か
わ
）　
織
田
信
長

　

近
江
八
幡
市
安
土
町
、
Ｊ
Ｒ
安
土
駅
を
び
わ
湖
側
へ
下
車
し
て
す
ぐ
に

西
側
へ
歩
く
と
常
楽
寺
大
堂
（
じ
ょ
う
ら
く
じ
だ
い
ど
う
）
と
呼
ば
れ
る

地
区
に
出
る
。
道
幅
は
狭
く
碁
盤
の
目
状
に
路
が
延
び
て
い
る
事
か
ら
城

下
町
や
寺
内
町
と
し
て
古
く
か
ら
、
こ
の
町
が
栄
え
た
こ
と
が
想
像
つ
く
。

所
々
曲
が
り
角
に
木
製
で
渋
い
感
じ
の
小
さ
い
案
内
板
が
立
っ
て
い
る
。

よ
く
見
る
と
「
梅
の
川
→
こ
の
先
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
路
地
を
曲

が
り
し
ば
ら
く
歩
く
と
「
コ
ボ
ッ
コ
ボ
ッ
」
と
小
さ
い
音
が
し
た
。
住
宅

地
の
一
角
に
そ
の
水
場
は
設
け
ら
れ
て
お
り
、
道
路
か
ら
一
段
下
が
っ
た

と
こ
ろ
か
ら
湧
き
出
て
い
た
。
湧
水
量
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
石
段
で

囲
わ
れ
、
そ
の
上
は
竹
垣
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
き
ち
ん
と
し
た
水
場
と

し
て
の
存
在
を
放
っ
て
い
る
。
脇
に
は
表
札
が
設
置
さ
れ
、「
梅
の
川　

こ
の
由
来
は
、
織
田
信
長
の
家
臣
武
井
夕
庵
が
難
波
よ
り
珍
茶
を
求
め
て

来
、
此
処
の
水
に
て
お
茶
を
入
れ
信
長
に
献
じ
た
と
こ
ろ
信
長
非
常
に
喜

び
、
其
の
後
お
茶
の
湯
に
は
常
に
こ
の
湧
水
を
使
用
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

　

他
に
も
こ
の
西
側
、
直
ぐ
裏
手
に
当
た
る
と
こ
ろ
に
音
堂
川
（
お
と
ん
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る
の
だ
。

　

戦
国
の
世
に
、
天
下
を
目
前
に
し
た
信
長
が
拠
点
を
安
土
に
お
い
た
の

は
、
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
豊
か
な
水
に

恵
ま
れ
て
い
た
こ
も
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
尺
の
泉
（
さ
ん
じ
ゃ
く
の
い
ず
み
）
中
江
藤
樹

　

高
島
市
安
曇
川
町
、
国
道
１
６
１
号
線
を
大
津
よ
り
北
上
し
、
白
鬚
神

社
、
大
溝
城
跡
を
こ
え
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
右
手
に
藤
樹
の
里
文
化
芸

術
会
館
が
見
え
て
く
る
。
そ
の
交
差
点
を
右
折
し
た
と
こ
ろ
に
上
小
川
と

呼
ば
れ
る
集
落
に
あ
た
る
。
そ
こ
か
ら
少
し
南
下
し
た
と
こ
ろ
に
良
知
館
、

そ
の
隣
に
藤
樹
書
院
跡
が
見
え
て
く
る
。
こ
こ
の
門
を
入
っ
た
と
こ
ろ
に

「
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
」
と
清
ら
か
な
音
を
立
て
湧
き
出
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

こ
れ
が
三
尺
の
泉
。
掘
り
抜
き
井
戸
が
回
収
さ
れ
以
前
の
よ
う
に
地
下
水

の
湧
出
が
復
活
し
た
そ
う
だ
。
取
水
口
は
綺
麗
に
整
理
さ
れ
、
庭
や
植
栽

の
手
入
れ
が
丁
寧
に
い
き
と
ど
い
て
お
り
、
清
々
し
い
気
持
ち
に
な
る
。

横
に
は
飲
料
用
の
コ
ッ
プ
が
備
え
付
け
て
あ
る
。
当
然
こ
こ
に
も
し
っ
か

り
案
内
板
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、「
三
尺
の
泉　

こ
の
書
院
の
掘
抜
井
戸

が
改
修
さ
れ
、
そ
の
時
以
来
、
こ
ん
こ
ん
と
清
水
が
湧
き
出
す
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
美
し
い
湧
水
が
見
事
で
あ
っ
た
た
め
、
蕃
山
の
「
万
里
の
海

は
一
夫
に
飲
ま
し
む
る
事
あ
た
わ
ず
、
三
尺
の
泉
は
三
軍
の
渇
こ
れ
は
、

大
海
の
渇
き
を
い
や
す
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
三
尺
そ
こ
そ
こ
の
井
戸
で

も
万
人
を
い
や
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
意
味
で
す
。」
と
記
載
さ
れ

て
い
た
。

ど
が
わ
）
湧
水
と
呼
ば
れ
る
湧
水
と
、
び
わ
湖
側
へ
少
し
歩
い
た
と
こ
ろ

に
北
川
湧
水
（
喜
多
川
と
も
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
梅
の
川
と
対
象
的
に

湧
水
量
が
非
常
に
多
く
豊
か
で
あ
る
。
た
く
さ
ん
の
鯉
が
泳
い
で
お
り
、

新
旭
の
針
江
の
生
水
と
同
様
、
浄
化
作
用
に
一
役
か
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

二
〇
一
〇
年
の
冬
に
北
川
湧
水
を
訪
れ
た
時
に
は
近
所
の
農
家
の
方
で
あ

ろ
う
か
、
太
く
育
っ
た
ネ
ギ
を
ゴ
シ
ゴ
シ
洗
っ
て
お
ら
れ
た
の
が
印
象
的

だ
っ
た
。

　

こ
こ
か
ら
も
う
少
し
北
上
す
る
と
常
浜
と
い
う
港
公
園
に
出
る
。
こ
こ

は
室
町
時
代
、
観
音
寺
城
の
外
港
と
し
て
栄
え
、
明
治
初
期
ま
で
蒸
気
船

の
寄
港
地
と
し
て
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
更
に
北
上
す
る
と
西

の
湖
が
広
が
り
、
こ
の
湧
水
郡
の
水
が
注
が
れ
太
湖
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

梅の川　音の出る方へ柄杓を入れ汲水する筆者

梅の川　立派な由緒書きが脇に立つ
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中
江
藤
樹
は
、
江
戸
初
期
に
お
け
る
近
江
の
国
小
川
村
出
身
の
陽
明
学

者
。
二
七
歳
で
母
へ
の
孝
行
と
健
康
上
の
理
由
に
よ
り
近
江
に
戻
り
私
塾

を
開
く
。
屋
敷
に
藤
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
門
下
生
か
ら
藤
樹
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
る
。
藤
樹
が
四
一
歳
で
亡
く
な
る
半
年
前
に
「
藤
樹
書
院
」

を
開
き
、
門
人
の
教
育
拠
点
と
し
た
。
そ
の
説
く
所
は
身
分
の
上
下
を
こ

え
た
平
等
思
想
に
特
徴
が
あ
り
、
武
士
だ
け
で
な
く
商
工
人
ま
で
広
く
浸

透
し
「
近
江
聖
人
」
と
呼
ば
れ
た
。
代
表
的
な
門
人
と
し
て
熊
沢
蕃
山
、

淵
岡
山
、
中
川
謙
叔
な
ど
が
い
る
。

　

こ
の
周
辺
は
道
沿
い
に
水
路
が
多
く
み
ら
れ
、
無
名
の
湧
き
水
が
所
々

か
ら
湧
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
比
良
比
叡
の
山
々
か
ら
し
み
こ
ん
だ
水

が
伏
流
水
と
な
り
、
安
曇
川
水
系
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
水
の
豊

か
な
場
所
に
は
豊
か
な
人
材
が
育
ち
、
後
世
に
受
け
継
が
れ
る
の
だ
と
感

じ
つ
つ
、
水
を
汲
ん
だ
。

若
草
清
水
（
わ
か
く
さ
し
み
ず
）
蒲
生
氏
郷

　

近
江
商
人
の
町
、
蒲
生
郡
日
野
町
、
こ
こ
は
綿
向
山
を
眺
め
、
そ
の
里

宮
と
し
て
馬
見
岡
綿
向
神
社
を
中
心
と
す
る
集
落
が
あ
る
。
伊
勢
、
京
の

中
継
点
で
も
あ
り
、
全
国
か
ら
参
詣
す
る
人
々
の
行
き
交
う
場
所
で
あ
っ

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
町
の
中
心
部
、
村
井
の
町
並
み
を
す
ぎ
た

と
こ
ろ
に
、
河
川
の
堤
防
沿
い
を
予
感
す
る
よ
う
な
開
け
た
場
所
が
あ
ら

わ
れ
た
。
そ
の
目
前
に
地
蔵
堂
が
建
っ
て
お
り
、
す
ぐ
下
に
は
整
備
の
行

き
届
い
た
美
し
い
水
場
が
あ
る
。
私
が
訪
れ
た
と
き
は
何
か
箱
の
形
を
し

た
籠
が
取
水
口
近
く
に
お
い
て
あ
り
、
そ
の
中
を
そ
っ
と
覗
く
と
小
さ
な

魚
が
泳
い
で
い
た
。
水
面
か
ら
水
底
が
く
っ
き
り
と
見
え
、
非
常
に
綺
麗

で
あ
る
。
こ
れ
が
「
若
草
清
水
」
と
呼
ば
れ
る
湧
き
水
だ
。

　

千
利
休
の
七
哲
の
一
人
だ
っ
た
日
野
城
主
蒲
生
氏
郷
は
茶
の
湯
に
こ
の

水
を
使
っ
た
と
い
う
由
緒
あ
る
清
水
だ
そ
う
だ
。
こ
の
泉
の
そ
ば
に
は
趣

の
あ
る
石
の
句
碑
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
天
明
年
間
に
画
家
の
島
崎
雲
圃
が

清
水
の
い
わ
れ
を
書
い
た
碑
を
建
て
た
そ
う
だ
。
も
う
ひ
と
つ
の
石
に
は

歌
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
詠
む
と
「
た
ち
よ
れ
ば　

や
が
て
心
の
底
す
み
て  

む
す
ぶ
に
あ
か
ね　

若
草
の
水
」と
あ
る
。こ
れ
は
慶
応
二
年（
一
八
六
六
）

に
河
原
田
町
の
谷
孝
道
が
若
草
清
水
を
よ
ん
だ
歌
碑
を
建
て
た
と
い
う
こ

と
だ
。
こ
の
他
、
日
野
の
三
名
水
と
呼
ば
れ
る
湧
き
水
が
こ
こ
に
は
あ
る

よ
う
だ
。
ひ
と
つ
は
東
へ
五
分
程
歩
い
た
と
こ
ろ
に
興
敬
寺
が
あ
る
。
そ

三尺の泉　整備の行き届いた庭で水を汲む筆者

三尺の泉　藤樹書院跡
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の
南
側
の
脇
を
入
る
と
土
手
に
な
っ
て
お
り
、
落
葉
に
埋
も
れ
る
か
の
ご

と
く
そ
こ
か
ら
水
が
湧
い
て
い
る
「
落
葉
の
清
水
」。
も
う
一
つ
は
「
清

水
脇
の
清
水
」
と
い
う
水
が
湧
い
て
い
る
そ
う
だ
が
今
は
埋
没
し
て
し
ま

い
涸
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

　

蒲
生
氏
郷
が
茶
の
湯
を
楽
し
み
、
近
江
商
人
が
栄
え
た
。
そ
し
て
綿
向

山
を
仰
ぐ
こ
の
地
に
人
々
の
繁
栄
が
無
い
は
ず
が
な
い
の
だ
。
そ
こ
に
湧

き
水
が
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
。
と
、
あ
ら
た
め
て
感
じ
な
が
ら
柄
杓

で
水
を
汲
ん
だ
の
で
あ
る
。

弘
法
の
水
（
こ
う
ぼ
う
の
み
ず
）
弘
法
大
師

　

弘
法
大
師
の
名
を
借
り
た
水
は
全
国
に
た
く
さ
ん
あ
る
。
代
表
的
な
も

の
に
広
島
県
福
山
市
赤
坂
、
神
奈
川
県
秦
野
市
、
愛
媛
県
西
条
市
、
石
川

県
七
尾
市
、
福
井
県
越
前
町
、
京
都
市
伏
見
区
小
栗
栖
な
ど
数
多
く
確
認

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
関
係
の
深
い
水
場
は
四
国
や
和
歌
山
、
大
阪
、
伊
勢

な
ど
数
え
だ
す
と
切
り
が
な
い
程
で
あ
る
。

　

我
が
国
、「
近
江
」
に
も
そ
れ
は
存
在
し
た
。
湖
北
木
ノ
本
か
ら
北
国

脇
往
還
を
北
へ
、
余
呉
の
集
落
に
差
し
掛
か
っ
た
坂
口
と
い
う
と
こ
ろ
に
、

日
の
登
る
方
向
に
朱
塗
り
の
鳥
居
が
見
え
る
。
扁
額
に
は
「
大
箕
山
」
と

書
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
は
呉
枯
ノ
峰
へ
の
登
山
道
で
あ
り
、
菅
山
寺
の
参

道
に
当
た
る
。
登
り
始
め
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、
道
脇
に
石
仏
が
た
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
手
を
合
わ
せ
、
先
を
急
ぐ
と
ま
た
石
仏
が
現
れ
る
。
次
々

と
現
れ
、
何
か
に
導
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
峠
ま
で
登
る
と
菅
山
寺

へ
は
少
し
下
る
こ
と
に
な
る
。
し
ば
ら
く
歩
く
と
大
き
な
二
本
の
欅
の
古

木
が
迎
え
て
く
れ
た
。
あ
た
り
は
鬱
蒼
と
茂
る
樹
林
の
間
に
本
堂
、
護
摩

堂
、
経
堂
、
鐘
楼
な
ど
が
建
ち
並
び
か
つ
て
の
繁
栄
の
時
代
を
忍
ば
せ
る
。

「
菅
山
寺
」
そ
の
名
の
通
り
、
菅
原
道
真
が
中
興
し
た
と
伝
わ
る
古
寺
で

あ
る
。
朱
雀
池
を
挟
ん
で
向
い
に
建
つ
近
江
天
満
宮
と
は
神
仏
習
合
の
形

態
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
て
、
話
は
湧
水
に
戻
る
が
、
実
は
こ
こ
に
訪
れ
る
こ
と
三
回
目
に
し

て
始
め
て
取
水
口
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
二
本
の
欅
の
向
こ
う
側

に
庫
裏
が
あ
り
、
そ
の
脇
の
石
段
を
少
し
下
り
た
と
こ
ろ
に
石
仏
座
像
を

発
見
し
た
。
な
ん
と
そ
の
足
元
か
ら
大
量
の
水
が
湧
き
出
て
い
た
の
で
あ

る
。
私
は
そ
こ
で
よ
う
や
く
気
付
い
た
。
坂
口
集
落
か
ら
こ
こ
ま
で
導
い

て
来
た
石
像
こ
そ
「
弘
法
大
師
」
そ
の
人
で
あ
り
、
こ
こ
に
四
国
八
十
八

箇
所
霊
場
の
圧
縮
さ
れ
た
姿
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
。

若草清水　趣のある石碑の前で水を汲む筆者

若草清水　地蔵堂横の石段を下りたところに水場がある
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数
え
は
し
な
か
っ
た
が
そ
の
最
終
地
点
が
、
探
し
求
め
て
い
た
「
弘
法

の
水
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
明
治
以
前
の
隆
盛
を
図
っ
た
時

代
の
遺
跡
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

現
在
は
、
坂
口
の
人
た
ち
を
中
心
と
し
た
信
仰
の
厚
い
人
々
の
手
で
守

ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
四
国
、
近
畿
、
北
陸
な
ど
の
地
に
、
こ
の
名
を
冠
し

た
水
が
多
い
の
は
弘
法
大
師
の
残
し
た
足
跡
と
地
域
の
人
々
の
厚
い
信
仰

が
今
日
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
水
は
途
切
れ
る
こ
と
の
な

い
証
明
そ
の
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

追
記  

　

滋
賀
県
文
化
振
興
事
業
団
が
発
行
す
る
「
湖
国
と
文
化
」
に
二
〇
一
二

年
十
二
月
よ
り
“
近
江
の
水
を
め
ぐ
る
”
と
題
し
て
近
江
の
湧
水
を
写
真

と
文
で
紹
介
す
る
機
会
を
あ
た
え
ら
れ
た
。
現
在
ま
で
五
回
の
連
載
が
継

続
さ
れ
て
お
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
文
を
可
能
な
限
り
残
し
、
近
江
学
研
究
所

紀
要
と
し
て
再
編
集
し
た
。
研
究
の
動
機
と
し
て
美
術
作
品
制
作
か
ら
は

じ
ま
る
「
全
体
の
水
、
固
有
の
水
」、
次
に
近
江
の
手
仕
事
を
今
に
伝
え

る
水
と
し
て
、「
職
の
水
、
用
の
水
」、
上
水
道
が
整
備
さ
れ
る
以
前
か
ら

現
在
も
主
た
る
生
活
の
水
と
し
て
持
続
す
る
「
暮
し
の
水
、
近
い
水
」、

目
立
た
ぬ
存
在
で
は
あ
る
が
行
き
交
う
人
々
の
潤
い
と
な
っ
て
い
る
「
道

端
の
水
、
巡
り
あ
う
水
」、
歴
史
に
名
を
残
す
著
名
人
と
所
以
を
残
す
「
人

物
の
水
、
伝
説
の
水
」
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
水
の
背
景
に
迫
っ
て
み
た
。

　

先
述
し
た
が
湧
水
の
出
自
に
対
し
、
適
切
に
分
類
を
す
る
に
は
今
後
更

に
多
角
的
な
観
点
か
ら
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
美

術
家
で
あ
る
私
が
今
日
の
生
活
や
現
実
性
の
面
か
ら
迫
り
、
体
感
し
表
現

す
る
こ
と
か
ら
探
究
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。
今
後
も
新
た
な
切

り
口
を
探
し
つ
つ
水
の
出
自
に
つ
い
て
迫
っ
て
行
き
た
い
。

弘法の水　石像の足下から湧き出る水を汲む筆者

弘法の水　菅山寺の欅の古木
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天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
六
月
十
四
日
、
安
土
城
は
山
上
の
天
主
、
本

丸
を
中
心
と
す
る
織
田
信
長
の
居
城
部
分
お
よ
び
安
土
山
下
の
町
々
を
焼

失
し
た
。
本
格
的
な
天
主
を
有
す
る
織
田
信
長
の
居
城
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
注
目
度
が
高
い
一
方
、
天
正
四
年
の
築
城
開
始
か
ら
た
っ
た
六
年

後
の
炎
上
と
い
う
こ
と
で
、
安
土
城
に
は
不
明
な
点
が
あ
ま
り
に
多
い
。

こ
こ
で
は
安
土
城
障
壁
画
の
う
ち
、『
丹
青
若
木
集
』
が
記
す
、
狩
野
永

徳
筆
「
三
上
山
図
」
が
描
か
れ
た
書
院
の
位
置
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て

み
た
い
。

第
一
章
　
安
土
城
の
御
殿
と
襖
絵  

　

ま
ず
、
安
土
城
に
存
在
し
た
諸
御
殿
に
つ
い
て
、『
信
長
公
記
』
か
ら

関
連
部
分
を
抜
粋
し
て
み
よ
う
。
天
正
四
年
の
築
城
開
始
以
降
、
御
殿
関

係
の
記
事
と
し
て
最
初
に
出
て
く
る
の
が
、
次
の
天
正
六
年
正
月
朔
日
条

で
あ
る
。
信
長
が
完
成
し
た
御
殿
を
観
覧
さ
せ
る
た
め
に
家
臣
を
御
殿
御

座
所
へ
集
め
た
記
事
で
あ
る
。

　
　
（
前
略
）
其
後
御
殿
御
座
所
迄
皆
見
せ
さ
せ
ら
れ
、
三
国
の
名
所
を

狩
野
永
徳
に
仰
付
け
ら
れ
、
濃
絵
に
移
さ
れ
、（
後
略
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
天
正
六
年
正
月
の
段
階
で
、
御
殿
御
座
所
が
完
成
し
て

安
土
城
書
院
の
狩
野
永
徳
筆
「
三
上
山
図
」
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お
り
、
そ
こ
に
は
永
徳
の
描
い
た
濃
彩
の
三
国
名
所
図
が
描
か
れ
て
い
た

こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
三
国
に
つ
い
て
は
『
信
長
公
記
』
の
他
の
箇
所

の
記
述
か
ら
尾
張
、
美
濃
、
近
江
と
す
る
説
（
註
１
）
を
は
じ
め
、
山
城
、

近
江
、
大
和
（
あ
る
い
は
摂
津
）
と
す
る
説
や
、
日
本
、
中
国
、
天
竺
（
あ

る
い
は
朝
鮮
）
な
ど
海
外
の
諸
国
を
想
定
す
る
大
胆
な
説
も
古
く
か
ら
唱

え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
あ
と
御
殿
の
記
事
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
次
の
天
正
十
年
正
月
朔

日
条
で
あ
る
。

　
　
（
前
略
）
お
も
て
の
御
門
よ
り
三
の
御
門
の
内
、
御
殿
主
の
下
、
御

白
洲
ま
で
祗
候
仕
り
、
爰
に
て
面
々
御
詞
を
加
へ
ら
れ
、（
中
略
）

各
階
道
を
あ
が
り
、
御
座
敷
の
内
へ
め
さ
れ
、
忝
く
も
御
幸
の
御
間

拝
見
な
さ
せ
ら
れ
候
な
り
。
御
馬
廻
・
甲
賀
衆
な
ど
御
白
洲
へ
め
さ

れ
、
暫
時
逗
留
の
処
、
御
白
洲
に
て
皆
々
ひ
ゑ
候
は
ん
の
間
、
南
殿

へ
罷
上
り
、
江
雲
寺
御
殿
を
見
物
仕
候
へ
と
上
意
に
て
、
拝
見
申
候

な
り
。

御
座
敷
惣
金
、
間
毎
に
狩
野
永
徳
仰
付
け
ら
れ
、
色
々
様
々
あ
ら
ゆ

る
所
の
写
絵
筆
に
尽
く
さ
せ
ら
れ
、
其
上
四
方
の
景
気
、
山
海
・
田

薗
・
郷
里
、
言
語
道
断
面
白
き
地
景
申
す
に
計
り
な
し
。
是
よ
り
御

廊
下
続
き
に
参
り
、
御
幸
の
御
間
拝
見
仕
候
へ
と
御
諚
に
て
、
か
け

ま
く
も
忝
き
、
一
天
君
・
万
乗
の
主
の
御
座
御
殿
へ
召
上
せ
ら
れ
、

拝
濫
に
及
ぶ
事
、
有
難
く
、
誠
に
生
前
の
思
ひ
出
な
り
。
御
廊
下
よ

り
御
幸
の
御
間
、
元
来
檜
皮
葺
、
金
物
日
に
光
り
、
殿
中
悉
く
惣
金

な
り
。
何
れ
も
四
方
御
張
付
け
、
地
を
金
に
置
上
げ
な
り
。
金
具
所

天主台

伝本丸跡

伝三の丸跡

伝二の丸跡

安土城跡　平面図
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と
あ
る
。『
信
長
公
記
』
の
記
事
と
合
わ
せ
読
む
と
、
天
正
六
年
に
家
臣

に
披
露
し
た
御
殿
御
座
所
が
彼
の
邸
で
、「
廊
下
で
互
い
に
続
い
た
、
自

分
の
邸
と
は
別
の
宮
殿
」
が
天
正
十
年
に
家
臣
に
披
露
し
た
御
殿
群
で
あ

る
と
想
定
で
き
る
。
濃
彩
の
障
壁
画
で
あ
っ
た
御
殿
御
座
所
に
対
し
、
御

殿
群
に
は
よ
り
華
麗
な
金
碧
画
が
描
か
れ
て
い
た
と
す
る
『
信
長
公
記
』

の
記
載
も
、
こ
の
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
の
記
事
と
符
合
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
御
殿
は
安
土
山
上
の
ど
こ
に
建
て
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
の
が
、先
の『
フ

ロ
イ
ス
日
本
史
』
の
記
事
の
な
か
の
「
こ
の
城
の
一
つ
の
側
に
」
と
い
う

文
言
で
あ
る
。
安
土
山
上
の
地
形
を
み
る
と
、
建
築
可
能
な
平
坦
地
は
東

西
に
や
や
細
長
く
、
そ
の
ほ
ぼ
中
心
に
天
主
台
が
築
か
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
考
え
る
と
、『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
で
は
天
主
を
中
心
に
建
物

配
置
が
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
と
判
断
で
き
る
。「
一
つ
の
側
」
と
い
う

文
言
を
わ
ざ
わ
ざ
用
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
、
信
長
邸
と
、

そ
れ
と
は
別
の
宮
殿
と
は
天
主
を
挟
ん
だ
異
な
る
側
に
配
置
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
近
年
の
発
掘
調
査
に
よ
る
と
、
天
主
東
側
の
伝
本

丸
御
殿
跡
か
ら
、
御
所
の
清
涼
殿
に
匹
敵
す
る
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
る

（
註
３
）。
ま
た
、
敷
地
の
広
さ
か
ら
見
て
も
、
廊
下
で
つ
な
が
れ
た
諸
御

殿
を
配
置
で
き
る
の
は
、
天
主
東
側
の
伝
本
丸
跡
及
び
伝
三
の
丸
跡
以
外

に
は
あ
り
え
な
い
。

　

つ
ま
り
、
安
土
の
山
上
に
は
天
主
を
中
央
に
し
て
東
側
に
御
幸
の
間
や

皇
居
の
間
を
擁
す
る
御
殿
と
南
殿
、
江
雲
寺
御
殿
、
西
側
の
伝
二
の
丸
跡

に
信
長
の
邸
で
あ
る
御
殿
御
座
所
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
現
在
、
天

は
悉
く
黄
金
を
以
て
仰
付
け
ら
れ
、
斜
粉
を
つ
か
せ
、
唐
草
を
地
ぼ

り
に
、
天
井
は
組
入
れ
、
上
も
か
ゝ
や
き
下
も
輝
き
、
心
も
詞
も
及

ば
れ
ず
。
御
畳
、
備
後
表
、
上
々
に
青
目
な
り
。
高
麗
縁
、
雲
絹
縁
、

正
面
よ
り
二
間
の
奥
に
、
皇
居
の
間
と
覚
し
く
て
、
御
簾
の
内
に
一

段
高
く
、
金
を
以
て
瑩
立
、
光
耀
き
、
衣
香
当
を
撥
四
方
に
薫
じ
、

御
結
構
の
所
あ
り
。
東
へ
続
ひ
て
御
座
敷
、
幾
間
も
こ
れ
あ
り
。
爰

に
は
御
張
付
、
惣
金
の
上
に
色
絵
に
様
々
か
ゝ
せ
ら
れ
、
御
幸
の
御

間
拝
見
の
後
、
初
め
て
参
り
候
御
白
洲
へ
罷
下
り
候
（
後
略
）

こ
れ
は
、
天
正
十
年
正
月
に
城
完
成
の
お
披
露
目
と
し
て
家
臣
を
呼
び
寄

せ
、
御
座
敷
内
の
御
幸
の
間
や
そ
の
中
に
あ
る
皇
居
の
間
、
南
殿
や
江
雲

寺
御
殿
を
観
覧
さ
せ
た
記
事
で
あ
る
。
天
皇
の
行
幸
の
た
め
に
建
て
ら
れ

た
と
す
る
御
幸
の
間
や
皇
居
の
間
は
金
碧
画
で
彩
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
廊
下

続
き
に
接
す
る
江
雲
寺
御
殿
の
諸
室
も
や
は
り
金
碧
画
で
あ
り
、
そ
こ
に

は
狩
野
永
徳
に
よ
る
名
所
絵
の
数
々
が
描
か
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
間
、『
信
長
公
記
』
に
よ
る
と
、
天
正
七
年
五
月
十
一
日
に
は
信

長
は
完
成
し
た
天
主
に
移
り
、
天
正
九
年
九
月
八
日
に
は
築
城
に
関
わ
っ

た
諸
職
人
に
褒
美
と
し
て
小
袖
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
障
壁
画
制

作
を
担
当
し
た
狩
野
永
徳
、
光
信
父
子
の
名
も
記
さ
れ
る
。

　

次
に
、
宣
教
師
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
記
述
に
な
る
『
フ
ロ
イ
ス
日
本

史
』
の
記
事
を
見
て
み
よ
う
。
天
正
九
年
三
月
に
あ
た
る
記
事
（
註
２
）
に
、

　
　

信
長
は
、
こ
の
城
の
一
つ
の
側
に
廊
下
で
互
い
に
続
い
た
、
自
分
の

邸
と
は
別
の
宮
殿
を
造
営
し
た
が
、
そ
れ
は
彼
の
（
邸
）
よ
り
も
は

る
か
に
入
念
、
か
つ
華
美
に
造
ら
れ
て
い
た
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主
台
西
側
に
は
信
長
の
御
廟
が
あ
る
た
め
発
掘
調
査
は
実
施
さ
れ
て
い
な

い
が
、
そ
こ
に
は
ま
さ
し
く
信
長
の
御
殿
御
座
所
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

第
二
章
　
狩
野
永
徳
の
三
上
山
図  

　

狩
野
一
溪
重
良（
一
五
九
九
～
一
六
六
二
）が
記
し
た『
丹
青
若
木
集
』

の
狩
野
永
徳
の
項
の
記
事
に
は
、
永
徳
が
描
い
た
安
土
城
の
襖
絵
に
関
す

る
興
味
深
い
記
述
が
含
ま
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
最
も
古
い
写
本
は
幕
末

期
の
も
の
で
写
し
誤
り
も
多
く
、
文
意
が
辿
り
に
く
い
所
も
あ
る
。
次
に

掲
げ
た
全
文
は
国
会
図
書
館
本
に
よ
る
。

　
　

源
四
郎
尚
信
者
松
永
法
眼
之
家
嫡
所
絵
強
厚
而
筆
力
揺
動
起
皈
廻
絶

非
所
逮
言
舌
気
韻
生
動
出
于
天
成
自
早
年
丹
青
超
越
于
父
遠
甚
以
是

狩
野
中
興
為
名
手
矣
平
信
長
卿
近
州
安
土
山
令
築
一
城
狩
野
一
家
図

絵
之
其
至
于
書
院
中
鑑
監
三
上
山
事
専
令
造
此
画
図
者
命
源
四
郎
尚

信
一
之
間
者
模
写
彼
山

終
日
詠
覧
真
山
夜
者
戸
障
子

図
有
之
半

開
詠
則
真
山
尾
崎
障
子
之
絵
書
継
之
信
長
卿
感
深
之
擢
法
印
号
永
徳

近
世
神
品

工
是
也
惜
哉
四
十
有
七
歳
而
慶
長
二
丁
酉
九
月
十
四
日

死

こ
れ
に
つ
い
て
は
辻
惟
雄
氏
の
研
究
（
註
４
）
が
あ
り
、
要
約
す
る
と
次
の

よ
う
な
内
容
で
あ
ろ
う
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

　

安
土
城
の
書
院
一
の
間
障
壁
画
は
織
田
信
長
が
狩
野
永
徳
に
命
じ
た
も

の
で
、
三
上
山
が
描
か
れ
て
い
る
。
昼
間
、
戸
障
子
を
開
け
れ
ば
実
際
の

三
上
山
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
夜
、
戸
障
子
を
閉
じ
れ
ば
画
図
の
三
上
山

を
鑑
賞
で
き
る
。
昼
間
、
半
ば
戸
障
子
を
開
け
れ
ば
実
際
の
三
上
山
が
見

え
、
画
図
が
そ
れ
を
つ
な
い
で
唐
崎
あ
た
り
ま
で
の
景
観
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
。

　

安
土
山
か
ら
見
え
る
三
上
山
か
ら
唐
崎
あ
た
り
に
か
け
て
の
景
観
を
パ

ノ
ラ
ミ
ッ
ク
に
描
く
だ
け
で
な
く
、
実
景
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ
る
と

い
う
奇
抜
な
手
法
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

永
徳
と
信
長
と
の
出
会
い
は
、
こ
れ
以
前
、
上
杉
家
本
洛
中
洛
外
図
を

信
長
が
入
手
し
た
時
に
遡
ろ
う
。
こ
の
時
信
長
は
永
徳
の
描
く
現
実
感
豊

か
な
パ
ノ
ラ
ミ
ッ
ク
な
名
所
景
観
図
に
い
た
く
共
感
し
た
に
違
い
な
い
。

先
に
記
し
た
御
殿
御
座
所
や
江
雲
寺
御
殿
に
数
々
の
名
所
絵
を
描
か
せ
て

い
る
こ
と
や
安
土
城
図
屏
風
を
描
か
せ
た
こ
と
で
も
そ
れ
は
理
解
で
き
る
。

そ
し
て
、
安
土
城
の
書
院
で
は
そ
れ
を
さ
ら
に
進
め
て
虚
と
実
を
交
錯
さ

せ
る
仕
掛
け
を
工
夫
し
た
の
で
あ
る
。
永
徳
の
作
風
は
一
般
的
に
は
モ

チ
ー
フ
を
豪
快
か
つ
巨
大
に
描
く
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
安
土
城
築

城
当
時
は
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
点
で
信
長
か
ら
評
価
を
受
け
て
い

た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
三
上
山
が
描
か
れ
た
書
院
と
は
安
土
山
上
の
諸
御
殿

の
ど
の
建
物
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
既
に
前
述
の
辻

氏
が
天
主
西
側
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
建
物
と
す
る
見
解
（
註
５
）
を
提
出
さ

れ
て
い
る
。
当
時
の
安
土
山
上
の
建
物
配
置
を
想
定
し
て
、
三
上
山
を
眺

め
る
こ
と
が
可
能
な
場
所
、
と
い
う
観
点
か
ら
導
か
れ
た
結
論
で
あ
る
。

現
在
で
も
安
土
山
に
登
る
と
天
主
台
の
石
垣
上
か
ら
南
西
の
方
角
に
三
上

山
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
が
、
当
時
の
安
土
山
上
主
郭
部
に
お
い
て
、
天
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主
以
外
で
三
上
山
が
眺
め
ら
れ
る
場
所
は
、
現
在
信
長
の
御
廟
の
あ
る
天

主
台
西
側
以
外
、
や
は
り
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
所
に
あ
っ

た
建
物
と
は
先
に
確
認
し
た
と
お
り
、
信
長
の
日
常
の
居
所
で
あ
る
御
殿

御
座
所
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
『
信
長
公
記
』
に
よ
る
と
永
徳
に

よ
る
濃
彩
の
三
国
名
所
図
が
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
で

は
、
三
上
山
図
が
描
か
れ
た
建
物
と
、
三
国
名
所
図
が
描
か
れ
た
建
物
は

異
な
る
も
の
、
と
い
う
見
解
（
註
６
）
が
一
般
的
で
あ
る
が
、『
信
長
公
記
』

と
『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
の
記
載
や
、
三
上
山
の
観
望
状
況
を
勘
案
す
れ

ば
、
三
上
山
図
が
描
か
れ
た
障
壁
画
は
三
国
名
所
図
の
内
の
一
図
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
書
院
（
御
殿
御
座
所
）
一
の
間
が
三
上
山
図
を
含
む
近

江
名
所
図
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
他
の
二
国
が
そ
れ
に
続
く

二
の
間
、
三
の
間
に
描
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
二
つ
の
国
と
は
、

既
に
信
長
の
支
配
下
に
あ
っ
た
美
濃
、
尾
張
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
あ
る

い
は
天
下
統
一
に
際
し
て
の
重
要
拠
点
で
あ
る
京
、
大
坂
で
あ
っ
た
と
考

え
る
と
さ
ら
に
興
味
深
い
。

第
三
章
　
狩
野
派
に
よ
る
近
江
名
所
図  

　

近
江
を
描
い
た
最
古
の
絵
画
作
例
と
し
て
は
平
安
時
代
末
期
の
国
宝
源

氏
物
語
絵
巻
の
関
屋
が
あ
る
。
画
面
上
方
に
琵
琶
湖
が
描
か
れ
る
。
こ
の

あ
と
中
世
の
絵
巻
物
に
も
琵
琶
湖
が
描
か
れ
る
作
例
が
認
め
ら
れ
る
が
、

パ
ノ
ラ
ミ
ッ
ク
に
景
観
を
捉
え
る
作
例
に
お
い
て
は
、
そ
の
い
ず
れ
も
が

南
方
あ
る
い
は
陸
側
か
ら
琵
琶
湖
を
捉
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
東
海
道

か
ら
の
視
点
で
あ
る
。
先
に
見
た
永
徳
の
三
上
山
図
を
含
む
近
江
名
所
図

は
そ
の
点
異
例
で
あ
る
。
北
方
か
ら
手
前
に
琵
琶
湖
を
介
し
て
南
近
江
を

捉
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
永
徳
に
よ
る
新
図
様
で
あ
っ

た
わ
け
で
あ
る
が
、
何
よ
り
も
信
長
の
安
土
城
築
城
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

新
た
な
視
点
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

既
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
安
土
城
御
殿
御
座
所
に
描
か
れ
た
永
徳
の
近

江
名
所
図
で
は
あ
る
が
、
は
た
し
て
ど
の
よ
う
な
図
様
で
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
れ
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
は
、
一
つ
に
は
滋
賀
県
立
近
代

美
術
館
が
所
有
す
る
「
近
江
名
所
図
」
屏
風
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
作
品

の
制
作
年
代
は
ち
ょ
う
ど
安
土
城
築
城
と
前
後
す
る
こ
ろ
と
考
え
ら
れ
、

作
者
も
狩
野
永
徳
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
画
人
で
あ
る
。
三
井
寺
あ
た
り
か

ら
右
方
に
坂
本
、
堅
田
、
高
島
あ
た
り
ま
で
を
や
は
り
パ
ノ
ラ
ミ
ッ
ク
に

描
い
た
濃
彩
に
よ
る
作
例
で
、
画
面
手
前
に
は
琵
琶
湖
が
描
か
れ
て
い
る
。

安
土
城
あ
た
り
か
ら
の
視
点
と
考
え
て
も
矛
盾
の
な
い
作
例
で
あ
る
。
ま

た
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
が
所
有
す
る
「
近
江
名
所
図
」
屏
風
も
時
代
は

下
が
る
も
の
の
、
や
は
り
琵
琶
湖
南
岸
を
北
方
か
ら
捉
え
た
構
図
を
持
ち
、

三
上
山
や
瀬
田
、
大
津
、
唐
崎
、
堅
田
あ
た
り
を
描
き
込
ん
で
い
る
。
江

戸
時
代
初
期
の
制
作
で
あ
り
、
金
碧
画
で
あ
る
点
は
相
違
す
る
が
、
左
隻

左
方
に
安
土
城
と
考
え
ら
れ
る
城
跡
の
石
垣
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
点
も

興
味
深
い
。
永
徳
の
描
い
た
近
江
名
所
図
の
図
様
が
粉
本
と
し
て
狩
野
派

内
に
伝
来
し
、
そ
れ
を
も
と
に
描
か
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
作
例
と

い
え
よ
う
。

　

近
世
に
入
っ
て
も
近
江
を
描
く
絵
画
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
近
江
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八
景
図
が
成
立
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
八
景
に
漏
れ
た
三

上
山
は
そ
の
後
描
か
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、
永
徳
の
新
図
様
も
や
が

て
狩
野
派
内
で
も
忘
れ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
安
土
城
の
諸
御
殿
の
配
置
を
近
年
の
発
掘
成
果
を
参
考
に

し
た
う
え
で
、『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
の
記
事
と
合
わ
せ
検
証
し
た
。
そ

の
う
え
で
、
永
徳
に
よ
る
三
上
山
図
の
描
か
れ
た
御
殿
と
そ
の
位
置
の
確

認
を
試
み
た
。
い
ず
れ
現
存
し
な
い
建
築
と
絵
画
で
あ
る
が
、
安
土
城
の

イ
メ
ー
ジ
の
輪
郭
が
少
し
で
も
確
か
な
も
の
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

註
１
．
辻
惟
雄『
戦
国
時
代
狩
野
派
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館　

平
成
六
年
）

所
収
「
永
徳
の
三
上
山
真
景
図
に
つ
い
て
」
の
補
記

２
．『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
５
』第
五
三
章（
中
央
公
論
社　

昭
和
五
三
年
）

３
．
木
戸
雅
寿
「
よ
み
が
え
る
安
土
城
」
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

一
六
七　

吉
川
弘
文
館　

平
成
十
五
年

４
．
辻
惟
雄
「
永
徳
の
三
上
山
真
景
図
に
つ
い
て
」『
美
術
史
学
』
二  

昭
和
五
四
年

５
．
註
四
論
文

６
．
武
田
恒
夫
『
狩
野
派
絵
画
史
』
吉
川
弘
文
館　

平
成
七
年
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は
じ
め
に  

　

現
代
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
眺
め
る
と
き
、
村
の
鎮
守
の
氏
神
（
産

土
神
）
を
中
心
と
し
た
旧
村
落
地
域
と
、
特
定
の
氏
神
を
持
た
な
い
新
興

住
宅
地
域
に
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

近
世
の
村
落
社
会
は
、
生
老
病
死
全
て
が
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で

完
結
し
て
い
た
が
、
現
代
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
公
共
の
福
祉
や
教

育
、
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
、
便
利
に
な
っ
た
一
方
で
、
地
域
の
繋
が
り
が

希
薄
に
な
っ
た
。
よ
っ
て
近
年
発
生
し
た
自
然
災
害
に
お
い
て
、
そ
の
希

薄
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
機
能
せ
ず
、
被
害
を
大
き
く
し
て
し
ま
う
こ
と
も

明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

滋
賀
県
は
古
来
、
貴
族
や
寺
社
の
荘
園
が
多
く
存
在
し
、
そ
の
名
残
と

し
て
今
も
な
お
宮
座
の
形
態
を
と
る
産
土
神
を
中
心
と
し
た
集
落
が
多
く

残
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
第
二
次
大
戦
後
の
急
速
な
経
済
成
長
の
中

で
宮
座
の
形
態
は
消
滅
、
あ
る
い
は
大
き
く
変
化
し
て
き
た
。
筆
者
は
大

津
市
仰
木
地
区
と
今
堅
田
地
区
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
宮
座
の
古
式
祭

礼
の
現
状
を
『
村
座
と
祭
礼
』
―
滋
賀
県
大
津
市
仰
木
地
区
の
例
―

（
二
〇
一
〇
年
近
江
地
方
史
研
究
第
四
四
号
）、『
宮
座
の
祭
礼
』
〜
今
堅

田
に
伝
わ
る
祭
礼
「
野
神
祭
り
」
に
見
ら
れ
る
現
状
〜
（
二
〇
一
二
年
成

古
式
祭
礼
に
見
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
そ
こ
に
展
開
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 

～
大
津
市
今
堅
田
一
丁
目
の
愛
宕
講
と
地
蔵
講
を
中
心
に
～

 

加
藤
　
賢
治

•••••••••••••••••••••••••••••••
Title :

Community as Detected in Ancient Festivals and the Resulting 
Expansion of Communication, Focusing on the Atago-ko and Jizo-
ko Festivals of Imakatata 1-Chome, Otsu City. 

Summary : 
I examined two ancient festivals, Atago-ko and Jizo-ko,which are 
carried today, in Imakatata 1-chome and considered their role in 
the communication of the district.
•••••••••••••••••••••••••••••••
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安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所
紀
要
第
一
号
）
に
お
い
て
現
状
を
報
告

し
た
。
同
様
の
調
査
は
、高
橋
統
一『
滋
賀
県
の
宮
座
の
現
況
』（
一
九
六
九

年　

東
洋
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
研
究
年
表
）、
小
栗
栖

健
治
『
宮
座
祭
祀
の
史
的
研
究
』（
二
〇
〇
五
年　

岩
田
書
院
）
な
ど
い

く
つ
か
の
滋
賀
県
の
集
落
を
舞
台
と
し
た
論
文
や
報
告
書
が
発
表
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
ら
は
、
そ
の
古
式
祭
礼
に
つ
い
て
の
中
世
か
ら
近
世
、
あ
る

い
は
近
世
か
ら
現
代
に
い
た
る
形
式
の
変
化
や
そ
れ
ら
の
特
異
性
に
つ
い

て
の
言
及
が
中
心
で
あ
る
が
、
今
回
の
報
告
で
は
、
古
式
祭
礼
に
お
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
そ
こ
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
注

目
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
、
琵
琶
湖
の
西
側
に
あ
る
湖
西
地
域
や
南
の
湖
南
地
域
は
、
京
阪

神
に
近
く
、
そ
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
、
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
の

建
設
や
新
興
住
宅
地
の
積
極
的
な
開
発
が
行
な
わ
れ
、
新
旧
の
居
住
地
域

が
隣
接
し
て
い
る
。
旧
村
落
地
域
で
は
、
新
興
住
宅
地
に
見
ら
れ
る
新
し

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
も
関
与
し
な
が
ら
、
古
式
祭
礼
を
継
承
す
る

難
し
さ
に
直
面
し
、
新
興
住
宅
地
に
お
い
て
は
、
古
式
祭
礼
の
文
化
的
価

値
に
注
目
し
、
そ
の
か
け
が
え
の
な
い
行
事
に
思
い
を
寄
せ
な
が
ら
、
現

代
の
希
薄
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
嘆
い
て
い
る
。

　

氏
神
（
産
土
神
）
を
中
心
と
し
た
氏
子
集
団
の
結
束
は
あ
る
程
度
強
く
、

例
え
ば
、
ど
こ
の
誰
が
何
を
し
て
い
る
か
、
ま
た
、
そ
こ
の
子
供
が
ど
の

よ
う
な
性
格
で
、
ど
ん
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
共
有

し
つ
つ
、
自
然
な
か
た
ち
で
そ
の
地
域
独
自
の
善
悪
の
道
徳
も
根
付
い
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

一
方
で
新
興
住
宅
地
に
お
い
て
も
、
地
域
の
運
動
会
や
市
民
セ
ン
タ
ー

の
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
、
種
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
の

活
動
を
通
じ
て
情
報
が
交
換
さ
れ
、
固
い
絆
と
な
っ
て
い
る
事
例
も
散
見

さ
れ
る
。
し
か
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
な
る
町
内
の
自
治
会
へ

の
加
入
は
強
制
的
で
な
い
地
域
も
多
く
あ
り
、
そ
の
集
団
の
弱
さ
が
読
み

取
れ
る
。

　

歴
史
や
伝
承
に
支
え
ら
れ
た
祭
礼
は
、
そ
の
地
域
の
誇
り
で
あ
り
、
明

快
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
神
の
も
と

に
平
等
な
村
衆
が
存
在
し
、
連
綿
と
続
い
て
き
た
古
式
祭
礼
に
敬
意
を
表

す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
在
は
、
今
後
の
社
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
大
変
重

要
な
指
針
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

筆
者
が
『
宮
座
の
祭
礼
』
〜
今
堅
田
に
伝
わ
る
祭
礼
「
野
神
祭
り
」
に

見
ら
れ
る
現
状
〜
（
二
〇
一
二
年
成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所
紀

要
第
一
号
）
で
報
告
し
た
大
津
市
今
堅
田
地
区
は
、
現
在
の
行
政
区
画
で

今
堅
田
一
丁
目
、
二
丁
目
、
三
丁
目
の
三
つ
の
地
域
に
分
か
れ
て
い
る
。

伊
豆
神
田
神
社
は
基
本
的
に
今
堅
田
地
区
全
体
の
氏
神
で
あ
る
が
、
氏
子

と
し
て
神
社
の
祭
礼
に
関
わ
る
人
々
は
、
一
丁
目
に
住
居
が
あ
る
も
の
に

限
ら
れ
て
い
る
。
二
丁
目
と
三
丁
目
は
、
新
興
の
住
宅
街
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
住
民
は
氏
神
と
し
て
神
社
を
意
識
し
て
い
る
も
の
の
、
神
社
の
祭
礼

に
参
加
す
る
こ
と
は
な
い
。

　

一
丁
目
に
お
い
て
は
、
西
町
・
仲
町
・
嶋
町
・
南
町
の
四
つ
の
地
域
に

分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
か
ら
氏
子
総
代
が
出
さ
れ
、
講
な
ど
が
盛
ん
に

行
な
わ
れ
て
い
る
。
伊
豆
神
田
神
社
の
分
社
で
あ
る
野
神
神
社
で
は
中
世
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い
る
。

　

こ
れ
ら
の
講
は
、
当
屋
に
あ
た
る
家
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
さ
れ
る
。

四
つ
の
各
地
域
で
は
二
軒
ず
つ
当
屋
を
順
番
に
担
当
し
、
地
蔵
・
愛
宕
の

二
つ
の
講
の
当
屋
と
な
っ
て
運
営
す
る
。
最
も
大
き
な
西
町
は
、
先
の
当

屋
二
軒
と
今
年
の
当
屋
二
軒
、
次
年
の
当
屋
二
軒
の
六
軒
が
講
の
行
事
の

中
心
を
に
な
う
。
要
す
る
に
順
番
で
連
続
三
年
間
、
講
の
行
事
に
携
わ
る

こ
と
に
な
る
。
仲
町
、
嶋
町
、
南
町
は
同
じ
く
二
軒
が
当
屋
と
な
り
、
五

〜
六
軒
の
家
が
当
屋
を
補
佐
し
、
毎
年
地
蔵
盆
が
終
わ
る
と
当
屋
と
補
佐

役
す
べ
て
が
入
れ
替
わ
る
。

　

そ
れ
と
は
別
に
、
西
町
三
名
、
仲
町
一
名
、
嶋
町
一
名
、
南
町
三
名
の

八
名
［
註
２
］
が
宮
総
代
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
町
か
ら
選
出
さ
れ
、
こ
の
地

域
の
氏
神
で
あ
る
伊
豆
神
田
神
社
の
例
祭
を
中
心
に
宮
座
の
運
営
（
宮
仕

事
）
に
関
っ
て
い
る
。
宮
総
代
の
任
期
は
三
年
と
決
ま
っ
て
い
る
。

　

愛
宕
講
は
本
当
屋
が
代
表
し
て
京
都
の
愛
宕
山
に
登
り
、
愛
宕
権
現
に

お
参
り
を
し
て
火
伏
せ
の
札
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
主
な
内
容
と
な
る
。
か

つ
て
は
一
月
三
日
に
愛
宕
山
に
登
り
、
戻
り
次
第
、
講
中
の
各
家
に
配
布

し
て
回
っ
た
と
い
う
が
、
近
年
は
、
雪
が
積
も
ら
な
い
十
一
月
、
十
二
月

頃
に
山
に
入
り
、
年
内
中
に
札
を
各
家
に
配
る
習
慣
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
月
の
最
終
土
曜
日
と
日
曜
日
の
い
ず
れ
か
の
日
に
各
町
で
年
に
一
回

の
「
日
待
ち
」
と
呼
ば
れ
る
講
が
行
わ
れ
る
。
か
つ
て
は
一
月
三
一
日
と

決
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
当
屋
の
家
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
集
ま
る

人
数
が
多
い
町
も
あ
る
の
で
、
二
日
に
分
け
て
今
堅
田
公
民
館
（
大
津
市

今
堅
田
一
丁
目　

※
Ｐ
１
２
３
地
図
）
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
［
註
３
］。

か
ら
継
承
さ
れ
て
い
る
と
伝
わ
る
野
神
講
が
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在

は
伊
豆
神
田
神
社
の
氏
子
（
い
わ
ゆ
る
今
堅
田
一
丁
目
の
住
民
）
が
こ
れ

を
引
き
継
い
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
伝
統
行
事
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
そ
う

と
す
る
「
今
堅
田
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
に
よ
る
活
動
が
平
成
十
八
年
か

ら
始
ま
っ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
平
成
二
五
年
（
二
〇
一
三
）
八
月
二
四
日
、
今
堅
田
一
丁
目

の
地
蔵
講
が
行
う
地
蔵
盆
「
地
蔵
巡
り
」
に
参
加
し
、
講
と
い
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
そ
こ
に
展
開
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
注
目
し
て
み
た
い
。

第
一
章
　
今
堅
田
の
愛
宕
講
と
地
蔵
講  

一-

一
　
今
堅
田
の
講

　

大
津
市
今
堅
田
一
丁
目
に
あ
る
伊
豆
神
田
神
社
を
産
土
神
と
す
る
氏
子

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
琵
琶
湖
に
面
し
た
南
北
に
細
長
い
今
堅
田
一
丁
目

（
約
一
二
〇
世
帯
）
に
居
住
し
、北
か
ら
西
町
（
ニ
シ
ジ
ョ
ウ
）
四
五
世
帯
・

仲
町
（
ナ
カ
ジ
ョ
ウ
）
十
五
世
帯
・
嶋
町
（
シ
マ
ジ
ョ
ウ
）
一
八
世
帯
・

南
町
（
ミ
ナ
ミ
ジ
ョ
ウ
）
四
一
世
帯
の
四
つ
の
地
域
に
分
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
地
域
は
近
世
に
、
出
来
島
（
デ
ケ
ジ
マ
）
と
呼
ば
れ
、
船
大
工
と

農
業
を
生
業
と
す
る
村
衆
が
集
住
し
た
。
現
在
で
も
、
兼
業
農
家
と
造
船

業
を
営
む
企
業
が
こ
の
地
域
に
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
地
域
に
は
、
今
も
な
お
「
地
蔵
講
」
と
「
愛
宕
講
」
そ
し
て
「
日

待
ち
」
と
呼
ば
れ
る
「
講
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は
他
地
域
で
も

み
ら
れ
る
伊
勢
講
や
行
者
講
な
ど
が
存
在
し
た
が
現
在
で
は
無
く
な
っ
て



115 成安造形大学附属近江学研究所 紀要　第３号

　

平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四
）
の
日
待
ち
講
は
、
今
堅
田
公
民
館
に
て
、

一
月
二
五
日
（
土
）
に
西
町
（
公
民
館
二
階
）
と
仲
町
（
当
屋
宅
）、

二
六
日
（
日
）
に
南
町
（
公
民
館
二
階
）
と
嶋
町
（
当
屋
宅
）
と
に
別
れ

て
い
ず
れ
も
午
後
七
時
か
ら
行
わ
れ
た
。
各
町
内
の
家
か
ら
男
女
問
わ
ず

必
ず
成
人
一
名
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

講
の
内
容
は
、
午
後
七
時
か
ら
約
二
〇
分
程
度
、
僧
侶
に
よ
る
読
経
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
講
の
会
計
報
告
や
行
事
の
日
程
、
役
員
選
抜
な
ど
の

決
め
ご
と
を
行
う
。
決
め
ご
と
の
中
に
は
、
愛
宕
講
や
地
蔵
講
と
し
て
行

わ
れ
る
地
蔵
盆
と
い
う
行
事
の
内
容
や
、
当
屋
の
決
定
、
伊
豆
神
田
神
社

の
宮
総
代
の
選
出
な
ど
も
含
ま
れ
る
た
め
、
各
町
内
の
神
仏
等
の
信
仰
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
決
め
ご
と
は
す
べ
て
こ
の
日
に
決
着
す
る
こ
と
に
な

る
［
註
４
］。

　

読
経
は
、
今
堅
田
一
丁
目
に
あ
る
圓
成
寺
と
海
蔵
寺
の
僧
侶
が
務
め
る
。

い
ず
れ
も
曹
洞
宗
の
寺
院
で
、
公
民
館
の
会
場
で
は
、
床
の
間
に
掲
げ
ら

れ
た
「
天
照
大
皇
神
」
の
掛
軸
と
「
愛
宕
大
神
」
の
お
札
の
前
で
、
般
若

心
経
を
唱
え
、
町
内
の
一
年
間
の
無
病
息
災
、
厄
難
排
除
な
ど
が
祈
願
さ

れ
る
。
神
と
仏
が
一
体
と
な
っ
た
感
が
あ
る
行
事
で
あ
る
。

第
二
章
　
地
蔵
巡
り  

　

地
蔵
講
は
八
月
の
地
蔵
縁
日
（
二
三
日
）
い
わ
ゆ
る
地
蔵
盆
の
運
営
を

行
う
。
四
つ
の
地
域
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
基
本
的
な
形
式
で
は

各
町
で
管
理
す
る
石
造
地
蔵
菩
薩
像
（
以
下
地
蔵
尊
）
を
当
屋
前
に
き
れ

い
に
飾
り
付
け
、
地
蔵
盆
当
日
に
行
わ
れ
る
「
地
蔵
巡
り
」
に
備
え
る
の

で
あ
る
。

　

平
成
二
五
年
の
地
蔵
盆
は
、
八
月
二
三
日
（
土
）
に
行
わ
れ
た
。
前
日

の
二
二
日
に
準
備
が
行
わ
れ
る
。
各
町
の
当
屋
は
、
仮
設
の
地
蔵
堂
を
建

て
、
町
が
管
理
す
る
地
蔵
尊
を
そ
こ
に
安
置
し
、
飾
り
付
け
を
行
う
。
地

蔵
尊
へ
の
供
え
物
は
、
米
粉
で
つ
く
っ
た
紅
白
の
餅
が
中
心
で
、
琵
琶
湖

の
ヨ
シ
を
斜
め
に
切
っ
た
切
り
口
を
使
っ
て
、
餅
に
菊
の
花
な
ど
の
模
様

を
押
し
付
け
装
飾
さ
れ
て
い
る
。
以
前
は
、
こ
の
餅
ば
か
り
で
あ
っ
た
と

い
う
が
、
近
年
は
ジ
ュ
ー
ス
や
ビ
ー
ル
な
ど
の
酒
類
、
市
販
さ
れ
て
い
る

菓
子
が
地
蔵
尊
の
前
に
所
せ
ま
し
と
並
ぶ
。
町
内
の
各
家
か
ら
こ
の
日
に

供
え
物
が
持
ち
込
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

　

今
堅
田
の
地
蔵
盆
の
特
徴
は
、
こ
れ
ら
の
町
が
管
理
す
る
地
蔵
尊
以
外

に
個
人
が
所
有
す
る
地
蔵
尊
を
各
家
庭
で
飾
り
付
け
る
こ
と
と
、
そ
の
各

家
の
地
蔵
尊
を
拝
み
な
が
ら
巡
る
「
地
蔵
巡
り
」
で
あ
る
。

　

準
備
が
整
っ
た
二
三
日
（
土
）
の
地
蔵
盆
当
日
、
午
後
七
時
か
ら
「
地

蔵
巡
り
」
に
参
加
し
た
（
写
真
１
）。

　

午
後
七
時
に
は
太
陽
が
西
の
山
に
沈
み
、
各
家
の
軒
下
に
吊
る
さ
れ
た

「
南
無
地
蔵
大
菩
薩
」、「
南
無
地
蔵
尊
」
と
書
か
れ
た
赤
や
白
地
の
大
き

な
提
灯
に
火
が
灯
さ
れ
た
（
写
真
２
）。
今
堅
田
（
旧
出
来
島
）
の
最
も

南
か
ら
今
回
案
内
い
た
だ
い
た
南
町
の
桑
野
氏
と
西
町
の
仲
川
氏
と
と
も

に
地
蔵
を
訪
ね
た
。

　

各
家
の
地
蔵
尊
は
、
広
い
玄
関
に
華
や
か
に
飾
り
付
け
ら
れ
た
も
の
や

（
写
真
３
）、
家
の
前
に
臨
時
の
祠
を
建
て
て
祀
っ
て
あ
る
も
の
、
も
と
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も
と
、
家
の
前
や
裏
庭
に
安
置
さ
れ
て
い
る
祠
の
扉
を
開
け
、
中
に
祀
ら

れ
て
い
る
地
蔵
尊
を
拝
む
も
の
な
ど
様
々
で
あ
る
（
写
真
４
）。
地
蔵
尊

に
は
、
家
を
改
築
す
る
た
め
に
地
面
を
整
地
す
る
時
や
、
田
畑
を
耕
す
際

に
出
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
（
写
真
５
）、
夢
見
枕
に
出
て
き
た

地
蔵
尊
を
湖
中
か
ら
引
き
上
げ
、
母
親
の
病
が
治
っ
た
と
い
う
伝
承
を
持

つ
も
の
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
出
自
が
あ
る
（
写
真
６
）。
ま
た
、
数
え
き
れ

な
い
ほ
ど
の
地
蔵
尊
を
所
有
す
る
家
で
は
、
そ
の
す
べ
て
を
居
間
に
並
べ

て
お
参
り
が
で
き
る
よ
う
に
さ
れ
て
い
た
り
す
る
（
写
真
７
・
８
・
９
）。

　

地
蔵
尊
の
形
も
様
々
で
、
身
体
と
頭
、
顔
の
区
別
が
つ
く
も
の
に
は
、

美
し
く
化
粧
が
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
何
か
が
彫
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
が
ど
の
部
分
か
わ
か
ら
な
い
も
の
や
、
半
分
に
折
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

も
の
、
五
輪
塔
の
最
上
部
と
判
断
で
き
る
も
の
な
ど
、
地
蔵
尊
と
し
て
判

別
し
に
く
い
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
す
べ
て
地
蔵
尊
と
し
て
尊
ば
れ

て
い
る
。

　

南
町
が
管
理
す
る
地
蔵
尊
は
、
唐
破
風
が
つ
い
た
格
式
あ
る
古
い
仮
設

の
地
蔵
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
（
写
真
８
〜
12
）。
そ
の
前
に
は
、
イ
ベ

ン
ト
用
の
テ
ン
ト
が
二
張
り
立
て
ら
れ
て
お
り
、
酒
類
や
ジ
ュ
ー
ス
、
お

つ
ま
み
、
う
ど
ん
や
た
こ
焼
き
な
ど
の
軽
食
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
子
ど
も
や

大
人
た
ち
も
一
緒
に
な
っ
て
地
域
の
人
々
が
楽
し
そ
う
に
語
ら
っ
て
い
た

（
写
真
13
）。
案
内
い
た
だ
い
た
桑
野
氏
は「
わ
れ
わ
れ
が
子
ど
も
の
頃
は
、

こ
の
地
蔵
堂
に
蚊
帳
を
か
け
て
も
ら
い
、
地
蔵
盆
の
前
日
、
町
内
の
子
ど

も
た
ち
と
一
夜
を
過
ご
し
一
晩
中
遊
ん
だ
思
い
出
が
あ
る
」
と
古
き
良
き

時
代
の
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
み
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

写真１：日没真近の今堅田南町写真３：南町の個人所有の地蔵尊　家主がご詠歌を詠ってい
た　珍しい北向き地蔵尊であると説明を受けた

写真２：各家の軒下に吊るされる提灯写真４：南町の個人所有の地蔵尊　広い玄関いっぱいに飾り付けが行われてい
る  中央が地蔵尊で、向かって右に五輪塔の最上部と思われる石がある
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写真５：元は海蔵寺の境内にあったものを辻に出して
拝むことができるようになった石仏群

写真６：湖中から引き出し母親の病気が治ったという伝承を伝える半身地蔵
尊  子どもの「くさ」に効くといことから「くさ地蔵」とも呼ばれる

写真７：多くの石仏を所有する個人宅　お供えも多い

写真８：中央に米粉でつくった餅が供えてある

写真９：駐車場が地蔵堂に　個人所有の地蔵尊　手前
のラジオカセットからご詠歌が流れていた

写真10：南町管理の地蔵尊

写真11：立派な唐破風が特徴

写真12：南町お堂内部
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南
町
の
北
、
嶋
町
と
の
境
、
浄
土
真
宗
泉
福
寺
の
前
に
少
し
大
き
め
の

祠
が
あ
っ
た
。
そ
の
祠
の
中
は
空
で
あ
っ
た
が
、
平
生
は
先
ほ
ど
拝
ん
だ

南
町
が
管
理
す
る
地
蔵
尊
と
、
嶋
町
が
管
理
す
る
地
蔵
尊
の
二
体
の
地
蔵

尊
が
安
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
祠
に
向
か
っ
て
右
側
に

石
塔
が
立
っ
て
お
り
、
そ
の
石
塔
の
上
の
部
分
に
札
を
収
納
す
る
場
所
が

あ
り
、
そ
の
中
に
南
町
の
当
屋
が
京
都
の
愛
宕
権
現
に
参
っ
て
持
ち
帰
っ

た
火
伏
せ
の
札
が
入
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
火
伏
せ
の
札
は
、
南
町
を

火
の
難
か
ら
守
っ
て
い
る
の
で
あ
る（
写
真
15
）。
嶋
町
の
火
伏
せ
の
札
は
、

そ
こ
か
ら
少
し
今
堅
田
の
旧
道
を
北
に
進
み
、
右
に
折
れ
、
琵
琶
湖
へ
向

か
っ
た
「
出
島
灯
台
」
の
下
に
同
じ
よ
う
な
石
塔
に
入
っ
て
い
る
（
写
真

16
）。
地
蔵
盆
の
提
灯
の
火
が
静
か
に
灯
る
「
出
島
灯
台
」
へ
の
両
側
の

古
い
家
並
み
は
、
遠
く
に
聞
こ
え
る
ご
詠
歌
の
声
や
鐘
の
音
、
そ
し
て
琵

琶
湖
の
さ
ざ
な
み
と
重
な
っ
て
、
情
緒
あ
る
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
た
（
写

真
14
）。

　

再
び
、
旧
道
に
戻
り
少
し
北
へ
進
む
と
嶋
町
の
地
蔵
尊
を
祀
る
お
堂
に

た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
っ
て
い
た
（
写
真
17
・
18
）。
そ
こ
か
ら
す
ぐ
に

仲
町
に
入
っ
た
。
入
っ
て
す
ぐ
の
左
手
に
、
祠
と
そ
の
横
に
二
本
の
石
塔

が
あ
っ
た
。
祠
は
中
町
の
地
蔵
尊
を
安
置
す
る
も
の
で
、
向
か
っ
て
左
の

石
塔
は
、
今
ま
で
の
も
の
と
同
じ
く
愛
宕
神
社
の
火
伏
せ
の
札
が
入
っ
た

も
の
で
、
右
側
の
石
塔
に
は
、
秋
葉
神
社
の
火
伏
せ
の
札
が
入
っ
て
い
る

と
い
う
。
関
西
圏
の
愛
宕
山
に
対
し
て
、
秋
葉
山
は
、
中
部
地
方
か
ら
東

方
面
の
火
伏
せ
の
神
で
知
ら
れ
て
い
る
。
仲
町
で
は
、
明
治
期
に
大
き
な

火
災
が
あ
り
、
そ
れ
以
降
、
秋
葉
山
の
神
様
も
祀
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

写真13：南町管理の地蔵尊の前に張られたテント様々
なコミュニケーションが見られた

写真14：出島灯台に続く道

写真15

写真16
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う
（
写
真
19
）。

　

仲
町
の
仮
設
の
お
堂
に
も
お
参
り
し
な
が
ら
（
写
真
20
・
21
）、
最
後

と
な
る
西
町
の
地
蔵
尊
に
向
か
っ
た
。
西
町
の
地
蔵
堂
は
、
伊
豆
神
田
神

社
の
前
、
圓
成
寺
の
向
か
い
に
設
置
し
て
あ
り
、
き
れ
い
な
お
堂
の
中
に

た
く
さ
ん
の
お
供
え
物
に
囲
ま
れ
た
地
蔵
尊
が
安
置
さ
れ
て
い
た
（
写
真

22
〜
24
）。

　

地
蔵
巡
り
は
こ
の
よ
う
に
、
午
後
七
時
か
ら
八
時
半
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
蔵
尊
の
前
で
ご
詠
歌
が
流
れ
る
中
、
各
町
内
の
老
若
男
女
が
自
分
の

町
内
と
他
の
町
内
に
あ
る
町
管
理
の
地
蔵
尊
と
個
人
所
有
の
地
蔵
尊
を
含

め
、
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
ヶ
所
以
上
を
巡
る
。
地
蔵
尊
の
前
で
は
、
ふ
る
ま
わ

れ
た
軽
食
や
飲
み
物
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
ご
無
沙
汰
で
す
。
お
父
さ

ん
お
元
気
？
」「
お
孫
さ
ん
生
ま
れ
は
っ
た
ん
や
」「
お
嬢
さ
ん
大
き
な
ら

は
っ
て
」
な
ど
、
年
に
一
回
の
非
常
に
充
実
し
た
貴
重
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

九
時
に
な
る
と
子
ど
も
た
ち
は
家
に
帰
り
、
大
人
た
ち
は
各
町
の
地
蔵

堂
に
集
ま
る
。
そ
こ
へ
、
こ
の
年
の
担
当
者
の
長
老
が
ご
詠
歌
を
詠
い
に

や
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
の
ご
詠
歌
を
聞
き
な
が
ら
、
も
う
一
度
地
蔵

尊
に
家
内
安
全
を
祈
願
し
て
、地
蔵
盆
は
終
焉
を
迎
え
る
の
で
あ
る
［
註
５
］。

写真17：嶋町管理の地蔵尊

写真18：嶋町にお参りする人々

写真19

写真20：仲町管理の地蔵尊
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第
三
章
　
愛
宕
講
と
地
蔵
講
の
関
係  

　

今
堅
田
一
丁
目
（
旧
出
来
島
）
で
は
、
愛
宕
、
地
蔵
の
二
つ
の
講
の
つ

な
が
り
に
つ
い
て
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
地
蔵
が

安
置
さ
れ
る
祠
の
横
に
愛
宕
権
現
の
札
を
納
め
る
石
塔
が
あ
る
こ
と
や
、

二
つ
の
講
を
同
じ
当
屋
が
務
め
る
と
い
う
仕
組
み
か
ら
、
こ
の
二
つ
の
講

は
何
ら
か
の
関
係
性
と
、
そ
の
必
要
性
が
あ
っ
た
か
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

地
蔵
信
仰
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
は
京
都
の
子
ど
も
の
守
護
神
と
し
て

石
仏
の
地
蔵
菩
薩
を
各
町
内
単
位
で
祀
る
と
い
う
「
地
蔵
盆
」
が
よ
く
知

ら
れ
る
。
滋
賀
県
に
お
い
て
も
広
く
そ
の
風
習
は
残
さ
れ
て
お
り
、
京
都
、

滋
賀
以
外
の
地
域
で
も
み
ら
れ
る
民
間
信
仰
で
あ
る
。

　

地
蔵
信
仰
の
起
源
は
、
平
安
時
代
の
末
法
思
想
を
も
と
に
産
ま
れ
た
浄

土
信
仰
や
、
輪
廻
転
生
の
考
え
方
な
ど
に
遡
る
。
六
道
輪
廻
転
生
（
天
・

人
間
・
修
羅
・
餓
鬼
・
畜
生
・
地
獄
）
の
苦
し
み
か
ら
逃
れ
、
極
楽
浄
土

に
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
に
は
、
造
仏
、
造
塔
、
写
経
な
ど
の
作
善
を
積
む

必
要
が
あ
り
、
平
安
時
代
で
は
そ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
財
力
の

あ
る
都
の
貴
族
の
み
で
あ
っ
た
。
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
は
、
庶
民
の

中
に
も
浄
土
信
仰
が
広
く
い
き
わ
た
る
こ
と
と
な
る
が
、
農
業
や
漁
業
な

ど
を
生
業
と
し
て
忙
し
く
生
き
る
庶
民
に
は
、
極
楽
浄
土
に
い
く
た
め
の

作
善
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
大
前
提
が
あ
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
一
般
庶
民
は
、
来
世
を
極
楽
浄
土
に
生
ま
れ
変
わ
れ
る
と
い
う

希
望
を
捨
て
、
や
が
て
は
地
獄
へ
落
ち
る
定
を
自
覚
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

写真21：仲町の地蔵堂内

写真22：新調された西町管理の地蔵堂

写真23：西町管理の地蔵尊

写真24：西町管理の地蔵堂に集まる人々
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そ
の
よ
う
な
中
で
、『
今
昔
物
語
』
や
『
沙
石
集
』、『
宇
治
拾
遺
物
語
』

な
ど
の
仏
教
説
話
の
中
に
落
ち
る
べ
く
し
て
地
獄
に
堕
ち
た
庶
民
を
地
蔵

菩
薩
が
救
う
と
い
う
話
が
現
れ
、
庶
民
の
信
仰
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ 

た
［
註
６
］ 
。

　

特
に
、
堅
田
の
地
は
、
船
運
や
船
大
工
、
農
業
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、

近
世
は
漁
業
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
特
に
殺
生
を
生
業
と
す
る
も
の

は
来
世
の
地
獄
を
覚
悟
し
て
い
た
。
よ
っ
て
他
地
域
よ
り
も
地
蔵
信
仰
を

厚
く
信
仰
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

　

ま
た
、
堅
田
浮
御
堂
の
創
建
に
関
わ
る
と
伝
わ
る
恵
心
僧
都
源
信
は
元

三
大
師
良
源
の
弟
子
と
し
て
比
叡
山
延
暦
寺
横
川
で
修
行
し
、
念
仏
や
極

楽
浄
土
を
代
表
と
す
る
日
本
浄
土
信
仰
の
根
本
を
つ
く
っ
た
人
物
で
あ
る
。

そ
の
お
膝
元
で
あ
る
堅
田
地
域
に
地
蔵
信
仰
が
根
付
い
た
こ
と
は
何
ら
不

思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。

　

た
だ
、
今
回
は
そ
の
今
堅
田
地
域
の
地
蔵
盆
を
は
じ
め
と
す
る
地
蔵
信

仰
を
調
査
す
る
中
で
、
愛
宕
山
の
信
仰
と
の
繋
が
り
を
見
た
。
こ
こ
で
、

そ
の
地
蔵
信
仰
と
愛
宕
山
の
関
係
に
触
れ
た
興
味
深
い
資
料
が
あ
る
の
で

紹
介
し
た
い
。

　

一
つ
は
、『
都
名
所
図
会
』
巻
之
四
（
秋
里
籬
島
著　

安
永
九
年

（
一
七
八
〇
））で
あ
る
。
そ
こ
に
は「
本
殿
は
阿
太
子
山（
あ
た
ご
さ
ん
）

権
現
に
し
て
、
祭
る
所
は
伊
弉
冉
尊
（
い
ざ
な
み
の
み
こ
と
）・
火
産
霊

尊
（
ほ
の
む
す
び
の
み
こ
と
）
な
り
。
本
地
は
将
軍
地
蔵
を
垂
迹
と
な
し
、

帝
都
の
守
護
神
と
し
て
火
災
を
永
く
退
け
給
ふ
な
り
。」
と
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
愛
宕
権
現
は
火
伏
せ
の
神
で
あ
り
な
が
ら
本
地
仏
は
将
軍
地
蔵
と

い
う
地
蔵
尊
で
あ
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
も
う
一
つ
は
、『
見
た
京
物
語
』（
木
室
卯
雲
著　

天
明
元
年

（
一
七
八
一
））
で
、
京
都
の
町
の
様
子
を
書
い
て
い
る
が
「
町
々
の
木

戸
際
ご
と
に
石
地
蔵
を
安
置
す
。是
愛
宕
の
本
地
に
て
火
伏
せ
な
る
べ
し
」

と
し
て
い
る
。
二
つ
の
資
料
は
ほ
ぼ
同
じ
時
代
に
書
か
れ
て
お
り
、
ど
ち

ら
も
、
火
伏
せ
の
神
と
地
蔵
尊
が
一
体
化
し
、
特
に
『
見
た
京
物
語
』
に

お
い
て
は
、
火
伏
せ
を
祈
願
す
る
た
め
に
石
仏
で
あ
る
地
蔵
尊
を
町
ぐ
る

み
で
信
仰
し
て
い
た
よ
う
に
読
み
取
れ
る
［
註
７
］ 

。

　

京
の
町
や
堅
田
の
様
に
民
家
が
密
集
し
て
い
る
所
は
、
特
に
火
災
に
敏

感
で
あ
り
、
地
獄
か
ら
の
救
い
の
手
で
あ
る
浄
土
信
仰
の
意
味
合
い
よ
り

も
、
火
伏
せ
へ
の
祈
り
の
方
が
強
く
信
仰
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

今
堅
田
に
お
い
て
は
、
各
町
内
の

地
蔵
尊
と
愛
宕
権
現
の
火
伏
せ
の
札

が
一
対
と
な
り
、
特
に
仲
町
の
地
蔵

尊
の
端
に
愛
宕
神
社
と
秋
葉
神
社
の

火
伏
せ
の
札
を
入
れ
た
石
塔
が
あ
る

こ
と
な
ど
は
、
地
蔵
信
仰
の
新
た
な

見
方
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
（
写
真
15
・
16
・
19
・
25
）。

写真25：西町の愛宕神社石塔（火伏せの札を入れた石塔）
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第
四
章
　
講
に
見
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ  

　

こ
の
よ
う
に
今
堅
田
一
丁
目
で
は
約
一
二
〇
世
帯
の
住
民
が
、
多
少
か

た
ち
を
か
え
な
が
ら
も
現
代
ま
で
連
綿
と
講
を
続
け
て
き
た
。
こ
の
理
由

は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
古
く
か
ら
続
い
て
き
た
風
習
を
断
ち
切

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
全
く

必
要
の
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
消
え
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
確
か
に
、
恐

ろ
し
い
火
事
と
い
う
災
難
か
ら
逃
れ
た
い
と
い
う
祈
り
、
そ
し
て
、
町
内

全
体
が
、
家
族
が
健
康
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
と
い
う
家
内
安
全
を
祈
願
す

る
と
い
う
行
為
も
大
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
今
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
で
感
じ
た
の
は
、
小
さ
な
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
実
践
さ
れ
て
い
た
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
あ
り
方
で
あ
る
。

　

大
人
も
子
ど
も
、
み
ん
な
が
各
町
を
巡
り
、
そ
れ
ぞ
れ
地
蔵
尊
に
手
を

合
わ
せ
な
が
ら
、「
ご
無
沙
汰
で
す
ね
」「
お
元
気
で
す
か
」
と
い
う
人
と

人
と
の
会
話
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
か
つ
て
子
ど
も
た
ち
は
こ
の
日
だ
け
建

て
ら
れ
る
仮
設
の
地
蔵
堂
で
一
晩
寝
ず
に
遊
ぶ
の
を
大
変
楽
し
み
に
し
て

い
た
し
、
地
蔵
尊
を
介
し
て
の
一
年
に
一
度
の
挨
拶
回
り
と
、「
日
待
ち
」

と
い
う
講
の
開
催
に
よ
っ
て
町
内
住
民
は
常
に
お
互
い
の
生
活
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

現
代
社
会
に
お
け
る
地
域
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
地
域
の
繋
が
り

が
な
く
と
も
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
新
興
住

宅
地
に
お
い
て
は
、
あ
え
て
こ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
動
き

は
あ
ま
り
出
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
は
そ
の
地
域
の
繋
が
り
が

重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

　

今
堅
田
一
丁
目
で
は
、
各
町
か
ら
数
名
ず
つ
が
集
ま
り
、
二
〇
〇
九
年

か
ら
「
今
堅
田
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
が
発
足
さ
れ
、
地
域
の
文
化
力
を

活
か
し
た
地
域
活
性
化
が
行
わ
れ
て
い
る
。
地
域
内
の
地
蔵
尊
を
調
査
し

て
地
図
を
制
作
す
る
こ
と
や
、
大
津
市
の
指
定
を
受
け
た
出
島
灯
台
（
デ

ケ
ジ
マ
ト
ウ
ダ
イ
）
周
辺
の
景
観
を
守
る
運
動
な
ど
が
具
体
的
に
行
わ
れ

て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
地
蔵
巡
り
な
ど
の
古
い
風
習
を
一
つ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
れ
ら
を
核
に
住
民
が
活
動
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
よ
っ
て
、
古
く
か
ら
の
講
が
消
え
ず
に
続

け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に  

　

現
代
の
経
済
学
の
中
で
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
指
数
な
ど
の
経
済
指
標
に
つ
い
て

様
々
な
見
方
が
な
さ
れ
て
お
り
、
数
字
の
み
で
ど
こ
ま
で
社
会
の
幸
福
感

が
計
れ
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
美
し
い
自
然

環
境
や
、
風
景
な
ど
金
額
で
価
値
が
計
れ
な
い
も
の
は
、
経
済
指
数
に
現

れ
な
い
の
で
あ
る
。
経
済
至
上
主
義
的
の
中
で
は
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
が

売
買
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
数
字
に
変
化
が
起
り
、
そ
の
活
動
の
多
少
に

よ
っ
て
豊
か
な
社
会
と
そ
う
で
な
い
社
会
を
判
断
し
て
い
る
。
こ
れ
を
交

換
型
社
会
と
仮
定
す
る
と
、
家
事
労
働
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
経
済
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指
数
と
し
て
現
れ
な
い
活
動
を
重
ん
じ
る
社
会
を
非
交
換
型
社
会
と
い
う
。

こ
の
非
交
換
型
社
会
の
あ
り
方
を
未
来
の
社
会
に
置
き
換
え
る
よ
う
な
取

り
組
み
も
大
切
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

今
堅
田
一
丁
目
に
見
ら
れ
る
講
を
中
心
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り

方
の
中
に
、
理
想
の
地
域
社
会
の
あ
り
方
が
見
え
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
回
の
調
査
で
貴
重
な
時
間
を
割
い
て
、
聞
き
と
り
や
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
本
城
善
孝
様
、
仲
川
利
明
様
、
桑
野
仁
様

に
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

註
１
．
三
丁
目
は
真
野
浜
に
面
す
る
古
い
集
落
に
地
蔵
盆
と
い
う
行
事
が

残
っ
て
お
り
、
真
野
浜
に
伝
わ
る
石
造
地
蔵
を
祀
っ
て
い
る
。

２
．
各
町
内
の
世
帯
数
に
合
わ
せ
て
宮
総
代
の
人
数
が
決
ま
っ
て
い
る
。

３
．
講
の
日
が
三
十
一
日
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
毎
月
一
日
の
日
を
休

み
に
し
て
い
た
職
人
た
ち
の
信
仰
を
含
ん
だ
娯
楽
と
し
て
行
わ
れ
て

い
た
「
日
待
講
」
の
名
残
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
地
域

で
は
こ
の
講
を
「
日
待
ち
」
と
呼
ん
で
い
る
。

４
．
今
堅
田
自
治
会
の
役
員
な
ど
は
別
に
な
る
。
自
治
会
の
行
事
は
完

全
に
別
れ
て
い
る
。

５
．
翌
朝
、
子
ど
も
た
ち
が
お
供
え
物
を
丁
寧
に
小
分
け
し
て
、
町
内

の
各
家
に
配
り
に
ま
わ
る
と
い
う
。
こ
こ
に
も
、
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ

西町管理の地蔵尊は写真5に紹介
する石仏群の中に安置されている

西町の愛宕神社の石塔

仲町の地蔵尊と
その横に愛宕・秋葉神社の石塔

南町・嶋町管理の地蔵尊が
ひとつの祠に入っている

南町の愛宕神社の石塔

嶋町の愛宕神社の石塔

出島灯台
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ケ
ー
シ
ョ
ン
が
見
え
る
。

６
．
閻
魔
庁
に
住
む
地
獄
の
主
閻
魔
王
と
同
体
で
あ
る
と
い
う
考
え
方

も
あ
り
、
地
蔵
信
仰
を
よ
り
強
い
も
の
に
し
た
。

７
．
田
中
久
夫
『
地
蔵
信
仰
と
民
俗
』（
岩
田
書
院　

一
九
九
五
年
）
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八
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）
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賀
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座
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学
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研
究
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版
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成
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所
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二
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第
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地
域
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編 集 後 記

　研究室から望む比良の山々は白銀をまとい、一千メートル強の標高とは思えぬ厳

しさを見せています。それも本紀要が刊行される３月下旬には、桜花に似合う優し

い雪化粧に姿を変えていることでしょう。

　本号には本研究所研究員から６編の論考を頂戴いたしました。そのうち本学の所

在する仰木地区に関わるものが３編を占めます。永江研究員の論考にあります「仰

木ふるさとカルタ」ですが、今年のお正月、おごと温泉の旅館に宿泊された子供さ

んたちにも楽しんでもらえたそうです。また、カルタ制作にあたって事前に行われ

た仰木の方々へのアンケート。実はこれが立派な研究材料となっています。永江、

大原両研究員の論考はその嚆矢。今後もさまざまな視点からの研究に役立つものと

期待しています。

� 編集担当　小嵜　善通
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